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ごあいさつ  

緒倉珠巳（SAJ 代表）  
 

春暖の候、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。また、東日本大震災で被災され

た皆様に、心よりお見舞い申し上げますとともに、一日も早い復興をお祈り申し上げます。 

 

 さて、私たち SAJ の設立 10 周年を記念する日米ステップファミリー会議（2011 年 7 月

2～3 日）が、無事開催できましたこと、心より御礼申し上げます。東日本大震災直後の

混乱した社会状況の中、多くの外国人が日本を出国していく状況を目の当たりにし、何度

も「中止かもしれない」といった不安が頭をよぎりました。日米ステップファミリー会議

の直前まで、会議開催の可否について検討を行ってまいりましたが、今回講師としてお越

しいただいたローレンス・ギャノン氏とマリリン・コールマン氏の会議開催に向けた強い

意志により、開催を決意することができました。両氏の勇気とご厚意に、深く感謝いたし

ます。また、この開催直前にご尊父様がご逝去され、心身ともにお辛い状況にもかかわら

ず、多くの準備や指揮にご尽力いただいた明治学院大学社会学部教授の野沢慎司先生に、

平素のご指導およびご厚情と併せて深謝いたします。  

 

 震災後から会議開催までの 4 ヶ月は、私たちが歩んできた 10 年を濃縮したように感じ

た期間でした。SAJ は大きな組織のように思われますが、その活動は細く地道で、継続が

困難にさえ思うことも度々ありました。それでも、10 年前に得られた示唆と情報をもと

に着実にそして慎重に、一歩ずつ歩んできた自認と、歩みを共にしていただいた支援者に

よって現在の SAJ が存在することを改めて実感した次第です。当事者だけで活動を継続

することは決してできませんでした。  

 

 繰り返しになりますが、この会議も野沢先生をはじめとする多くの研究者や支援者のご

理解とご協力により、開催することができました。これぞ SAJ という組織の特徴であり、

推進力といって良いと思います。当事者はその当事者としてのニーズをたくさん抱き、問

題を解消すべく行動しますが､ステップファミリーとしての暮らしは､ヴィッシャー夫妻 1

がおっしゃられた通り、海図なき航海の様相を呈します。その航海は何度も方向を見失う

こともありますが、SAJ は、SAA 発信の情報や、日本のステップファミリー研究者や支

援者によって適宜サポートいただけたことによって、自分たちの位置を把握し、進むべき

方向を選択することができました。これが、社会におけるステップファミリー支援に必要

な基本の姿ではないかと強く実感します。  

  

 これまで、明治学院大学主催のステップファミリー研究会に参加させていただき、研究

会の先生方の温かい励ましや研究の最新情報を頂く度に、多くの方へフィードバックを急
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ぎたい、広くお伝えしたいと考えていました。それが今回、この日米ステップファミリー

会議という、日本だけではなく、アメリカの最新研究情報も加えてのご報告が叶い、この

上ない精度の高い発表の場を設けさせていただくことができたと思います。当日は当事者

だけではなく、多くの研究者、支援者、学生にもご参加いただくことができました。10

年前に比べ、遥かに高く変化した社会意識を感じ取れます。しかし、今回の会議について

のマスメディアの反応は鈍く、震災に絡まない事業への取材は難しい時期であったことは

想像できるものの、残念感が拭えないのも事実です。改めてこの開催報告書を公開するこ

とで、これからの多様化する家族について、多くの皆様に理解を深めていただけるよう願

うばかりです。  

 

 10 年前の話を何かと言葉に表しておりますが、やはりその当時との違いをひしひしと

感じています。10 年前は「ステップファミリーってそういう家族なんだ？でも日本とア

メリカじゃ文化が違うんじゃないの？」という感想が多くありました。ですが「日本のス

テップファミリー」に着目し、そして研究者の方からアカデミックな見解を提示いただい

たことで、その疑問が解消され、その違いが何で生じるのか、またその理由によってケア

する課題が異なることなどを明確にすることができました。これは日本のステップファミ

リー支援に重要な情報であると確信しております。どうかこの報告書を手にされた皆様に

もご理解いただき、ステップファミリーのサポーター、あるいは当事者として有益にご活

用いただけることを願っております。  

 

 最後になりましたが、日米ステップファミリー会議開催にあたりご協力いただきました、

明治学院大学社会学部付属研究所、日本家族社会学会、お茶の水女子大学教授  石井クン

ツ昌子先生、日本女子大学准教授  永井暁子先生、通訳にご活躍いただいた NPO 法人コミ

ュニティサポート研究所の齋藤明子様、SAJ 副代表  吉本真紀さんをはじめとする全国か

ら参加してくれた SAJ スタッフの皆様に対しても御礼を申し上げ、ご挨拶とさせていた

だきます。  

2012 年 3 月  
 

注 

1 ヴィッシャー夫妻－全米的なステップファミリー支援組織 SAA の創設者である心理学博士のエミ

リー・ヴィッシャーと医学博士のジョン・ヴィッシャー。アメリカのステップファミリー研究や支援

においてバイブル的な著書を多く残している。  
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ここに至る道筋－謝辞にかえて 

野沢慎司（明治学院大学） 

社会学部付属研究所プロジェクト「ステップファミリー研究セミナー企画 2011」代表 
 
 この報告書は、2011 年 7 月 2～3 日に明治学院大学で開催された「日米ステップファミ

リー会議」（SAJ、明治学院大学社会学部付属研究所プロジェクト、日本家族社会学会に

よる共催）の 2 日間にわたる講演とシンポジウムの内容をほぼ網羅して収録しています。

そもそもこの会議は何のために、いかにして開催されたのか、その道筋をちょっとだけお

話しさせてください。 
 日本で初めてのステップファミリー支援団体 SAJ が誕生し、その協力を得ながら日本の

ステップファミリー調査が始動したのが 2001 年でした。2011 年には 10 周年記念イベン

トを開催したいということが私たちの間で次第に話題になりだしたのは 2009 年頃だった

でしょうか。10 年に及ぼうとする SAJ の実践活動とステップファミリー調査研究の歩み

を振り返り、今後を展望する時期にさしかかっているという認識もありました。企画がな

かなか具体化しないまま 2010 年を迎えましたが、突然それが具体化しました。その年の

秋にイタリアで開かれたシンポジウムで 4 年ぶりにお会いしたマリリン・コールマン先生

とラリー・ギャノン先生が、翌年、ある国際学会に参加するために来日することになった

とおっしゃったのです。何というタイミングでしょう。帰国後、SAJ のスタッフや研究仲

間と検討を重ねて開催に至ったのがこの「日米ステップファミリー会議 2011」なのです。 
 ギャノン＆コールマン夫妻には、2006 年秋にミズーリ大学に 2 週間ほど滞在させてい

ただいたときに初めてお会いしました。アメリカのステップファミリー研究の大家のとこ

ろに押しかけた未知の日本人研究者を大変温かく迎えてくだいました。そこで多くの出会

いがあり、研究上も大きな刺激を受けました 1。お二人は、全米的なステップファミリー

支援組織である SAA（Stepfamily Association of America）2 とつながりながら調査研究

を続けてきた著名な家族研究者です。SAA の創設者であるヴィッシャー夫妻、とくに妻の

エミリーこそが偉大なネットワーカーであり、アメリカのステップファミリー研究の仕掛

け人であると教えてくれたのはコールマン先生です。エミリー・ヴィッシャーは、SAA と

いう組織を作っただけでなく、研究セミナーなどを頻繁に開催し、ステップファミリーに

関心のある研究者が知り合う機会を積極的に作ったそうです。いわばエミリーは、コール

マン先生やギャノン先生などアメリカのステップファミリー研究第一世代の産みの親です。

エミリーの薫陶を受けたお二人ほど 10 周年記念にふさわしいゲスト講師はいません。 
 ご存知の方も多いと思いますが、2001 年に SAJ が企画した最初のイベントがヴィッシ

ャー夫妻を日本に招いての講演会でした。しかし、予定されていた 11 月来日の直前にエ

ミリーさんが急逝されました。ヴィッシャー夫妻に会う機会を永遠に失ったことは返す返

すも残念です。しかし、当時 SAA の会長・CEO だったマージョリー・エンゲルさんがそ

の代理で来日しました。その講演会やセミナーのインパクトについては、私の報告（本書

３章）で触れました。このイベントは、多様な領域の日本の研究者と当事者が出会う場と

なりました。すでにステップファミリーの法学研究を進めていらした早野俊明先生に初め

てお会いしたのもこのときです。当時大学院に入ったばかりだった菊地真理さんや桑田道

子さんを含め、ステップファミリーに関わる研究者、支援実践者、当事者がネットワーク
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を形成し、連携し始めるきっかけとなりました 3。 
 帰国後のマージョリーさんから最初にいただいたメールの冒頭に「人生とは何かの企て

に夢中になっているときに別の何かが起こってしまうもの（Life is what happens to you 
while you're busy making other plans.）」というジョン・レノンの歌の一節が引用され

ていたことを今でも覚えています。SAJ が創立記念イベントを準備している最中にエミリ

ーさんが亡くなり、私たちが 10 周年記念イベントを企画しているときに彼女に育てられ

たマリリンとラリーが来日の計画を立てていたという偶然に、人生の不思議を感じます。 
 今思えば、マージョリーさんが来日した 2001 年秋は 9.11 のテロ事件直後でした。ニュ

ーヨークにほど近いボストンから急遽飛んできてくれたマージョリー・エンゲルさんの使

命感の強さに今更ながら感じ入ります。そして 10 周年記念イベントの直前に 3.11 の東日

本大震災が起きました。3.11 の激震は準備を進めていた私たちを大きく揺さぶり、一時は

開催を諦めかけました。しかし、ゲスト講師のお二人から来日を躊躇する言葉は一度も聞

かれず、その前向きな姿勢に押されて、何事もなかったかのように準備が進められました。 
 開催の 3 日前、ついにご夫妻が東京に到着しました。10 年前にマージョリーさんが宿泊

したのと同じ明治学院国際会館に二人がチェックインしたその日の深夜、予期せぬ父の訃

報が私に届きました。翌日からの準備や打ち合わせを皆に任せて、私は急遽帰郷すること

になりました。同僚の茨木尚子先生、SAJ の緒倉珠巳代表と吉本真紀副代表ほか、SAJ の

スタッフの皆さんに、私がやるべきことをすべて肩代わりいただいたおかげで、無事会議

当日を迎えることができたのです。私自身も何とか日程調整がつき、2 日間の会議にフル

参加することができたことは不幸中の幸いでした。お礼の言葉が見つかりません。 
 会場には実に多様な方々が集い、10 年前以上に貴重な出会いの場となりました。日本家

族社会学会に共催いただいたことも大きな力添えになりました。長年アメリカの学界で活

躍され、ギャノン&コールマン夫妻と 25 年以上にわたる交友関係をお持ちの石井クンツ昌

子先生には、学会の研究活動委員長としてとくに心強い支援をいただきました。講演会の

司会のみならず、通訳の面でもご活躍いただき、議論を盛り上げてくださいました。 
 1 日目は、ステップファミリー研究と実践の世界的中心国アメリカの最前線を、お二人

の碩学に、わかりやすく、ときにユーモアを交えてご解説いただきました。フロアからの

忌憚のない質問にもずばりと答えていただきました。震災後の節電で空調が抑えられた東

京の 7 月の蒸し暑さをものともせず、熱く語るお二人のパワーに圧倒されました。本書 1
～2 章が当日の会場の雰囲気を伝えています。 
 2 日目は、日本における 10 年間の研究と実践の成果をお二人に聞いてもらう番です。パ

ートⅠは社会学と法学の見地からの研究成果報告。当日のプログラムには含まれていなか

った最若手研究者、駒村絢子さんの飛び入り「補充報告」は、当日報告できなかった部分

を補って加筆していただき、本書に 6 章として収録しました。パートⅡでは、SAJ の活動

展開と子ども支援の実績をそれぞれ緒倉代表と桑田さんが明快に報告なさいました。10 年

来の共同研究者である永井暁子先生と茨木先生がパートⅠとパートⅡの司会を務めてくだ

さいました。ご登壇・ご執筆の皆さんのご尽力に心より感謝いたします。 
 日本側の報告者は英語原稿（スライド）を作成して事前に両先生に目を通していただき、

当日貴重なコメントをいただきました。日米の比較から浮かび上がってきた論点を要約す

れば、①ステップファミリー内部の関係性やそのダイナミクスは似ていること、②むしろ
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ステップファミリーを取り巻く社会環境と社会制度の違いが大きく、それが個人や家族の

生活に影響を及ぼしていること、の 2 点に集約できるでしょう。もちろんそこにまとめき

れない多様な発見が 2 日間の会議の中には溢れていました。それがこの報告書の各所に埋

め込まれているはずです。 
 2 日間の会議運営で目を見張ったのは、SAJ スタッフのチームワークです。会場設営や

受付から記録作成までを手際よく進めてくださる姿を目の当たりにして、SAJ という組織

の底力を感じました。当日の会議の様子は、2 台のビデオカメラで精密な動画映像として

記録され、会議後に速やかに文字おこし原稿が作成されたことに感動さえしました。 
 きれいに編集されたビデオ映像を見、整理された原稿を読むと、当日の興奮の中で見落

とし聞き漏らしていた重要な細部に気づき、文脈をつかみ直すことができました。アメリ

カと日本からの報告が、様々な点で呼応し、共鳴していることにも後から気づきました。

コールマン&ギャノン先生の二人語りと質疑応答の部分も、録画データに基づいてできる

だけ正確に訳し直してここに収録し、会議に参加した人も、していない人も読む価値のあ

る基礎資料の作成を目指しました。このようなかたちで当日の記録を残すことをご快諾く

ださった両先生には、改めて感謝の意を表します。 
 当意即妙かつ正確な通訳の齋藤明子さん、通訳だけでなく細やかな心遣いのホスト役を

していただいた吉本さん親子には大変お世話になりました。当日アルバイト・スタッフと

して活躍してくれた院生・学生の皆さんをはじめ多くの方々に支えられてこの会議は開催

され、この報告書は完成しました。登壇者の菊地さんには報告書の最終校正も手伝ってい

ただきました。明治学院大学社会学部付属研究所の坪井栄子さんには裏方で終始支えてい

ただきました。そして最後に、会議の企画から報告書の編集作業、美しい表紙のデザイン

に至るまで、SAJ 代表・緒倉さんの超人的なお仕事ぶりとリーダーシップには何度も感服

させられました。その熱意とパワーに心からの謝意と敬意を表します。 
 このようにして完成したこの報告書が、ステップファミリーに関心をよせるすべての人

のもとに大切なメッセージを届けてくれると信じています。それは、エミリーとジョン・

ヴィシャーが再婚した 1959 年（私が生まれた年です！）以来、二人が苦労して編み上げ

たステップファミリーを巡る人々のネットワークが、日米の国境を越え、海を越え、時を

越えて連鎖・拡張した結果もたらされた果実のひとつなのです。 
 
 
注 

1 2006 年度のアメリカ滞在経験とアメリカのステップファミリー研究の動向については、次の拙稿で

簡単に紹介している。野沢慎司 , 2008, 「ステップファミリー研究の動向－アメリカからの視点」『家

族社会学研究』 , 20 (2), 71-76。  

2 1977 年にヴィッシャー夫妻によって設立されて以来、30 年にわたって活動を続けてきた SAA は、

2006 年に活動を停止し、その資源と活動はアラバマ州にあるオバーン大学を拠点とする「全米ステッ

プファミリー・リソース・センター（NSRC=National Stepfamily Resource Center）」に移管され

た。NSRC のウェブページ（http://www.stepfamilies.info/）参照。  
3 このイベントの内容については、SAJ が発行した報告書『第１回ステップファミリー支援イベント

実施報告書』（2002 年 10 月）に詳述されている。  
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●駒村 絢子（Ayako Komamura） 
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より早稲田大学、比較法研究所助手。専門は民法（家族法）。SAJ には、2009 年、実態調査へ

の協力依頼を機に入会（サポート会員）。論文に「離婚後の子の監護法制に関する一考察－オ

ーストラリア連邦家族法における離別後の共同養育推進を手がかりに」『法政論究』84 号（2010
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●緒倉 珠巳（Tamami Ogura） 

 SAJ（ステップファミリー・アソシエーション・オブ・ジャパン）代表。2001 年の SAJ 設
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●桑田 道子（Michiko Kuwata） 
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人間関係に悩む人への臨床援助理論として、相談援助職従事者のための研修を児童相談所や福

祉事務所、家庭裁判所等で行う。SAJ 発足当時よりスタッフとして参加。共著に『法と心理の

協働－女性と家族をめぐる紛争解決へ向けて』（不磨書房、2006 年）、『女性ライフサイクル

研究』（13、17-21 号、2003、2007-2011 年）がある。 
 
●茨木 尚子（Naoko Ibaraki） 

 明治学院大学、社会学部教授。専門は障害者福祉、社会福祉運営。主に SAJ の当事者組織

としての活動支援に携わってきた。共編著に『Q&A ステップファミリーの基礎知識－子連

れ再婚家族と支援者のために』（明石書店、2006 年）、共著に『オンライン化する日常生活

－サポートはどう変わるのか』文化書房博文社、2008 年）、論文に「NPO における家族支

援とソーシャルワーク－ステップファミリー当事者による支援組織の活動から」（吉本真紀
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１．アメリカにおけるステップファミリー研究の現在 

The Status of Stepfamily Research in the United States 

ローレンス（ラリー）・ギャノン、マリリン・コールマン（ミズーリ大学） 
Lawrence Ganong and Marilyn Coleman (University of Missouri) 

（日本語訳：野沢慎司）  

*〔 〕内は訳者が文脈を補い、説明した部分を示している。注も訳者が追加した。  

 
ごあいさつ 

ラリー・ギャノン：私たち二人は、東京の街ですでに何度も迷子になる経験をしました。

ですから、今日この場に来られたことを格別に嬉しく感じます（笑）。 
 まず申し上げておきたいのは、アメリ

カ国民が、この数ヶ月間、日本の人たち

のことを思い続けてきたということです。

大震災とその後に起こったことを私たち

は、もちろんすべてのアメリカ人を代表

しているわけではありませんが、大変心

配していました。 
 また、ここにお招きいただいたことを、

野沢慎司さんと明治学院大学に感謝しま

す。素晴らしい歓迎をいただいた、日本

家族社会学会の石井クンツ昌子さん、SAJ 代表の緒倉珠巳さん、SAJ 副代表の吉本真紀さ

んに心より感謝いたします。 
マリリン・コールマン：ラリーと私は再婚して 32 年になります。一緒に研究を続けてき

た年月はそれよりも長いです。私たちは個人的にも、そして研究者としても、ステップフ

ァミリーに関心を抱き続けてきました。私たち二人はこの会議の参加者なので明日の報告

原稿も事前に読ませていただきました。アメリカと日本のステップファミリーが置かれて

いる状況が非常に似ていることに驚いています。ただし、日本の状況は、アメリカの 20
年前の状況に近いと思います。なぜこんなことを言うかというと、未来への希望を伝えた

いと思うからです。アメリカのステップファミリーの状況は、20 年前に比べるとはるかに

よくなりました。 
 SAJ のような組織の存在は非常に重要です。今日、ここに SAJ のメンバーの皆さんが

たくさん参加してくださっていることは実に素晴らしいことですね。というのも、アメリ

カの SAA という団体も、アメリカのステップファミリーの状況をよくする上で非常に重

要な役割を果たしてきたからです。 
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アメリカのステップファミリーに関する人口統計 

ラリー：まずステップファミリーに関する人口統計を紹介することから始めましょう。ア

メリカのステップファミリーの数はどれくらいでしょうか。それを知ることは、20 年前よ

りも現在のほうが難しくなってしまいました。というのも、アメリカ政府は、ステップフ

ァミリーの数を調べることをやめてしまったからです。2000 年のアメリカの国勢調査では、

ステップファミリー世帯数を把握しようと試みました。ところが、ステップファミリーの

家族関係はとても複雑で正確に把握するのが大変難しいため、そのような試みを諦めてし

まったのです。それで最近の国勢調査では、そうした質問はされなくなりました。 
マリリン：いくつかの統計からわかっていることもあります。新たな婚姻カップルのうち

約半数が少なくともどちらかが再婚です。15％
の子どもたちがステップファミリー世帯で暮ら

しています。人口の大きいアメリカのような国

では、これはかなりの子ども数に上ることを意

味します。多くの子どもたちは、18 歳になるま

でにシングルペアレントの家族を経験し、ステ

ップファミリーを経験するのです。 
ラリー：ステップファミリーの数を計測する上

でやっかいな問題は、多くのカップルが法律婚でないこと、あるいは法律婚に至るまでに

非法律婚の時期を経験することです。政府にとってもそのようなステップファミリーの数

をつかむのは困難です。 
マリリン：もうひとつの問題は、「家族」と「世帯」の違いにあります。政府の統計局が数

え上げるのは「世帯」、つまり住居単位の数です。ステップファミリーの多くは、再婚した

父親をときどき子どもが訪れるというかたちの家族です。しかし、このような〔父親と子

どもが一緒の世帯に住んでいない〕タイプのステップファミリーを数え上げることはほぼ

不可能です。このようなケースも含めれば、国

勢調査データに基づくステップファミリーの数

よりも、実際のステップファミリーの数ははる

かに大きいことになります。 
ラリー：幸 いなこ と に、ピ ュ ー財団 （ Pew 
Foundation）が最近アメリカで全国調査を行い

ました。その調査結果によれば、アメリカの成

人人口の 40％以上の人が、ステップ親族を少な

くとも一人持っています。ステップ親族に含まれるのは、継親、継子、継きょうだい、継

祖父母…だったと思います。そして、30 歳未満のアメリカ人に限れば、50％以上がステッ

プ親族を少なくとも一人持っています。 
 このスライド 4 の最後に挙げた統計ですが、アメリカ人の 40％が継祖父母をもっていま

スライド３

ステップファミリーの人口統計

• アメリカでは、新たに結婚したカップルのうち、配偶
者の一人がそれ以前に少なくとも一度は結婚経験
があるカップルが半数を占める。

• アメリカの子どもたちの約15％が、継親と親のカップ
ルと一緒に暮らしている。

• アメリカの子どもたちの40％以上が、シングルマ
ザーのもとに生まれ、その多くが18歳になるまでに
継父をもつことになる。

スライド４

ステップファミリーの人口統計

• アメリカの成人10人のうち４人が、少なくとも１人の
ステップ親族をもっている。

– 18% が生存する継親をもっている（そのうち33%
が30歳未満）

– 13% が少なくとも一人の継子をもっている（そのう
ち22%が65歳以上）

– 30% が継きょうだいか異父母きょうだいをもって
いる（30歳未満に限れば44%）

• 約40%のアメリカ人は継祖父母をもっている。
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す。これはアメリカ社会のどの人種・民族集団についても同様に言えます。アメリカでは、

日本同様に高齢化が進んでいますので、この点はますます重要になってきています。家族

を 3 世代、4 世代と幅広く見てみると、ステップの親族関係がかなりたくさん存在するこ

とがわかります。 
 
アメリカにおけるステップファミリーの歴史的な変化 

マリリン：19 世紀前半のアメリカでは、再婚はほぼすべてがパートナーと死別した後に形

成されました。しかし、現代のアメリカのステップファミリーのほとんどは離婚後に形成

されます。 
ラリー：この事実がなぜ重要かというと、離婚後に再婚した場合、親は二人とも健在です。

さらに継親が存在する。もしかするともう一人継親が存在するかもしれないですね。100
年前の親との死別後のステップファミリーでは、親が一人と継親が一人だけの家族になっ

たわけですから、アメリカのステップファミリーに関するこの変化は重要です。おそらく

日本でも同じようなことが起こったと思います。 
マリリン：もうひとつ、最近になってますます一般化したのは、法律婚でないステップフ

ァミリーです。同棲しているだけなので、この形態のステップファミリーについてはわか

っていないことが多いのです。家族関係がどれくらい安定的なのか、どのような状態で暮

らしているのかなど、このタイプのステップファミリーの状況についてほとんどわかって

いません。 
ラリー：法律上の再婚をするカップルでも、そのほとんどが再婚前に同棲します。同棲し

ているカップルが結婚に至らずにずっと未婚のままでいつづけるのかどうかを見極めるの

は難しいです。 
マリリン：アメリカではステップファミリーに含まれる人が多いわけですが、それでもス

テップファミリーに対するスティグマ〔社会的に否定的なレッテルを貼られること〕が今

でも相当あります。これは、野沢さんの明日の報告でも触れられる点だと思いますが、日

本では初婚のときと同じような核家族の形態に戻りたいと考えて継子との養子縁組を考え

る人が多いということですね。アメリカでもそのような傾向が今もあります。社会からの

偏見を避けるために、子どもを養子にするわけです。しかし現在のアメリカでは、かつて

よりも養子縁組がしにくい状況になっています。なぜ難しくなったかというと、継父が継

子と養子縁組するためには、血縁のある父親が

親としての権利を放棄する必要があるわけです。

ところが、現在では権利を放棄してもよいと考

える父親はきわめて少なくなりました。ですか

ら、再婚によって親を失うのではなく、むしろ

両親がいる上にさらに継親が加わるというかた

ちになります。この点は、現在の日本の状況と
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はずいぶん違うのかもしれません。 
 
再婚が子どもに与える影響 

ラリー：アメリカでは、再婚が子どもに与

える影響に関する研究が実にたくさん行わ

れてきました。おもにどのような領域で研

究がなされているかをスライド 6 に示して

おきました。全般的には、継子の立場にあ

る子どもは、両親と一緒に暮らしている子

どもに比べて、こうした領域に関する点数

の平均値を比較するとわずかに悪いという

結果をこれらの研究は示しています。しかし、大多数の子どもたちは、親の再婚から悪い

影響を受けているわけではありません。この点は、まさに何百という数に上るアメリカの

研究が一致した結果を示しています。 
マリリン：研究者たちは、ステップファミリーの子どもたちが、ふたり親家族の子どもた

ちに比べてうまくやれていないのはなぜかを明らかにしようとしてきました。そしてこの

点について様々な考察がなされてきました。ひとつの考え方は、継子たちはストレスを多

く経験しているのではないかというものです。両親の離婚からストレスが生じます。親の

ひとりが世帯から出ていくことになります。残った家族は生活費を何とかしてほしいとい

うことになります。子どもが転校しなければならないこともあります。関連する多くのス

トレス源があります。離婚自体、この後どうなるのかと将来についての不安をもたらしま

す。そういう離婚に関わるストレスがあるために、子どもたちの状態があまりよくないの

だという見解です。 
ラリー：別の研究者たちが目を向けたのは資源をめぐる問題です。こうした研究者たちは、

離婚とそれに続く再婚が、子どもたちの親や継親に多くの負担を強いるのではないかと考

えています。様々な資源、金銭的な資源だけでなく、〔気力・体力的な〕エネルギー資源、

時間という資源、そして情緒的安寧が損なわれてしまいやすいというのです。この説に従

えば、ステップファミリーの親や継親は、子育てと仕事、さらにそれ以外の義務を果たす

ために、こうした資源を酷使してしまい、利用可能な資源が目減りしてしまっているとい

うのです。〔だから子どもたちに充分なケアや注意を向けられないという説です。〕 
マリリン：もうひとつの要因としては、子どもたちが経験する様々な変化があります。子

どもたちは、最初はふたり親家族だったのに、親の離婚によってひとり親家族になり、再

婚によって再度ふたり親家族になるという変化を経験することになります。日本ではどう

かわからないのですが、アメリカでは子どもというものはどうも母親を独占したがるよう

です。だから、シングルペアレントの家族形態は嫌いじゃないようです。しかし、母親が

再婚するとなると、お母さんを別の人と共有する状態になるわけです。なかにはそれがど

スライド6
ステップファミリーについて
何がわかっているか？

ステップファミリー生活が子どもたちに及ぼす

影響については多くの研究が行われている。
–学業成績

–対自的問題行動（自傷、抑鬱、過食、薬物乱用など）

–対他的問題行動（暴力、非行、いじめなど）

–友人関係などの人間関係

研究者たちは、継親をもつ子どもたちが、両親と
暮らす子どもたちとの違いを示すのはなぜなの
かを明らかにしようとしている。
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うしても嫌だという子どももいます。それで、そういう子どもたちは反抗したり、抑圧さ

れた感情を行動に表したりします。それは自分の母親を継父と共有しなければならないか

らなのです。 
 おわかりかと思いますが、再婚すれば新しい配偶者と一緒に過ごす時間が必要になりま

す。そのため、それまで子どもと一緒に過ごしていた時間を削らなくてはならなくなるこ

とが多いです。ですから、母親が再婚すると子どもたちは喪失感を経験します。なぜなら、

かつてのように母親の関心が自分だけに注がれることがなくなったと感じるからです。 
ラリー：15 年ほど前に、非常に有名なアメリカの社会学者が「子どもを持つ女性が再婚す

ることは、それだけで自分の子どもに対して児童虐待を犯していることになる」と発言し

て物議を醸したことがありました。これはとんでもない発言です。データ誤読の好例です。

継子に対する虐待の報告例が少しばかり多いという当局から発表されたデータから過度の

一般化を行って、このような極端な発言をしてしまったわけです。アメリカでこのような

報告の基になっている記録の作成者は、虐待したのが継父なのか、単に子どもの母親が一

夜をともにした男性なのか、区別していません。後者の場合は、本来なら子どもの家族と

は関係のない男性ということになります。ですから、統計上、継親とカウントされている

ケースも、実際には無関係な大人による虐待ということも多いはずです。実際、あのよう

なとんでもない発言があって以来、研究者たちはこの点について非常に慎重になりました。

アメリカでは、ステップファミリーの虐待についてあのような極端な発言は格段に減りま

した。あれは 15 年前、20 年前のことです。その頃と比べると、私たちははるかにまとも

な認識を持つようになったと思います。 
 平均してみると、ステップファミリーの子どもたちがふたり親家族の子どもたちよりも

ちょっとだけ悪い結果になったのはなぜかをめぐっては、ほかにもいくつか学説がありま

す。もうひとつだけ、「選別仮説（selection hypothesis）」と呼ばれる学説を紹介しましょ

う。これは、基本的に、離婚あるいは再婚する人はそもそもほかの人と違っているところ

がある、という説です。それで、その子どもも違った特性を持っていて、親が離婚しなか

ったとしてもそのような違いが生じたのではないかという仮説です。ほかの人と違う特質

というのは、遺伝的特性やパーソナリティなどに違いがあるということです。 
 
再婚家族の複雑さ 

マリリン：ステップファミリーについてわかっ

ていることをもう少し話したいと思います。私

たちが知っていること、あるいは私たちが知り

たいと思っていることかもしれません。ひとつ

は、再婚における離婚率のほうが初婚の離婚率

より高いのですが、再婚の結婚満足度は初婚の

場合と同じくらい高いという点です。さらにも

スライド7
ステップファミリーについて
何がわかっているか？

• 再婚の結婚満足度は初婚と同程度であるが、
再婚の方が離婚する率が高い。

• 初婚の夫婦に比べて、再婚の夫婦の方が互
いの異質性が高い。

• 家計をどうしているかは、再婚カップルの方
が多様なやり方をとっている。ただし、どのよ
うなやり方がベストかはっきりしない。

• 再婚した女性は、初婚の女性に比べて就業
している比率が高い。
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うひとつ言っておきたいことは、再婚する人たちのなかには、二度目の結婚に非常に満足

していて、今度こそは間違いない結婚ができたと思う人たちがいる一方、何度も何度も再

婚を繰り返す人たちもいます。アメリカ人は希望を失わない国民だなどとよく言われるの

ですが、結婚を何度もやり直していつかはぴったりくる結婚に出会えるのではないかと希

望を抱き続ける人もいるのです。しかし、ほとんどの再婚は安定したものです。再婚に幸

せを感じている人は多いし、カップルの関係も非常に安定しています。 
ラリー：再婚によって作られる家族は、初婚の家族に比

べて複雑です。その複雑性に関わる問題のひとつに子ど

もの数が多いこと、そしてその子どもたちがどこに住む

かという問題があります。再婚後の世帯には、平日には

いないけれど週末だけそこに暮らす子どもを含んでいる

ことがあります。逆に、平日はそこに暮らしているけれ

ど週末にはいない子どもを含んでいることもあります。

あるいは、つねにそこに暮らしている子どもを含んでい

るけれど、それとは別の、前の結婚での子どもがときど

きやってきてはまた帰って行くという場合もあります。

このような複雑さがステップファミリーの研究を非常に困難にしているだけではなく、再

婚家族の生活に関わる様々な問題を複雑にしてもいます。家計の支出を誰がどのように負

担するかという問題がその一例です。 
 アメリカでもっとも多いステップファミリーのタイプは、継父が母親とその子どもと一

緒に暮らしているケース、その次に多いのが夫妻の両方とも継親で、以前の結婚での子ど

もがいるケースです。このふたつのタイプの世帯においては、別の世帯に暮らす父親から

子どもの養育費が送られてきます。また、継父は別の世帯に暮らす子どもに養育費を払っ

ている場合もあります。先ほどのスライド 7 にも書いておきましたが、再婚したアメリカ

の女性の多くは働いています。妻にも収入がありますから、家計について発言権を持って

います。というわけで、ステップファミリーの家計の問題は実に複雑です。お金は別の世

帯からもやってくるし、世帯の外へも出て行くのです。 
 再婚カップルがお金の問題をどのようにやり繰りしているのかについて、20 年以上にわ

たって研究されてきました。現時点での一致した結論と言えるものは、どんなやり方であ

ってもその家族にとってうまくいっているのであればそれでよいということです。研究者

たちは当初は次の２つのタイプに注目していました。すべてのお金をひとつの銀行口座に

入れて必要なお金はすべてそこから出すという「１つの財布」家族に対して、夫妻がそれ

ぞれ自分の銀行口座を持っている「２つの財布」家族です。研究者たちは、どちらがうま

くいくのかと考えたわけですが、「３つの財布」家族というパターンもありました。夫と妻

の口座のほかに、共通の口座を設けるというケースです。結局のところ、どのやり方が一

番よいとは言えなくて、個々の家族にとってもっともうまくいくやり方をとればよいとい
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うような研究結果になっています。 
マリリン：石井クンツさんは、現在すでに「３つの財布」家族だと先ほどおっしゃってい

ました。彼女の財布と彼の財布と共通の財布があると。もし彼女が再婚したら、子どもた

ちがあちこちからやってきて、一体いくつの財布が必要になるのでしょう。15 個くらいか

もれません（笑）。 
 
再婚カップルの異質性の高さ 

マリリン：初婚カップルと再婚カップルの違いに関して別の観点からもう少しお話しまし

ょう。再婚カップルの方が、夫妻の年齢の差が大きく、育った家庭の宗教が異なることが

多い、つまり異なる宗教間での結婚が多いということです。また、教育歴などの点でも差

異が大きいです。アメリカでは、初婚カップルは似たもの同士が結婚することが多いです。

大学で出会った相手だとか、中間階級の人が同じような階級の人が住んでいる居住地域で

出会った相手だとか。労働者階級の居住地域でも同じことが起こるわけです。再婚では、

皆さんが思いつくどのような変数〔個人の特性〕に関しても、初婚よりも異質な組み合わ

せが多いと言えると思います。 
ラリー：この再婚カップルにおける多様性が再婚後の生活にどんな意味をもつかを考えて

みましょう。ひとつには、相互交渉すべきことが必然的に多くなるということです。二人

の人間が異質であればあるほど、そして異質な文化の出身であるほど、ほとんどあらゆる

ことについて交渉する必要が出てきます。これは、多くの人が予想さえしていないような

ストレス源を再婚生活にもたらすことになります。臨床家の中には、ステップファミリー

には２つの異なる文化が含まれると比喩的に表現した人がいます。これはちょっとおもし

ろいですね。私たちも異なる２つの文化を代表して今日ここに集っているわけですから。

確かに、ステップファミリーには、２つの文化が徐々に融合するという側面があります。

言語も違いますし、日常生活の慣習も異なりますし、家族がどのように運営されるべきか

についての考え方も違います。信じられないかもしれませんが、このようなことに再婚後

に気づいてびっくりすることも珍しくありません。なぜなら、再婚前のカップルは恋に落

ちている状態ですから、再婚後の生活に

おいて一日をうまくやり過ごすのにどれ

だけの努力が必要か、週末を問題なく過

ごすためにどんなに苦労するかというこ

とについて予想できないのです。 
マリリン：このスライド 8 は多分研究者

以外の人にとってはあまり興味がないか

もしれませんが、ステップファミリーに

関する研究知見の多くは大規模データの

分析から得られたものです。石井クンツ

スライド8
数量調査から

なぜこのようなことがわかるのか？

• 大規模な二次データセットが広く使われ続けて
いる。
– NSFH（家族と世帯に関する全国調査）

– AdHealth（青年期の健康に関する縦断的全国調査）

– High School and Beyond（高校生活とその後に関する
縦断的調査）

– NLS-72（全国縦断調査1972年の高校クラス）

– Survey of Income and Program Participation（年収とプ
ログラム参加調査）

– Health and Retirement Survey（健康と退職調査）
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さんは社会学者ですから、こうした大規模なデータを収集していると思います。ここに来

ている方々は、研究者ではない方が多いようですからとばして先に進みましょう。 
 
ステップファミリーの質的研究－継子と親しくなるために継親がすべきこと 

マリリン：私たちは、ステップファミリーのメンバーにインタビューするなど、もっと質

的な方法でアメリカのステップファミリー研究を始めました。ラリーと私は、今ではほと

んど質的な調査ばかりをやっています。大量サンプルへのアンケート調査は石井クンツさ

んのような社会学者のものですから……えっ？ ああ、あなたは質的調査もやっている

の？ それはよいことね（笑）。大量サンプルのアンケート調査は何らかの結果をもたらし

てくれますが、「なぜ」そのような結果になるのかを教えてはくれません。回答者がある回

答をしたことはわかるのですが、ではなぜそう回答したのかを知りたくなります。そこで、

私たちは回答者にインタビューして「なぜ？」と問いかけるわけです。私たちは、継父、

継母、そしてステップファミリーの実母にインタビューし、継子へのインタビュー調査も

行いました。そして今は、元ステップファミリーのメンバーにもインタビュー調査を始め

たところです。もしある子どもが初めはふたり親家族で育ち、母親が再婚して継父ができ、

その後離婚することになったとしたらどうなるのでしょうか。その継父が子どもの成長過

程のほとんどの時期に子どもと一緒に暮らしていたとしたら、その後の継父子関係はどの

ようなものになるのでしょう。 
ラリー：先ほど省略してとばしてしまったスライド 8 の中に挙げた大規模データセットは、

わかりやすい全体像を与えてくれます。ステップファミリーにおけるいろいろな家族関係

の様子を示したり、初婚家族とステップファミリーやひとり親家族がどう違うかを比較し

てみせたりします。しかし、質的調査研究は、この点で詳細な情報を付け加えてくれます。

具体的にどのようにステップファミリーが異なるのかとか、ステップファミリーがどのよ

うにして問題を解決するのか、などを知ることができます。明日（会議２日目）、日本のス

テップファミリーについての質的な調査研究の成果も報告されるはずです。 
 マリリンと私が一緒にやった質的研究のいくつかを少し紹介したいと思います。最初の

研究は、私たちが「親しみ研究（Affinity Study）」と呼んでいるものです。この研究では

継親がいかにして継子と親密な関係を育んでい

くかということを調査しました。その質的研究

では、親と継親と継子にインタビューしました。

とくに継親を対象にして、継子と親しくなり、

絆を築くためにどんなことをしたのかを尋ねま

した 1。 
 継親がやったことは、３つのパターンに分け

られることがわかりました。第１のパターンは、

継子と友だちになるということです。何歳であ

スライド9
ステップファミリーの質的研究

• 質的研究の数は増えている。

• 関係形成や家族形成のプロセス（過程）に焦
点をあてている。

• 特定の対象に限定して焦点をあてている（ゲ
イやレズビアンのステップファミリーなど）。
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ろうと友だちになる際に誰もがまずやることですが、相手が好きなことは何なのかを知り、

それを一緒にやってみるということです。例えば、継子は野球が好きだったとします。と

いうのも、今朝、野球をやっている子どもたちを見かけたのです。その場合には、一緒に

キャッチボールをしてみたらよいでしょう。あるいは、コンピュータ・ゲームが好きな継

子だったら、その子と一緒にゲームをやってみる。そのように、継子と一対一で楽しむ時

間をできるだけたくさん作って、その子のことをできるだけ知ろうとすることです。 
マリリン：私はステップファミリーの中で実母の立場にあります。ラリーと再婚したとき、

私には幼い二人の息子がいました。あるとき気づいたのですが、血縁の親は自分の子ども

がかわいくて仕方ないので、他人も同じように思うだろうと考える傾向があるようです。

それで、自分には息子の言動がかわいいと思える場合でも、夫には不快に感じられること

があるという事実を受け入れ、それに慣れるまでに、私自身かなり時間がかかってしまい

ました。というわけで、パートナーがあなたを愛していて、あなたが自分の子どもを愛し

ているとしても、パートナーがあなたの子どもを愛せるわけではない、ということに血縁

の親たちはなかなか気づけないことがあります。パートナーが継子に愛情を感じるように

なるまでには相当な時間がかかります。この「親しみ研究」調査の結果から、まずは継子

と友だちになるというパターンが出てきまし

たが、ステップファミリーの大人たちは、そ

もそも子どもと親しくなる努力が必要だとい

うことにさえなかなか気づきません。私〔継

親〕は大人なのだから、子ども〔継子〕は当

然自分を尊敬してくれるだろうなどと期待し

てしまうのですが、そんなことはまず起こり

ません。少なくともアメリカでは。 
ラリー：さて、調査から明らかになった第２

のパターンは、結婚するまでは継親が子どもといろいろなことをして友だち関係を築こう

とするのですが、再婚したら途端にそのような努力をやめてしまうというパターンです。

これでもう「親」になったのだから、子どものご機嫌を取るようなことはしなくてよいと

考えてしまうのです。 
 第３のパターンの継親は、「継子と親しい関

係を築くためにどんなことをしましたか」と

尋ねると、ただぽかんとこちらを見つめる継

親です。つまり、何もしなかった継親です。 
 この３つの類型を比べてみれば、子どもと

よい関係を築くうえで、どれがもっともよい

パターンかは皆さんすでにおわかりだと思い

ます。この研究に続いて行った継子に対する

スライド10

質的研究

• 臨床家や支援実践家によって観察された内
容を研究対象とする研究者もいる。

–忠誠心の葛藤

–継親子関係がどのように発達するか

–ステップファミリー内でのコミュニケーション
動態

スライド11
さらに必要な研究は何か？

• 縦断的（長期的）研究

• 同棲（事実婚）によるステップファミリー
の研究

• 高齢期ステップファミリーの研究とス

テップファミリーにおける多世代間関係
の研究
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調査では、継親の行動を受けて継子が継親に対してどのよう行動を取ったかについて研究

しました。それについては次の基調講演の中でお話ししたいと思います。 
 
今後なされるべきステップファミリー研究は何か？ 

マリリン：では、今後必要とされる研究はどのようなものでしょうか。まず長期的で縦断

的な研究が必要です。しかし稀にしか実施されていません。縦断研究には非常にお金がか

かります。一般的に言って、長期間にわたる調査を実施するのは難しいのですが、ステッ

プファミリーに関してはなおのこと困難があります。ステップファミリー研究への助成も

少ないです。それから同棲しているステップファミリーの研究が必要です。アメリカでは、

同棲がきわめて急速に増えています。それから、高齢期のステップファミリーについては

ほとんど何も明らかにされていません。高齢期にパートナーと死別した後に再婚してでき

た高齢のステップファミリーについて、その家族動態がどのようなものかを研究する必要

があります。ラリーと私は、高齢期のステップファミリーにおける義務感についての調査

研究を行いました 2。年老いた継親に対して

継子がどのような義務を負っていると感じる

のかを研究したのですが、ここでは詳しく話

す時間がありません。質問があれば後ほどお

願いします。 
ラリー： それ以外にも、最後のスライド 12
に挙げたものがアメリカだけでなくおそらく

日本においても今後取り組む必要があると考

えられる研究領域です。が、時間がなくなっ

てしまいました。質疑応答の時間にご質問いただければお話ししたいと思います。どうも

ありがとうございました。 
 
 
 
質疑応答 

石井クンツ（司会）：それでは今のご講演について、ご質問があればお願いします。 

 
質問者１：アメリカでは、同棲関係にあるカップルが作るステップファミリーが多いとい

うことでしたが、同棲・事実婚はどれくらい多いのでしょうか。 
 
ラリー：それは同棲についてのデータがないので、誰にもわからないのです。 
 
質問者２：最後のスライド〔12〕に出ていましたが、ゲイやレズビアンのステップファミ

スライド12 
さらに必要な研究は何か？

• ゲイ・レズビアンのステップファミリー研究

• ステップファミリーが他の社会制度（機関）と
どうつながっているか

• プロセス（過程）をさらに重視する

• 研究の成果を実践向けに読み替える

• ステップファミリーへの介入方法をよい方向に
進化させる

• よりよい（多様な）調査サンプル
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リーについてもう少し詳しくお話しいただけますか。 
 
マリリン：アメリカでは、ゲイやレズビアンのカップルは次第に社会に受け入れられ、見

える存在になってきました。実際、つい先週のことですが、ニューヨーク州ではゲイやレ

ズビアンの結婚が公式に認められることになりました。それに加えて、ゲイ・レズビアン

の離婚も認められるようになりました。これまでは、結婚したい多くのゲイ・レズビアン

のカップルはカナダへ行って結婚しました。が、そのカップルが離婚したいということに

なったら、アメリカではそれができない。また、カナダで法的に離婚するにはカナダに１

年間居住しないといけないのですが、それが経済的理由などで不可能となると大変困った

状況に陥ります。アメリカ社会は、このようなカップルに対してきちんとした対応を取っ

てこなかったわけです。 
 とくにレズビアン・カップルでは、以前のヘテロセクシュアルな関係でもうけた子ども

を現在のレズビアン・カップルの生活に連れてきている場合が多いです。彼女らの離婚率

あるいは別れる率は、再婚カップル一般とあまり変わりません。そうは言っても、アメリ

カには依然として偏見が強い州もあります。ですから、アメリカのどこに住んでいるかに

よって、周囲に隠さずに生活できるか、周囲に隠して家族生活を営むかの状況が異なって

きます。周囲に隠して生活することはストレスが大きいので、カップルの関係にも非常に

悪い影響を与えることになります。 
 レズビアンのステップファミリーにおける家族関係の動態は、ステップファミリー一般

と似ています。血縁のある母親は自分の子どもを守ろうとする傾向があり、継母は部外者

的な立場に置かれやすいです。それは、継母が継子と関係を作ろうとするときの典型的な

パターンです。つまり、その家族動態は、ステップファミリー一般の場合と非常によく似

ています。 
 ゲイの男性たちは、離婚するときに子どもの監護権を獲得することはめったにありませ

ん。ですからゲイのカップルが子どもを連れて生活していることはまずないことなのです

が、もしどちらかの子どもと一緒に暮らしている場合には父子関係が非常に深いものにな

ることが多いようです。そうじゃない場合もありますが。 
 想像がつくと思いますが、自分の配偶者が同性愛者であることが後になって発覚した場

合、相手はとても取り乱すことになり、別れる場合に強い怒りの感情が生じることがあり

ます。しかし、ゲイやレズビアンのカップルは、

時間が経つにつれてそれを乗り越えることが多

いようです。そして、時間が経つと、離婚した

元配偶者とのよい関係を回復するようです。私

の知る限り、異性婚カップルに比べても、元配

偶者とうまく関係を維持している例が多いと思

います。 
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質問者３：アメリカでは、再婚で継父となった人と子どもの養子縁組はどうなっているの

でしょうか。再婚後、親と子どもの姓がどうなるのかなど、戸籍に関する問題はどうなっ

ているのか教えてください。 
 
石井クンツ（司会）：まず、アメリカには戸籍制度はありません。ですから、日本のよう

な戸籍を巡る問題はないということですね。 

 
ラリー：アメリカ合衆国には実際のところ国の家族法というものがないのです。50 の州が

あるので、50 種類の〔州ごとの〕家族法があるということです。例えば、ゲイやレズビア

ンの結婚を認めているのは 5 つの州だけです。しかし、各州の法律の間にも類似性・共通

性は見られます。例えば、初婚のカップルが離婚する場合、両親による子どもの共同監護

が優先されるという傾向は現在ほとんどの州に共通しています。「優先される」というのは

どういう意味かと言うと、とくに大きな問題がなければ母親と父親の両者が監護権を持つ

べきであると裁判官が判断するということです。それが現在の状況です。 
 
吉本真紀（SAJ 副代表）：ひとつ補足すると、アメリカには戸籍がないのですが、アメリカ

で子どもが生まれると「出生証明書」というものがもらえます。そこに母親と父親の名前

が書かれてありまして、それは一生変わりません。親の離婚や再婚によって何かが書き換

えられたりすることは一切ありません。もしその後名前が変わるなどの場合には、その都

度裁判所に申し出て、認められれば〔それを証明する〕新たな書類が増えるということに

なります。 
 

石井クンツ（司会）：ただし、養子縁組すれば、「出生証明書」の親の名前が変わるとい

うことのようですね。 
 それでは、また後ほど質問の時間がございますので、続きはぜひそちらでお願いいたし

ます。 

 

 

注 

1 例えば次の論文を参照。Ganong, L., Coleman, M., Fine, M., & Martin, P., 1999, “Stepparents’ 
affinity-seeking and affinity-maintaining strategies with stepchildren,” Journal of Family Issues, 
20, 299-327. 

2 Coleman, M., Ganong, L., Hans, J., Sharp, E., & Rothrauff, T., 2005, “Filial obligations in 
post-divorce stepfamilies,” Journal of Divorce & Remarriage, 43(3/4), 1-27. 
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２．ステップファミリーでうまくいくのはどんなことか 

What Works in Stepfamilies? 

マリリン・コールマン、ローレンス（ラリー）・ギャノン（ミズーリ大学） 

Marilyn Coleman and Lawrence Ganong (University of Missouri) 

（日本語訳：野沢慎司）  

*〔 〕内は訳者が文脈を補い、説明した部分を示している。注も訳者が追加した。  

 

元配偶者との関係をどうするか 

ラリー・ギャノン：この報告では、ステップファミリー研究の成果を応用して、ステップ

ファミリーの家族生活の改善にどう役立てられるかをお話ししたいと思います。 

 先ほどの第１報告でも触れましたが、再婚

している女性の大半は家庭外で雇用されて

います。ですから、彼女たちが夫婦関係にお

いてもより大きな発言権をもちたいと考え

ていることは驚くにはあたりません。これら

の女性はほとんどの場合、自分の子どもをも

っていて、結婚後の新たな家庭に連れてきた

わけですので、なおさらそう考えるのは当然

かもしれません。再婚カップルでは、家庭内

の様々な決定に夫と妻がより平等に関わっ

ている場合に結婚満足度が高いということがいくつかの研究から明らかになっています。 

マリリン・コールマン：このスライド2の２番目の項目は、日本ではちょっと違うと思わ

れるかもしれません。というのも、日本にはアメリカのような共同監護（joint or shared 
custody）〔日本で言えば共同親権〕の制度がないわけですよね。先ほどの報告でもお話

ししましたように、アメリカの場合は、共同監護がますます一般化していますから、共同

監護のために元配偶者同士が話し合う必要があります。しかし、元配偶者同士が対立して

ばかりいると、子どもは苦しむことになります。元配偶者に対して愛着の気持ちが残って

いる場合に、それが喧嘩につながることもあります。怒りが生じたり、闘ったりするのは

相手に対する愛着がなくなっているからだと思う人もいるかもしれませんが、実際には元

配偶者への愛着がなくなっていないために闘いが続くのです。そのような人たちにとって、

もはや配偶者ではなくなった相手と協働してうまく子育てをするのは非常に難しいです。 

ラリー：離婚した両親が共同で子育てする場合には、職場の同僚のようなビジネスライク

な関係を持てばよいと私たちはアドバイスしています。皆さんの職場の同僚の中にもあま

り好きになれない人がひとりやふたりはいると思うのですが、それでも一緒に仕事をこな

すためには礼儀をわきまえた関係を保つことが必要になりますよね。それと同じです。 

 

スライド2
カップル関係

• 再婚した女性は、家庭内の様々な決定に関して
自分も発言権や責任をもっている場合に満足感
が高まる。

• 再婚した親が元配偶者との紛争を避けることが
できれば、その再婚は満足度の高いものとなる。

• 元配偶者への愛着が残っていると、再婚後の夫
婦関係が満足度の高い関係になるのは難しくな
る。
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継子たちの目から見た多様な継親子関係 

 次の２つのスライドは、先ほどの「親しみ研究」調査から導かれた継親子関係に関する

知見ですが、先ほどの第一報告でお話ししたので、ここでは説明を省略します。 

 その継親に対する調査の継続調査として、大学生になった継子たちを対象に調査を行い

ました。私たちは、その継子たちに、「継親と親しい関係を築くために何かしましたか、

どんなことをしましたか」という質問をしました。 

マリリン：ほとんどの継子たちは「何も思い浮かばない」と答えました。そもそも子ども

たちは、継親と仲よくならなければならないとは思っていないのですね。子どものほうか

ら大人と友だちになろうなどとはまず考えないわけです。ですから、継親との関係をよく

するために何かしましたかと問われても、どう答えてよいか困り果ててしまっていました。 

ラリー：最初の継親を対象とした調査と、今話していた２番目の〔継子を対象とした〕後

続調査から得られた興味深い発見のひとつは、同じ家族の中のひとりの継子は継親とよい

関係が築けていたと答えているのに、もうひとりの継子はその継親に対して拒絶的なケー

スがあることです。〔つまり同一のステップファミリーに育ったきょうだいの間でも同じ

継親に対する関係性が大きく異なるのです。〕なぜそうなのか、私たちも知りたいのです

が、よくわかりません。 

 継親子関係に関するこの調査からは、継親子関係の発達には６つのパターンがあること

が明らかになりました１。それを手短に紹介しましょう。第１のパターンは、親が再婚し

たときに子どもがまだ乳幼児だったというケースで、継親は３番目あるいは４番目の〔実

質的な〕「親」という存在になっていて、子どもたちもまるで親のように継親を慕ってい

るというパターンです。 

 第２のパターンは、最初から継親のことが気に入っていたというものです。というのも、

お互いの興味関心が非常に似ていたからなのです。そもそも継子自身、新しいお父さん、

あるいは新しいお母さんがほしいと思っていて、継親もそのような関係を築こうと努力し

たパターンですね。 

 第３のパターンは、初めは継親に対してとくに悪い反応はなかったのですが、継親子関

スライド3
継親子関係

•継親は、継子と「仲のよい関係を作る」ように心がけて振
る舞うべきである。

•継親は、継子の好きなことを一緒にやってみるなど、継子
の活動に関わりをもつよう心がけるべきである。

•継親が、継子と共通の興味・関心のあることについて、知
識やスキルを教えてあげるのもよい。

•おこづかいやほしがっているものを与えることも、継子か
らの好意を得るのに役立つ。

スライド4
継親子関係

• 継親は、継子との関係形成を急ぎすぎず、ゆっくり
アプローチし、関係を深める主導権を継子にゆだね
るべきである。

• 継親は、継子と良好な関係を形成した後も、継子と
「仲のよい関係を作る」努力をやめるべきではない。

• 継親は、継子をしつけたり、約束事を設定する役割
ではなく、継子をあたたかく支援する立場に立つべ
きである。
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係の発達が非常にゆっくりだったケースです。子どもは血縁のある親の両方とすでに親密

な関係を持っていたので、継親がいても悪くはないけれど、それを必要としていたわけで

はなかったのですね。 

 第４のパターンは、継子が最初から継親を拒絶したというものです。 

 第５は、最も興味深いと思うパターンですが、最初は継親のことを大嫌いだった継子が、

何らかの出来事をきっかけとして、継親ととても親しくなったというパターンです。 

 最後の第６のパターンは、別居の親が再婚して継親ができたけれど、あまり親しくなら

なかったというパターンです。というのも、その継親と一緒に暮らすことも期待されてい

なかったし、ともに時間を過ごすこともほとんどなかったからです。継子自身も成人する

ような年齢だったこともあって、それぞれ関わり合うこともなく、近い関係にならなかっ

たのです。 

 

継親は忍耐強く継子との友人関係・友好関係を築くこと 

マリリン：次のスライド〔5〕には、継親が継子と生活していくときにうまくいくための

基本原則のようなものをいくつか挙げました。継子が継親に好意的な反応を示している間

はものごとがうまく展開します。しかし、それは逆境への序曲に過ぎません。継親に対し

て好意的な継子ばかりではないことが明らかになり始めます。そしてひとたびステップフ

ァミリーが問題にぶつかると、継親は諦めてしまいやすいのです。子どもたちは、はじめ

のうち、非常に失礼な態度を示すかもしれません。「あなたは母親じゃないんだから、あ

れしろ、これしろ、って言うのはおかしい」とか。それで、時間が経てば継親にとってよ

い変化が生じるかもしれないのに、「この子に好かれることは絶対にありえない」と考え

て、継親が努力するのを諦めてしまうのです。継親の皆さんに届けたい私たちからのメッ

セージは、簡単に諦めないでがんばってほしい、ということです。たとえ継子が嫌なこと

を言っても、継親は継子に好かれるように努力し続けてほしい。そうすれば、おそらく最

終的には、継子が継親に歩み寄ってきます。 

ラリー：コミュニケーション研究

の分野でおもしろい研究がありま

す。その研究によれば、思春期・

青年期の継子のいるステップファ

ミリーに関して、ふつうの日常会

話の頻度が低い家庭と比較して、

日常会話をよくする家庭では継親

子関係がより親しいものと感じら

れていることがわかりました。 

マリリン：日常会話というのは、

とても単純なことを指しています。

スライド5
継親子関係

• 継親子がよい関係を築くうえで鍵になるのは、継親が仲よ
くなろうと努めていることに対して継子が好意的に応えると
いう点である。

• 継父と継子の関係が良好であると、家族メンバー間に親
密感が増し、よりよいコミュニケーションが生まれ、家族メ
ンバー間の感情表現も「健全」なものになる。

• 青年期にある継子は、継親とのコミュニケーションがうまく
行っていると感じている場合には、親と継親が協力し合っ
て自分を育ててくれていることに高い満足を感じる傾向が
ある。
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継親にできることは、実に簡単なことなのです。例えば「今日はどうだった？」とか「学

校は楽しかった？」とか「先生、何か言ってた？」とか、すごく単純な言葉です。ちょっ

と意外ですが、ステップファミリーでこのような簡単な会話をするだけでも変化が生じる

のに、実際にはこのようなちょっとした会話さえしない場合もあるのです。 

 次の点もあまりに当たり前じゃないかと

思われるかもしれません。継親が何か間違っ

たことをしてしまったら、継子に謝るべきで

す。でも、例えば、継子のことをまだよく理

解していない継親が継子に対してひどく怒

ってしまった後で、「怒鳴りつけてしまって

ごめん」と謝れないことが多いのです。謝る

ことは大事です。そのような場合、子どもは

きちんと謝ってもらう必要があります。継親

は子どもに対してすべきことをすべきなの

です。しかしながら、大人というのは子どもに謝罪することに慣れていません。ステップ

ファミリーでは、そうするように心がけるべきです。 

ラリー：私たちの研究からは、親が気づいていないような子どもの問題点を継親が発見す

ることがよくあることがわかりました。そういう場合、継親はついついその子どもの問題

点を何とかして直してやろうとしてしまうのです。一般的に言えば、継親はその継子の悪

いところを直そうとするのではなく、肩の力を抜いて、継子の友だちのような立場で助け

てあげればいいのです。 

マリリン：次に挙げたのは、継親が親と競い合ってしまうことです。継親がどんなに継子

につくして、いろんなことをしてあげたとしても、それで親との競争に勝てるわけではな

いのです。継親が親に勝つというようなことは起こりません。継母が子どもにしてくれた

ことを血縁の母親が感謝する

こともないのです。継父が子

どもにしてくれたことを、血

縁の父親が感謝することもま

ずありません。そんなことが

起こると夢見ないようにしま

しょう。血縁の親と競争して

はだめです。血縁の親が買っ

てやれないような高価なもの

を継親が子どもに買ってやる

ことがあります。おかげで子

どもの生活がよくなったと喜

スライド7
継親子関係

継親にとってうまくいきやすい子育てスタイルとは…
• あたたかい存在になる（一緒に何かを楽しむ、困ったときに

助けてあげる、話をよく聴いてあげる、など）。

• すべきこと、すべきでないことの指針と指示を出す（どこで誰
と何をしているかを把握する、門限や行ってはいけない場所
などはっきり言葉に出して伝える、など）。

• 継親は、親役割を引き受けるべきではない。ステップファミ
リー内の成人メンバーは、継親が継子の親になることを期待
されない場合に幸福感が増す。

• 親と継親が子育てに関する互いの役割について合意できて
いるほど、役割緊張（ストレーン）を経験することが少なく、継
親子関係が良好だと感じる。

スライド6
継親子関係

• 継親は、間違いをした場合には、きちんと謝
るべきである。継子の感情に敬意を払い、気
をつかう。

• 継親は、自分が何かを変えようと言ったり、新
しい約束事を設定したりするのを避けるべき
である。継子はそれを脅威と見なす。

• 継親は、継子の別居親と競い合ってしまうこ
とがないように気をつけるべきである。
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んでもらえるかというとそんなことはなくて、子どもをお金で釣ろうとしているのだと思

われるだけです。 

ラリー：北米の家族に関する限り、もっともよい結果をもたらす子育てのやり方というの

は、子どもにあたたかく接すると同時に子どもをきちんと統制するような子育てだと言わ

れています。これは初婚家族の血縁の親に関して言われていることです。つまり、たくさ

んの愛情を与え、明確な方針に則って子どもの行動を把握し導くのがよいということです。

このやり方は継親にとっても最善の策であるとわかってきました。ただし、継親になった

ばかりの時期には、「統制」役ではなく「あたたかさ」を与える役をまず重点的に担当す

べきです。 

マリリン：アメリカの思春期の子どもは、親からああしろ、こうしろと命令される必要は

ないと思っています。ましてや第３の親である継親からあれこれ言われる筋合いはないと

思うのも当然です。継親は一歩下がって、距離を置いて、血縁の親が子育てやしつけする

のを見守り、必要があればそれを支援することです。継親自身が子どもの行動を統制しよ

うとしないこと。そんなことをしたら、アメリカの子どもたちはほぼ間違いなく憤慨する

でしょうね。 

ラリー：アメリカでは、愛着関係に基づく子育ては、大人と子どもの間に愛のある絆を築

くことを意味しています。継親は、継子に対して、親がよくやるようなしつけ法を採用す

る前に、まずは愛情による絆、愛着の絆を築かなければいけません。 

 

継親は子どもの発達について理解する必要がある 

マリリン：子どものいない人が子どものいる人と結婚する場合に、子どもというものにつ

いて何も知らないこともあります。そのような場合、例えば10歳くらいにならないとでき

ないことを３歳児ができると期待してし

まうようなことが起きます。子どもの発

達について何も知らないからです。です

から、継親はいろんな本を読んで勉強す

る必要があります。ステップファミリー

についての本や子どもの発達についての

本を読んで勉強する必要があります。子

どもに対して現実離れした期待を抱かな

いようになるためです。アメリカで起こ

る児童虐待には、子どもを持った女性と

暮らしている男性（継父である場合も、

そうでない場合もあります）が、間違った期待を持っていたために起こるケースがありま

す。例えば、子どもの継父あるいは母親の恋人が、生後15ヶ月の幼児は自分でちゃんとト

イレができるはずと思ってしまうのです。そんな幼い子どもにはできないことなのに、お

スライド8
継親子関係

• 子どもの発達や子どものしつけ方についての知識

や経験をもっている継親は、継子にどう対処したら

よいかについて戸惑うことが少ないだろう。

• 経験が乏しい継親は、子どもというものがどのよう

に発達するものなのか、現実的な知識を書物から

学ぶのもよい。

• 継親と継子が養子縁組すれば自動的にステップファ

ミリーの家族関係が親密なものになるわけではない。
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漏らししちゃった場合に非常に腹を立ててしまうのです。子どもの発達についての知識が

まったくないからです。ですから、もし子どもを持っていない相手と結婚するつもりなら、

子どもの発達について学んでもらう必要があります。子どものどんな行動が間違った行動

で、どんな行動が間違いとは言えないのかを理解してもらわなければなりません。子ども

が間違ったことをしていないのに、罰を与えたりしないようにしてもらわなければなりま

せん。 

ラリー：最後の論点は、養子縁組についてです。アメリカで養子縁組をする動機としても

っとも多いのは、養子縁組することによってステップファミリーがもっと家族らしく感じ

られ、親密だと感じられるようになるため、というものです。しかし、そのようにうまく

は行きません。もちろん、家族の関係が親密になったので養子縁組をするということはあ

りえるでしょう。しかし、養子縁組によって家族が変化するわけではないということです。 

 

ステップファミリーにおける血縁の親の役割 

マリリン：子どもの親が誰かと再婚しようとするときに忘れがちなことがあります。とい

うのも、その誰かと恋に落ちていて、その新しい恋愛の相手との関係がどうなるかという

自分自身の問題に気を取られているからなのですが、忘れないでほしいことがあります。

再婚前に自分の子どもと一緒にやっていたいろんなことが子どもにとって大切なことなの

で、再婚後にも続けてほしいというこ

とです。インタビューした継子たちか

らは、「ママがシングルマザーだった

ときには一緒に映画に行ったり、外食

したり、一緒にショッピングに行った

りしたけど、今はもうしないなあ。マ

マは映画なんかには継父と一緒に行く

ようになったから」というような言葉

を聞くことがありました。子どもが継

父とよい関係を築く上では、このよう

なことはよくないことです。血縁の親は、子どもとの愛情を確かめるための時間を作る必

要があります。子どもに、継親のせいで自分は見捨てられたというような思いをさせない

ために。 

ラリー：このスライド9に挙げたのは、すべて血縁のある親のための重要なアドバイスば

かりです。自分の子どもと親密な関係を維持し続けること、そして継親が子どもとの友だ

ち関係を作ろうとする努力を支えてあげること、これが大事です。 

マリリン：親が注意すべきことは、例えば次のようなことです。子どもと継親だけを家に

置いて夜どこかに出かけなければいけないとします。子どもは寝る時間になってもなかな

か床につかないものですが、継父がいきなり子どもに「８時だからもう寝なさい」と言う

スライド9
血縁のある親子関係

• 子どもと同居している親は、継親のいない場面で、
自分の子どもだけと過ごす時間を持ち続けるべきで
ある。

• 母親とその子どもの親子関係が良好であれば、継
父は継子とよりよい関係を築きやすくなる。

• 親が権威的な子育てスタイルを取っている場合に、
子どもは学校生活もうまくいき、対自的問題行動や
対他的問題行動が出ることも少ない。

• 父親が子育てに関わっているほど、継母の役割へ
の適応はうまくいく。



20 
 

のはあまり感心しません。それよりも、

母親が出かける際に子どもに向かって

「８時になったらあなたは寝る時間だ

と（継父に）伝えてあるからね」と言っ

ておいて、継父も「お母さんが８時には

寝なさいって言っていたよね」と継子に

言うようにするのです。ほんのちょっと

した違いのように思えるかもしれませ

んが、子どもにとっては大きな違いなの

です。 

 シングルマザーの時期には、親子関係が親密になりすぎる傾向があります。母と子はと

てもとても近い関係になることがあります。そのような場合、母親にとって、自分の配偶

者〔継父〕さえ子どもに近寄らせたくない存在になります。私たちがインタビューした母

親の中には、「私はまるで子持ちのヒグマみたいなのよ」と言った人がいました。「私は

子どもたちをつねに守ろうとしているから」と。そして、「自分の夫〔継父〕からも子ど

もを守ろうとしてしまう」とも言っていました。私にはちょっと変じゃないかと見えるの

ですが、彼女はシングルマザーであることに慣れきってしまったのだと思います。子ども

の責任を単独で担い、ちょっとした危険からもつねに子どもを防御している状態に慣れす

ぎてしまった。それをやめることができなくなってしまったわけです。その場合、継親は

家族の中で「３つ目の車輪」のような存在になります。〔他の２つの車輪のペアがいつも

一緒に転がっているので〕自分の演じる役割が何もないと感じます。母親は継父とよく話

し合い、継父との信頼関係を作り上げる必要があります。継父がもっと子どもと接触し、

関われるようにしてあげて、継父が子どもの関係を深められるようにする必要があります。 

 母親が仲介者になってしまう場合もあります。子どもが継父に腹を立て、継父は子ども

に腹を立てているという状態になったときに、母親が両者の間に立って、仲裁する役を果

たすのですが、結局は母親が消耗してしまいます。仲介役となることで一時的にはうまく

いくこともあるのです。しかし、母親は喧嘩してほしくないわけです。自分が原因で継父

と継子が一緒に暮らすことになったのだからと、母親が責任を感じてしまいます。喧嘩は

してほしくない。それで喧嘩を止めさせようとします。それで疲れ果ててしまうのです。 

 それよりも効果的で、よいやり方としては、母親が通訳になる方法があります。「あな

たが学校から帰宅したのに何の挨拶もなしで部屋に行っちゃったから彼（継父）は気分を

害しているみたい」とか、「あの子が話しかけなかったのは、あなた（継父）のことが嫌

いだからじゃなくて、うっかりしていただけなのよ」とか、つねに両者の間の通訳をし続

けるわけです。なぜ彼がそんな行動を取ったか、なぜ子どもがそんなふうに振る舞うのか、

と。そうすると、最終的には、両者が次第に理解し合えるようになります。それには長い

時間がかかります。でも、この通訳者という役割のほうが、仲介者となって全員を仲よく

スライド10
血縁のある親子関係

• 母親が同棲している場合よりも再婚している場合の
方が、子どもの学業も良好であり、また問題行動も
少ない。

• ステップファミリーの親子関係は、密着しすぎた関係
になる場合がある。

• 青年期の子どもが血縁の親とのコミュニケーション
がうまくいっていると思っているほど、その子どもの
ステップファミリー生活に対する満足感や適応度が
高い。
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させようとがんばるよりも母親にとって消耗が少ないのです。 

 

元夫婦による共同養育のすすめ 

ラリー：夫婦が離婚するのは、両者の仲がうまくいかなくなったからです。それぞれの信

念や価値観が異なっていたからですね。そこには、子育ての方針における食い違いも含ま

れます。とりわけ両者間の対立が

激しく、敵対して離婚に至った場

合（それが多くても不思議はない

わけですが）、離婚後にはこの人

と一緒に子育てするよりも、自分

ひとりで子育てしたいという気

持ちになりやすいです。 

 しかし、アメリカの研究からは、

両親の離婚後も子どもが両方の

親との交流を保ち、両親ともに子

どもの生活に関わっている場合

のほうが、子どもたちの学業成績

や精神的健康や問題行動の少なさなどいろいろな点で、より良好な結果をもたらすことが

わかっています。しかし、すでに述べましたが、両親間に対立があると、それが子どもに

ストレスをもたらし、子どもの心を傷つけます。 

 そのような理由から、アメリカの裁判所は、両親による共同法的監護をますます重視す

るようになってきました。とは言え、たいていの場合、身上監護権は母親のほうに行きま

すから、子どもは母親と過ごす時間のほうがはるかに長いのですが、子どもは両親の間を

行ったり来たりすることになります。アメリカの裁判所の半数では、両親が離婚する際に

は共同養育に関する教育〔講習

など〕を受けることが義務づけ

られています。というのも、両

親が関係を保ってうまく共同養

育を行うことが非常に重要であ

ると考えられているからです。

ところが、再婚によって共同養

育する両親の関係も変化します。

なぜ変化するのか、いかにして

変化が生じるのかについてさら

に研究が必要です。 

 

スライド11
離婚した父母の共同養育

• 父母の間に対立がないことは、子どもの行動によい影響

をもたらす。

• 共同養育する父母間が敵対していない場合において、法

的な共同監護を行っていると、子どもの適応や継親子関

がより良好であり、ステップファミリーがより親密である。

• ステップファミリーの実親は、もう一人の別居親と共同で養

育責任を果たしている場合に満足感が低い。

• 子どもは別居親との関係をできるだけ維持できるようにす

べきである。継父のいるステップファミリーの子どもは、別

居の父親と接触が多く、よい関係を築いているほど、ス

テップファミリーの生活にうまく適応しやすい。

スライド12
ステップファミリーというユニット

• ステップファミリーに暮らすことは、絶え間ない計画的努力
を要する。

• ステップファミリーのメンバーがステップファミリーを家族だ
と感じられるような経験…
– 人生上の大事なイベントをともに経験すること、

– 日々の活動を共有すること、言い換えれば、ステップ
ファミリーのメンバーが自分たちを家族ユニットであると
意味づけるのに役立つことのすべて、

– ちょっとした世間話、

– 休暇や休日を一緒に過ごすことが、より家族らしい感じ
をもたらす助けになる。

• 家族のきまりごとを執り行うこと（夕食全員そろって食べる
など）はステップファミリーのメンバーが家族アイデンティ
ティを発達・維持させるのに役立つ。
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ステップファミリーが家族であるために必要なこと 

マリリン：しっかりとしたステップファミリーを築き上げるためには、多くの計画的努力

を要します。しかし、努力といってもあまりに単純すぎて、なぜこんなこと思いつかなか

ったのだろうというようなものもあります。私は２年ほど前に青年期に達した継娘たち約

30人にインタビューしました。そのインタビューでは、「どんなときに自分のステップフ

ァミリーを『家族だ』と感じましたか」という質問をしました。そうしたら、「そうです

ね。ある晩、夕食が終わってから皆でボードゲーム〔「人生ゲーム」などのように盤上で

やるゲーム〕をやったときかな」という回答がありました。「えっ、たったそれだけのこ

となの？」と思ったのですが、夕食時という回答は何度も出てきていました。別の子は、

皆で休暇をとってクルマでドライブ旅行したときだと言っていました。クルマのなかで一

緒に過ごしているうちに、何だか「家族」のような感じがし始めたというのです。ステッ

プファミリーでは、ぜひそういったことを計画してやってみてください。必ずしも特別な

ことを計画する必要はないのです。一緒に夕食を食べることも、ゲームを楽しむことも、

特別なこととは思えないですよね。現代の子どもたちにとっては、そのほんのちょっとし

たことで家族と感じられたり、感じられなかったりするようです。 

ラリー：私は日本に来て今日で

９日目になります。ようやく箸

だけを使って食事ができるよう

になりました（笑）。異質な文

化に慣れるにはやはり時間がか

かります。ステップファミリー

には２つの異質な文化が存在す

るという比喩的表現を先ほど使

いました。ステップファミリー

のメンバーも、がんばって互い

の家族文化を学び合うという気

持ちがあれば、次第に自分たち

独自の新たな家族文化を創造することができます。しかしながら、私は自分が非常にうま

く箸を使いこなせるようになるとは期待していません（笑）。つまり、現実的な、ほどほ

どの期待を持つことが肝心だということです。 

マリリン：というわけで、彼は日本で飢え死にする心配だけはとりあえずなくなったよう

です（笑）。 

 さて、もしあなたが継親なら「皮膚を厚くする（develop a thick skin）」必要がありま

す。この英語を日本語にうまく訳してもらえるかしら。〔図々しくなる、図太くなるとい

うことです。〕というのも、継子というのは、日々いろんなやり方で「あなたは私の実の

親ではない」ということを伝えてきます。私の下の息子が残したメッセージをラリーが見

スライド13
ステップファミリーというユニット

• 感情を表出するコミュニケーションがうまくできることと対立
が低レベルであることが、家族の良好な適応と関連している。

• 安定した（長期継続した）ステップファミリーは、離婚を経験し
ていない家族と同じような家族パターンをみせることもある。
時間が経つにつれて、青年期の男の子と継父のいる家族で

は、両親のいる核家族と同じような問題解決行動がみられる
ようになった。

• ステップファミリー生活について楽観的であることは、ステッ
プファミリー生活に対する満足度と関連している。

• 家族内の関係は、時間が経つにつれて改善することが多
い。

• 長期に渡る継親子関係が、すべて良好なものになるわけで
はない。礼節をわきまえた距離のある関係のままにとどまる
ものもある。
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つけた日のことを覚えていま

す。その子はどこかに出かける

ときにはいつも階段の下のと

ころにあるメモ用のボードに

メッセージを書いていたので

すが、そこに「ママとラリーへ 

○日に○○へ行きます…」と書

いてあったのです。その子がラ

リーの名前も一緒にそこに書

いたのはそれが初めてでした。

それまではいつも「ママへ 友

だちの家に行くけどすぐ帰り

ます」という具合に私宛だけに書いていたのです。７年間もそうだったのに、私自身はそ

のことに気づいてさえいませんでした。継親はそのようなことでいちいち傷ついたり、む

かついたりしていてはいけません。〔子どもに受け入れられるには〕時間がかかるのです。 

ラリー：最後に触れたいのは、柔軟性についてです。継親と親が柔軟であれば、うまく問

題に対処でき、互いによく話し合うこともでき、子どもにもうまく対処できるでしょう。 

マリリン：ステップファミリーにとって必要なもののひとつは、相談できる場所です。だ

からこそ、SAJのような組織の存在が非常に重要なのです。私は、日本にもこのような活

発な団体が誕生したことを大変嬉しく思います。アメリカでは、同様の団体〔SAA〕によ

って社会の中に大きな変化が生み出されました。団体の様々な活動の成果がアメリカ社会

の文化の中にたくさん残されています。それでステップファミリーの社会的な認知が高ま

りました。ですから、ぜひがんばってください。 

 

 

 

質疑応答 

石井クンツ（司会）：それでは皆さん、質問がたくさんあると思います。よろしくお願い

します。 

 

質問者１：時間がなくて先ほどお伺いできなかったことですが、最初の〔講演の〕最後の

スライド〔12〕に「介入」という言葉が出てきたと思います。要するに、どういうふうに

サポートするかとか、社会がどう支援すべきか、ということかなと思ったのですが、ステ

ップファミリーへの介入方法をよりよい方向に進化させることにどんなことが含まれるか

を教えていただければと思います。 

 

スライド14
ステップファミリーというユニット

• ステップファミリーは、休日の計画の立て方が柔軟であり、楽
しく休日を過ごしている家族が多い。

• 自分のステップファミリー世帯が柔軟であると感じている青
年期の子どもほど、ステップファミリー生活や継親子関係に
対する満足度が高い。

• 家族の凝集性は、ステップファミリーの満足度と関連している。
情緒的な親しさを感じていると、自分のステップファミリーに
満足だと感じる傾向がある。

• ステップファミリーに関する否定的な情報は疑ってかかるの
がよい。ステップファミリーを否定的に見る「神話」を強く信じ
ている継父ほど、継子を育てることに対する満足度が低い。

ステップファミリーに関する否定的な「神話」を信じている母
親は、現在の結婚や家族、生活全般への不満度が高い。
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マリリン：ステップファミリーに関して、いろいろ新しい試みが出てきています。新しい

介入のプログラムが開発されていますが、現時点ではそれらはきちんと評価されていませ

ん。おそらくうまく機能しているのではないかと思われますが、よくわかっていません。

ですからどのプログラムは効果があるのか、どのプログラムは効果がないのか、調査研究

する必要があります。その点、しっかりした調査がなされると期待したいです。 

 

質問者２：本日は貴重なお話ありがとうございました。私はステップファミリーで育った

ステップチャイルド〔継子〕にあたります。日本ではステップチャイルドが同じような立

場の友だちと出会って話す機会がすごく少ないと感じています。アメリカの場合はそうい

ったステップチャイルド同士が出会って話し合うような場所や団体があるのか、もしくは

ステップチャイルド専門のカウンセラーがいるのかを教えていただけたらと思います。 

 

ラリー：Facebookがある！ この答えだけで十分かな？（笑） 

 実際、継子のための組織はアメリカにもないですね。うーん、ないなあ。……ステップ

ファミリーの家族関係を専門とするファミリー・セラピストはいます。そのなかには、イ

ンターネット上にウェブページを開設している人もいますね。ただし、そういったウェブ

サイト利用の難しい点は、それを作っている人がちょっと変な考えをもった人物かもしれ

ないし、きちんとした知識を持った専門家かもしれない。だけど、素人にはそれを見分け

ることができないという点です。 

 継子に対するインタビュー調査からわかったことは、継子たちは自分の家族についてあ

まり人に話さないということです。なぜかというと、ステップファミリーはあまりにも複

雑なので、他の人にはとても理解できないだろうと思ってしまうからです。それで、家族

関係がよいか悪いかとは関係なく、継子たちが自分の家族のことを人に話す場合にはほと

んどつねに一言前置きがつきます。「うちの家族は本当に変わった家族なんだけどね…」

というような前置きを必ず言ってから話し始めるのです。よく聞いてみると、継親との関

係がかなりよい場合もあれば、悪い場合もあるのですが、いずれにしてもほかの家族とは

違う家族なのだ、ほかの家族とはかけ離れた家族なのだと感じているので、いつも同じよ

うな前置きをつけてしまうのです。 

 

マリリン：若い継子たちへのインタビューの中には、

友だちと話していたときに「私には血のつながってい

るきょうだいが２人、半分血のつながっているきょう

だいが２人、ステップのきょうだいが３人いるのだけ

れど…」と言ったら、その友だちは完全に話について

こられなくなって困惑してしまったのでその話をす

るのはやめた、というような例がありました。また、



25 
 

私が教えていた学生の中に、母親、父親、継母、継父の全員と非常に親密な関係にある子

がいました。彼女の場合、血縁のある父親と継父の両方を「お父さん〔Dad〕」と呼んで

いましたし、どちらも「お父さん」だと感じていました。彼女は、友だちに話していると

きにもどちらも「お父さん」と言ってしまうので、友だちのほうは話について来られなく

なると言っていました。彼女は、自分にとってはどちらも「お父さん」だからそう呼んで

いたわけです。しかし、アメリカの継子たちは、たいていの場合、継親のことはファース

トネームで呼びます。そのほうがふつうですね。そして、多くの継子たちは、自分の家族

のことはそれまで誰にも話したことがなく、そのインタビューが初めてだったと言ってい

ました。 

 

質問者３：現在はそんなことはないのですが、継子が幼かった頃、すごくスキンシップを

求められました。「おっぱいを飲みたい」と３歳か４歳の子ども〔継子〕に言われたんで

す。その当時はすごく抵抗があったんですが、悩んだ挙句に飲ませたんです。それがいま

だに自分の中でそうするべきだったのか、しなくてもよかったのかと思っているんです。

そのようなスキンシップは、特に日本では親しい関係じゃないと難しいと思うんですが、

そういったものを求められたときに、どのような対処の仕方をすればよかったのか教えて

欲しいのです。 

 

ラリー：子どもというのは自分が必要なものは何でも口に出して言うものです。その３歳

のお子さんは、母親が必要だったのでしょうね。継母をお母さん代わりだと思ったのでし

ょう。 

 この状況については、そのようなコメントになります。しかし、たぶんアメリカなら、

将来その子が13歳くらいになると、今度は「血縁のある母親がどんな人なのか知りたい」

と育ててくれた継母に対して言い出すでしょう。それがまた別のジレンマを生み出すこと

になります。そこで必要になるのが柔軟性です。そのように、それぞれの年齢に特有の欲

求があります。３歳児であれば「スキンシップ」と言うんですか？〔これは和製英語なの

で英語にはない表現〕…私もずいぶん日本語が身につきました（笑）…それが必要だけれ

ども、13歳になるとアイデンティティの問題が出てきて、自分の産みの親を知りたいとい

う欲求が出てくるわけです。そこでどう対応するかを決定するには柔軟性が要求されます。

継親であるということは実に難しいことなのです。 

 

質問者３：おっぱいをあげてよかったということでしょうか？ 

 

マリリン：うーん、このようなケースは今まで聞いたことがないです（笑）。 

 

質問者３：継子が６歳になったときにセメントベビーが生まれたので、赤ちゃん返りをし
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て、またおっぱいをねだられました。 

 

ラリー：継母との関係を取られないように防衛的な反応を示したということなのでしょう

ね…。 

 

マリリン：あなたのやったことは正しかった！（一同笑） 

 

質問者４：今日は自分に当てはまる、とてもよいお話を聞かせていただき、本当に感動し

ました。ありがとうございました。私の実子と継子との関係について質問させていただき

ます。私の実子と継子の弟のほうがとてもきょうだい関係が悪く、私の実子が「お前は存

在するな」とか「いなくなれ」というような暴言を吐きます。実子が12歳、継子は12歳と

７歳で、みな同居しています。実子が７歳の継子に対して暴言を吐きます。12歳の継子と

実子は、好き合ってはいないけれど、口には出さないし、互いの存在は認め合っているよ

うです。どうしたらよいのか。ご助言をお願いします。 

 

マリリン：きょうだいというのは、血縁があろうが、継きょうだいであろうが、だいたい

仲が悪いものです（笑）。だから、とくに問題だとは限らないですが、部屋が一緒とか、

何か喧嘩するような理由がありますか？具体的に意見がぶつかる問題が何かありますか？ 

 

質問者４：私の連れ子と〔継父である〕夫があまりよい関係ではなく、夫が過干渉な感じ

です。〔継子のうち〕弟のほうを１歳のときに引き取りましたが、そのとき〔自分の〕子

どもが５歳だったので、私が小さいほう〔継子〕に手がかかったことと、夫が〔継子の〕

弟のほうをひいきするということで、よく思っていないようです。そして、夫は私の子に

指示命令をすることが多いです。それであまりうまくいっていない感じです。 

 

マリリン：ジェラシーですかね。 

 

質問者４：ジェラシーはすごくあると思います。 

 

マリリン：彼〔継父〕にそんなことしないようにしてもらう必要がありますね（笑）。 

 

ラリー：私は最初聞いたときには逆だと思いました。継父が７歳の子〔自分の次男〕にば

かり関心が向いてしまうし、その子もお父さんの考えに同調して、お父さんもまたその子

の肩を持つとか…ということかと思ったのですが〔違うのですね〕。しかし、いずれにせ

よ、解決策は同じです。男の子が12歳くらいになると、日本ではどうか知りませんが、ア

メリカでは母親の言うことよりも父親の言うことをはるかによく聞きます。父親の声は低
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くて深みがあることと関係しているかもしれないし、まあ理由はよくわかりません（笑）。

とにかく、あなたの夫がこの問題の解決チームにおけるキャプテンにならなければいけま

せん。誰が悪いのかをはっきりさせる必要はなくて、まずは彼がこのような喧嘩は許しま

せんということをはっきりさせてやめさせる必要があります。どんなルールにするかはあ

なたが決めるとしても、お父さんが話をつける必要があります。とにかく、彼が救助の現

場に現れて、助け上げてくれないと困ります。 
 

質問者４：暴言はやめさせられないのでしょうか？ 

  

ラリー：冷たい言い方はしたくないのですが、やはりあなたは今まで自分で何とか解決し

ようと最善の努力をしたわけだから、あなたの夫が助ける必要がありますよ。彼がそこに

一歩足を踏み入れてくれないとダメですね。あなたひとりではどうにもできないです。 

 

質問者４：夫の言うこともきかないんです。 

 

ラリー：じゃあ、夏休みにそのお子さんを私のところに預けてください（笑）。 

 

質問者５：日本では〔ステップファミリー〕の夫婦間の子どもを「セメントベビー」と言

ったりしますけれども、アメリカではセメントベビー以外に何か違う言葉で表しますか？ 

 

マリリン＆ラリー：「ミューチュアル・チャイルド」（mutual child＝お互いの子ども）

ですね。 
 
質問者５：〔セメントベビーと〕どちらのほうが使われるケースが多いのですか？  

 
マリリン＆ラリー：「ミューチュアル・チャイルド」です。 
 
質問者５：もうひとつ、アメリカの有名な人でステップファミリーを持つ人は例えば誰で

しょうか？  

 

ラリー：バラク・オバマは継子です。我が国の大統領です。ビル・クリントンも継子です。

元大統領ですね。 

 

マリリン：映画スターはほとんど全員がステップファミリーです（笑）。 

 

ラリー：ブラッド・ピット〔も継父です〕。…実際のところ、たくさんの有名人がステッ
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プファミリーです。例えば、アメリカ合衆国の建国の父、ジョージ・ワシントンも自分の

子どもはいなかったけれど継父でした。合衆国の歴代の大統領の約半数が継父でした。最

近では、継子である大統領が増えているということです。そしていずれ継父にもなるかも

しれません。 
 
石井クンツ（司会）：ジョージ・ワシントンはアメリカの建国の父じゃなくて、建国の「継

父」ということですね。 
 
マリリン＆ラリー：その通り！（爆笑）。 
 
ラリー：〔映画スターの〕デミ・ムー

アとのブルース・ウィリス〔このふた

りは13年間の結婚生活の後に離婚。3
人の娘がいる〕とアシュトン・クッチ

ャー〔ムーアがウィリスと離婚後に結

婚した俳優〕は、非常に有名なステッ

プファミリーです。この３人はしばしば公の場に一緒に登場して、ステップファミリーの

ノーマライゼーション〔正常化〕に貢献しました。父親〔ウィリス〕と継父〔クッチャー〕

がよい関係を保って、子どもたちの養育の面で協力し合っているところを人々に見せたわ

けですから。これはちょっと変わった例かもしれませんが、文化にプラスの影響をもたら

したのは確かです。このような家族のあり方も当たり前なのだという印象を与えたと思い

ます。映画スターではありますが、これも「ふつう」じゃないかと。 

 

質問者６：講演の内容でちょっとすっきりさせたいところがあります。継親子関係でうま

くいくためのお話のときに、血縁の親子の場合には「ルールや規範」と「愛情」の両方で

対処し、ステップファミリーの場合には「愛情」は多く、「ルール」は控えめにと教えて

いただきました。「愛情」と言う言葉の内容というか質の部分が気になります。どうして

も「愛情」というと「love」という血縁の親子のような質を持たなければいけないような

プレッシャーを感じさせがちです。ステップの親子の愛情のあり方はどうあるべきかをお

うかがいできればと思います。 

 

ラリー：先ほど説明したときに「友だち関係（friendship）」という言葉を何度も使った

はずですが、どうやらそれをちゃんと通訳してくれなかったのかな（笑）。〔継親が継子

に対して〕友だちに対するような愛情〔つまり友情〕を持つということであれば、実現可

能性が充分にある目標になると思います。しかし、これはちょっと風変わりな目標と言え

るでしょう。なぜなら、継親は年齢の離れた幼い相手と友だちになることが自分の目標だ
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などとはふつうは考えないからです。〔少なくとも〕アメリカでは大きく歳の離れた友人

を持つ人はめったにいません。マリリンがすでに話したように、継子たちに継親との友だ

ち関係を深めることについて質問をすると彼らは質問の意図がわからないという顔をしま

した。 

 

マリリン：自分が継子から愛される〔慕われる〕ことを目標に設定してしまうと、継親は

おそらく失望することになると思います。最終的に愛される〔慕われる〕場合がないとは

言えません。しかし、そうなりたいと希望するなら失望に至るでしょう。ステップファミ

リーにとっての最善の目標は、継親と継子が礼節を保った関係を持てることです。希望を

設定するならせいぜいその程度にとどめるべきです。目標を高く設定してしまうと、失望

することになりやすいです。 

 

質問者６：目標を高く設定するのは、親の視点から見て、という話ですね。では、子ども

からの期待についてはどうでしょうか？ 

 
ラリー：いろいろな状況が考えられます。現代では、子どもは両親が離婚した後も血縁の

両親との関係を持ち続けます。ですから、継親は親の代替ではありません。その場合、た

いていの子どもは、継親とうまくやっていたとしても、自分にああしろ、こうしろと命令

されるのは嫌なものです。もちろん子どもの期待は子どもの年齢によっても違ってきます。

ところが、血縁の親のひとりが完全にいなくなってしまうということも実際にはあります。

その場合には、子どもが新しい母親なり父親を求めることはありえます。ですから、〔子

どもの側からの期待は〕状況によってずいぶん違ってきます。実に様々だと思います。 

 おそらく〔親になってほしいという継親に対する〕子どもからの期待はアメリカでは日

本よりも低いだろうと思います。というのも、私は野沢さんの明日の報告原稿を読みまし

たが、アメリカのほうが〔ステップファミリーに対する〕見方に幅があるという印象を持

ちました。日本も少しずつアメリカと同じような方向に変化しているようですが、アメリ

カのほうがステップファミリー観の多様性が大きいと思います。アメリカのほうが、ステ

ップファミリー像の複雑性も大きいし、役割モデルやガイドラインも様々です。同時に、

各自が自分独自の家族のやり方を探し出す余地も大きいのかもしれません。どちらのほう

がよいとか悪いとかと言っているわけではありません。私の理解では、〔日本の現状は〕

アメリカの1990年代の状況に近いように思えます。私もその時代を経験しているので、そ

れがどんな状況なのかよくわかります。そして今ではアメリカはそこからずいぶん変化し

てしまったということです。ですから、今から何年か経てば、また違ったことが言えるの

かもしれません。 

 

質問者６：さっきの質問者のお話とも重なりますが、やはり３歳や６歳の子がおっぱいを
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欲しがるというのは母を求める行動だと思います。その際に、〔継母は〕実親のような愛

情を与えなければいけないというプレッシャーが大きいのだと思います。日本の場合は面

会交流の割合が低くて、実親との関係性がはっきりしない場合、ないに等しい場合もある

ので、継母が荷物をより多く背負っていると思います。〔アメリカで状況が変化したのは〕

共同監護の制度になったということが一番大きな要因でしょうか？ 

 

マリリン＆ラリー：その通りです。 

 

マリリン：将来予測について一言述べさせてください。日本政府は少子化対策として父親

の育児参加を推奨していると、石井さんが教えてくれました。それによって女性がたくさ

ん子どもを産むようになって出生率が上がるかどうか、私にはわかりません。しかし、も

し日本政府の政策が成功して父親の子

育てへの関わりが強まったなら、おそら

く離婚した父親が自分の子どもとの交

流を諦めるということは現在よりも少

なくなると思います。もし政府の政策が

功を奏して父親が子どもに深く関わる

ようになれば、離婚によって父親が子ど

もとの関係を断たれるようなことは容

認できなくなるはずです。 

 

質問者７：私は継父の立場にあります。〔継子と〕妻の元配偶者との面会のことでちょっ

とお伺いします。私自身は、継子と結構うまくいけていると思っています。元配偶者との

面会交流も行っております。実父が面会させている子どもに対していつの間にか勝手に携

帯電話を買い与えていたのですが、そのことを「お父さん〔継父〕やお母さんには言わな

くていいよ」というようなことを子どもに言ったらしいです。それは「親に嘘をついても

いいよ」ということを伝えているような気がして、子どもに対する教育の面で面会自体を

続けていいのかなと迷った時期もありました。けれども、実父との面会は続けたほうがよ

いとどこにでも書いてあります。面会交流を続けるデメリットとメリットを詳しく例を挙

げて教えていただけると助かります。なお、実父が携帯を買い与えたのは小学６年生でし

た。今は中１ですから結構最近の話です。携帯は実父と連絡を取るために与えたものだと

思います。 

 

ラリー：あなたが面会交流を尊重し、それを続けていくことに大きな困難を感じているこ

とはよく理解できます。しかし、それを続けることがきわめて重要です。なぜなら、面会

交流をあなたが断ったらどうなるでしょう。父親は次第に完璧な存在になります。〔継父
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である〕あなたは、日々「早く寝なさい」とか何とかうるさい小言を言う存在であり続け

るのに対して、〔会えない血縁の〕父は携帯電話を買ってくれたすばらしく完璧な存在に

なっていくことになります。面会交流を止めさせたいという気持ちに駆られるのは目先の

利得の誘惑によるものです。しかし、長い目で見れば、面会交流を続けたほうがあなたに

とってよい結果がもたらされます。 

 このような共同養育は実に難しいです。２つの家庭にそれぞれ異なった価値観がある。

そしてあなたにはあちらの家庭でどのような価値に基づいて子どもを教育するかについて

は統制できないわけです。しかし、私が強調したいのは、アメリカでは子どもが父親との

関係を維持することは非常に重要だと考えられているということです。年月が経てば、子

どもは父親がどんな人なのか、継父がどんな人なのかいずれわかってきます。責任感のあ

る人なのか、無責任な人なのか。しかし、共同養育を続けることはきわめて難しく、つら

いのも確かです。ですから面会交流を続けていることに対しては尊敬の念を抱きます。そ

れが簡単なことではないことはよくわかります。私自身継父ですし、そのような状況を経

験していますから。 

 

石井クンツ（司会）：ほかにもご質問があるとは思いますが、すでに時間が過ぎてしまっ

ています。本日の公開講演会は、これで終わりにさせていただきます。今日はどうもあり

がとうございました。 

 

 

注 

1  詳し く は次 の論 文 を参 照。 Ganong, L., Coleman, M., & Jamison, T., 2011, “Patterns of 
stepchild-stepparent relationship development, Journal of Marriage and Family,” 73, 396-413. 
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３．ステップファミリーにおける家族関係の社会的・構造的困難 

Social and Structural Aspects of Difficulties in Stepfamilies 

野沢慎司（明治学院大学） 
Shinji Nozawa (Meiji Gakuin University) 

 

継親は親ではない？－アメリカからのメッセージ 

 ステップファミリーは家族形成することが難しいと言われています。私たちの調査研究

でも、確かにそんな点があるなと気づかされてきました。そこで、どのような点に困難が

あるのか、調査から見えてきたことをお話ししたいと思います。 
 私たちの研究のスタートは 2001 年

です。ちょうどその年に SAA という

アメリカのステップファミリー支援団

体の（当時の）会長、マージョリー・

エンゲルさんをお招きして講演してい

ただいた際に、そのお話を聞いて大き

な衝撃を受けたところから始まりまし

た。ステップファミリーには必ず継親

がいます。子どもの親の新しいパート

ナーにあたる人です。マージョリーさ

んがアメリカから携えてきたメッセージというのは、継親は「親の代替」ではない、「新し

い親」ではないというものでした。親と継親は別物であるという強いメッセージです。私

は、そう言われて初めて自分が暗黙の内に継親を親と同じ様なもの、同等のものだと思っ

ていたことに気づかされました。私たちがそのときに受け取った課題、そしてその後追い

続けた主要テーマというのは「では、継親とは何なのか？」ということになりました。マ

ージョリーさんは、アメリカにおいても、継親の役割が社会制度の中にきちんと位置づけ

られておらず、曖昧であることが問題なのだとおっしゃられていました。しかし、少なく

とも当時の（そしておそらく今でも）日本では、継親の役割が曖昧であるという認識は薄

く、むしろ（私自身もそう信じていたように）継親は親であるのが当たり前という通念が

支配的でした。 
 マージョリーさんの来日をきっかけとして、次に登壇する菊地さん、今日の司会の永井

さん、茨木さんなどの研究仲間と一緒にステップファミリーの調査研究を進めてまいりま

した 1。10 年かけて見えてきたことを少し紹介させていただきます。ポイントは、ステッ

プファミリーをめぐる家族形成の難しさを理解するには、ひとつには広く社会的文脈、つ

まり社会に浸透している家族に関わる文化や制度を視野に入れる必要があること、そして

もうひとつは、家族の人間関係の全体像を広く視野に含める必要があるということです。 
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制度に組み込まれていないステップファミリー 

 ひとつ目のポイントの源泉は、アメリカの家族社会学者、アンドリュー・チャーリンの

論文です。30 年以上も前、1978 年の論文で彼は、再婚によって作られる家族、ステップ

ファミリーは「不完全な制度」であると書いています 2。どういう意味かちょっとわかり

にくいかもしれませんね。再婚家族に離婚率が高いのは、個人あるいは世帯の中に何か原

因があると見る見方が支配的であった当時、そうではなく、ステップファミリーを取り囲

む社会の制度に眼を向け、そこにこそ家族の形成や維持を難しくする要因があるという視

点を強調したのです。そして、社会の様々な「制度」の中にステップファミリーが十分に

組み込まれ、想定されていない状態を指して「不完全な制度」であると指摘したのです。

ここで「制度」と言っているのは、家族メンバーが互いをどう呼ぶべきか、どのような関

係をもつべきかなどの規範（ルール）や文化（慣習）を含む非常に広い意味での「制度」

です。社会制度にしっかりと組み込まれ、そこで想定されているのは、たいていの場合、

標準的な核家族、初婚の家族です。多数派の標準的な家族は、それに適した多様なツール

（用語法、役割モデル、社会的なガイドや支援サービスなど）が社会制度の中に装備され

ているので、それに従えば自然にうまくいくように仕組まれています。しかし、ステップ

ファミリーの場合、その特有の家族のあり方が、社会の制度に組み込まれていないし、想

定されていないために、家族を形成し、家族生活を営んでいくにあたって、戸惑い、混乱、

困難、苦痛、気まずさなどを経験することが多いと考えられます。 
 例えば、親族が互いをどう呼ぶか、その関係をどう説明するかという問題があります。

初婚家族では、一般化した用語があるのでそれが問題にならないのですが、ステップファ

ミリーの場合、継親、継親のきょうだい、元配偶者とその現在の配偶者、元配偶者の親や

きょうだいをどう呼んだらいいのか、標準的なモデルがない。お手本になるものがない、

という状態が「不完全な制度」の意味するところです。同様に、継親はどんな役割を果た

せばよいのか、継親（継子）になるとはどういうことなのか、参照すべき役割モデルが社

会の制度（文化）の中に用意されていない。標準的初婚家族とは違って、そのような曖昧

な社会的状況の中で、暗中模索しながら家族関係を作らなければいけないことが、ステッ

プファミリーにおける困難の一因となっているということです。 
 
名前のない家族？ 

 5 年前にミズーリ大学を訪問し、今日ご参加くださっているコールマン先生とギャノン

先生に初めてお会いしたとき、日本語にはステップファミリーという英語の単語にぴった

り対応する言葉がないんですとお話したところ、「へぇそうなの？」と驚かれていました。

英語の“stepfamily”に該当する名称が充分に普及していない日本では、より一層「不完全

な制度」であると言えそうです。私たちは、そして社会は、名づけられたものにしか関心

を向けられないからです。 
 ところが、日本語の辞書の中にも「ステップファミリー」というカタカナ言葉がすでに
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図１ スクラップ＆ビルド型の家族モデル

離別
（死別）

結婚
（再婚）

（初婚）核家族 ひとり親家族 ステップファミリー

家族の境界（世帯）

標準的な（核）家族が離死別によって消滅し、ひとり親家族に
なる→親・祖父母との関係が強化→親の再婚によって、失わ
れた標準家族が再建される→失われた親を継親が代替する

登場しているんですね。これには、つい数日前に気がつきました。皆さんご存知だったで

しょうか。「ステップファミリー」という言葉はまだなじみがないと言う方も多いですが、

『大辞林』（第 3 版、三省堂、2006 年）には「血縁でない親子関係を含んだ家族」という

定義が出ていました。辞書にも載ったということは、日本のステップファミリーの制度化

が進んだ証拠だと思って一瞬喜んだのですが、よく考えるとこの定義でよいのかなとちょ

っと首を傾げました。この定義では、里親家族や養子縁組家族を含むことになってしまい

ます。ステップファミリーという家族の重要な特性は「血縁でない親子関係」を含んでい

ることなのか、という点にも疑問を感じます。そこには、継親子関係は、血縁はないけれ

ど親子関係と同じものだと暗黙の内に想定されているように感じるからです。 
 今日のゲスト・コメンテーターであるギャノン先生とコールマン先生の共著書では、「成

人の少なくともひとりが以前の関係での子どもをもつ家族」と定義づけられています 3。

非常に注意深い、客観的な定義であり、先ほどの辞書とはずいぶん違いがあります。 
 こういう定義の問題ひとつ取っても、そこを探っていくと、ひとつのひとつの家族がぶ

つかる困難には社会的な要因が関連しているということに気づきます。この数年、そのあ

たりをいろいろと考えているうちに、離婚や再婚を経て作られることが多いステップファ

ミリーについて、私たちが暗黙の内にもっているイメージにはどうやら２種類あって、そ

れが社会の中に混在しており、互いにぶつかり合っているために、いろいろ混乱や困難を

引き起こしていると思い至るようになりました 4。 
 
「スクラップ＆ビルド型」のステップファミリー 

 ２つのイメージのうちのひとつを、私は「スクラップ＆ビルド型」家族モデルと呼んで

います。先日、ラリー・ギャノン先生に、「そんな英語はない」と言われました（笑）。「ス

クラップ＆ビルド」というのは和製英語なのですね。けれども、「だいたい意味は通じるよ。

なかなか面白いんじゃないか」とも言ってくださいました（笑）。すでにあるものを壊して

新たに作ること。どんどん二階建て、三階建てと増やしていくのではなくて、壊して作り

直すことを指す「スクラップ＆ビ

ルド」という言葉があります。ス

テップファミリーをそれと同じよ

うに見る見方です。かつてあった

家族が壊れてしまったが、再度同

じような家族を作り直すというイ

メージです。もうひとつは、すで

にある人間関係に新たな関係が追

加され、さらにつながって広がっ

ていくイメージで、「連鎖・拡張す

るネットワーク型家族」モデルと
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名づけてもいいかなと思っています。 
 「スクラップ＆ビルド型」家族は、従来から日本社会の中にある考え方だと思います。

今でもかなり一般的であり、根強い考え方だろうと思います。離別あるいは死別によって

親の一方が不在となった家族が、それまであったかたちの家族としては消滅し、なくなっ

てしまったと考えるわけです。離婚を「家族崩壊」と呼ぶ人もいますが、その背後にある

のがこの考え方です。その結果として作られる家族（世帯）は、子どもから見ると親が一

人だけの家族という意味で「ひとり親家族」と呼ばれます。この用語は社会にかなり流通

し、普及しています。そして再婚という出来事によって新しい家族・世帯が再スタートす

る、と考えます。家族形成のやり直しだとも言えますが、その再構成、再スタートの主体

は誰かと言えば、基本的には子どもの親権を持ち、子どもと一緒に暮らしている親でしょ

う。もう一人別の大人が世帯に加わって、元のような家族が再び始まるというイメージで

す。この場合には（親権を持つ）親の新しいパートナーが継親（継父・継母）です。そし

て、継親は「新しいお父さん」「新しいお母さん」と呼ばれることが多く、そうみなされる

ことになります。 
 「スクラップ＆ビルド型」を図示してみたものが図１です。元々あった核家族の親の一

人が出て行って、いなくなる。そしてこの世帯には親が一人だけ残っている。もちろん、

子どもが複数の場合もあります。日本の場合、「ひとり親家族」になったときに、この残っ

た親とその親とのつながりが強くなって、子どもの祖父母が場合によっては一緒に暮らし

てひとつの世帯になって子育てをサポートしてくれることも少なくないのです。が、そう

いう場合でも、再婚後はまた元の核家族世帯という構成に戻ることが多いようです。不在

だったお父さんあるいはお母さんの代わりの人が来るとみなされます。このような家族モ

デルを、次の報告者である菊地さんは、「代替家族モデル」と呼んでいますが 5、それとほ

ぼ重なります。親が継親によって代替される家族です。家族の変化の過程全体を見ると、

元々の家族が一旦なくなったことになって、それに匹敵する家族が再度作り直されるとい

うイメージを強調するために、私はちょっときつい表現ですが「スクラップ＆ビルド型」

家族モデルという呼び方をあえてしています。 
 後の報告でも話題に出るかもしれませんが、日本の制度は、離婚後に子どもの親権を持

てるのは両親のうち一人だけで、もう一人は親権を失うという単独親権制です。戦前・戦

後の時期には、親権を取るのはほとんどが父親だったのに、高度経済成長期以降、急激な

変化があり、母親が圧倒的多数になりました。 
 
「連鎖・拡張するネットワーク型」のステップファミリー 

さて、もう一方の「連鎖・拡張するネットワーク型」の家族モデルとはどのようなもの

か。これは単独親権制度下の日本においては少なくとも現在のところまだ目新しいもので

す。昨日のお話にもありましたけど、アメリカなどではもうだいぶ前からこれに近いかた

ちが広がっています。制度上、離婚後の共同養育が当たり前になっているからです。 
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図２ 誰が誰にとって「重要な家族」メンバーか
米国西海岸に住む２度の離婚経験をもつ50代女性の事例

離婚後の家族は、ひとつの世帯として全員が一緒に暮らしているわけではないけれども、

関係のネットワークとしては存続していて、さらに親の再婚後は継親などが加わって複数

の世帯にまたがって複雑な親族ネットワークが拡張する側面があります。この場合、家族

の結節点になるのは子どもです。子どもが複数の世帯を行ったり来たりすることがあるな

らば、世帯の境界を越境して２つの世帯をつなぐのは子どもです。先ほどの「スクラップ

＆ビルド型」モデルは親が主体であると言ったのですが、こちらは子どもの視点から見た

ステップファミリーのイメージに近いと言えるかもしれません。養育費の負担や実際の養

育・教育の役割という面で、複数の世帯にまたがる、より多くの大人が子どもに関わると

いう意味でも、子どもを中心としたネットワークです。 
また、家族には、みんな

が強い絆で結ばれていて仲

がよいものという一般的イ

メージがあるかもしれませ

んが、現実の家族はそうで

はないことも多いです。こ

こで言うネットワークとし

ての家族にも、ほとんど交

流のない人同士の関係や、

対立・競合する人同士の関

係も含まれていると想定さ

れています。 
 例を挙げると、２度の離

婚経験のある中年女性の家族に含まれるのは誰かをインタビューした研究があります。そ

の女性対象者が家族に含めた相手からも話を聞くというスノーボール方式のインタビュー

調査で、その一連のインタビューから家族のネットワーク図を描いた研究です（図２）。そ

の女性を中心とした家族は、一塊の集団ではなく、境界がなく、外側にどんどん拡散する

ようなネットワークであることがわかりました 6。 
 もうひとつ、これは最近出たステップファミリーの研究書の中に出てくるイギリスの事

例です 8。ステップファミリーで育ったマークさんという若い男性の家族関係を示す親族

図です（図３）。彼は、一緒に暮らしている世帯のメンバーである楕円形の影の部分（母親、

継父、異父きょうだい）を自分の家族だと感じているのですが、それ以外にも、別居して

いる父親、父親の再婚相手（別居の継母）の子（別居の継きょうだい）と関係が続いてい

ます。また、父親の姉（父方の伯母）とは母親共々親しい関係が離婚・再婚後も続いてお

り、一方、母方の祖父母だけでなく継父方の継祖父母（と呼べばよいでしょうか？）との

つながりも強い。離婚・再婚を経て、ネットワークが拡張したかたちの家族・親族関係に

なっています。 
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図３ 連鎖・拡張するネットワーク型家族モデル

出典： Allan et al.(2011: 49). 色つきの部分（線や文字など）は野沢が加筆。

 ステップファミリーには、こ

のように「連鎖・拡張するネッ

トワーク」という側面があり、

家族によってはこの側面が特徴

として強く現れる場合がありま

す。それを「連鎖・拡張するネ

ットワーク型」家族と私は呼ん

でいます。先ほど、家族の人間

関係の全体像を広く視野に含め

る必要があると述べましたが、

世帯の中だけでなく、その外側

へと視野を広げるとステップフ

ァミリーの世帯を越えたネットワークとしての特徴が見えてくることがあるのです。 
 
インタビューに見る「スクラップ＆ビルド型」家族モデル 

 私たちは、今までいくつかの段階にわたるステップファミリー調査を行ってきました。

アンケート調査を最初にやり、それから第一次インタビュー調査というかたちで、継親や

実親の立場の人を中心に何人かの方々に、詳細なインタビューさせていただきました。ス

テップファミリーで育った子どもの立場の人にも、少数ですがインタビューさせていただ

きました。そのインタビュー後、数年を経て第二次の再インタビュー調査もごく少数のケ

ースですけれども行いました。どういう方々にインタビューしたかということについては

配布資料を見てください。そのインタビュー事例の中から、ごく一部を紹介させていただ

きます。 
 まず、かつてあった家族がなくなって、その後それに近い核家族をもう一度作るのがス

テップファミリーだと考える「スクラップ＆ビルド型」モデルを前提としている例です。

例えば、夫妻とも２人の子ども（小

学生）を連れて再婚４年後にインタ

ビューした実継母さんは、「主人の子

どもを本当の子どもとして思いた

い」「同じレベルでみたい」という気

持ちでやってきた、と語っていまし

た。「とにかく、同じ意識でいたいと

いうか、自分の子のように甘えさせ

ていたいし、自分の子のように叱っ

てあげたいし、という、その気持ち

でいたかった」という願いを持って
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やってきたそうです。彼女によれば、夫も同じように「私が本当に（夫の子を自分の）子

どもとして見られるようになってほしいと思っている」と言うのです。つまりこのご夫婦

は、継母が継子に対して自分の子どもに対するのとまったく同様に母親になることを当然

の目標としたわけです。しかし、実際にはそのようにはなりませんでした。実はインタビ

ューのこの後の部分で、この継母が継子を我が子のようには感じられないことを大変苦し

く感じ、悩んでこられた経緯が語られます。このままでは家族を続けていけないと追い詰

められた状況に直面していた方でした。 
 もう一人の方は、結婚して間もない頃の状況を思い出して、こんなことを言っています。

こちらは初婚の継母さんです。「結婚して 1 週間くらいしたら、『もう何年も前から住んで

たような気分だ』って言うんですよ、彼は。毎日私がいて、『お帰りなさい』って言って、

ごはん作って、子どもの世話をしてっていうのを見てたら、『何年も前からこうして暮らし

てたみたいだ』って言うんですけど、私はちっともそんなふうに思えないわけですよ。『何

でこんなに毎日わけわかんないんだろう』ってぐらいなんですよ。それを聞いた時に、『あ

あ、もうこれは、このままじゃ私つらいばっかりだなあ』っていうふうに思ったんですよ

ね。私は到底そう思えない、っていうのがあって、これがすごい甘さなんだなあって、お

互いの甘さだったんだ、っていうのはすごい思いましたね」と語っていました。 
 ３番目のケースも似ています。先ほどひとり親家族の時期に孫と祖父母のつながりが強

くなることがあると言いましたけども、この方の場合には、夫の元配偶者の方が亡くなら

れた後、その両親（子どもたちの祖父母）がすぐ近くに住んで交流がありました。亡くな

った元妻のご両親が「走れば 30 秒」のところに住んでいたので、再婚して一緒に暮らし

始めたらすぐ夏休みになって、この継母さんが子どもたちのお昼ご飯を毎日一生懸命作る

のだけど、継子の一人は食べ物の好き嫌いが激しく、作ったものを食べずに近くに住んで

いるその祖父母のところに駆け込んで好きなものを食べさせてもらっていたのです。それ

で継母が「非常に傷ついた」という例です。ご飯を食べさせるのは「新しいお母さん」で

ある自分の仕事であるのに、それを継子に食べてもらえないことは、お母さんとして受け

入れられていないことになります。そこから悩みと葛藤が始まった事例です。 
 それ以外にも、やはり継子のおばあちゃんがそれまで子どもをしつけていたのだけれど

も、継母が新しいお母さんになったのだから、「あなたのやり方」でしつけてほしいと言わ

れてがんばったという事例がありました。しかし、子どもはおばあちゃんのしつけの方針

に慣れているので簡単には変われないわけです。それで継母は祖母との競争に負けたよう

な気持ちになり、子どもの母親になるという当初のイメージや期待が崩れていく経験をし

て苦しみます。 
 
ステップファミリーの構造的困難 

 こうやっていくつかの事例を並べて検討してみると、継親を親の代替者だと考える「ス

クラップ＆ビルド型」のステップファミリーの経験する困難は、構造的な困難だという気
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がしてきます。「構造的」とはどういう意味かというと、社会の標準的な家族の鋳型、つま

り子どもにはただ一人のお父さんとただ一人のお母さんがいるというパターン、その型に

無理やりはめ込もうとすることによって摩擦が生じているように思えるのです。そこでは、

継親子は親子になるしかありません。社会が用意した（唯一絶対の？）家族の型とステッ

プファミリーという家族の状況との間に生じる摩擦という意味で「構造」上の問題、「構造」

のミスマッチから生じる困難だと思えるのです。 
 継母さんの場合には典型的に深刻な問題が現れやすいようです。子どもから見ても、自

分自身の意識としても母親ではないのに、どうしても「唯一の母」という重い役割を担わ

ざるをえない状況に置かれやすいのが継母です。そして、その鋳型へのはめ込みがうまく

いかないときには、その原因は鋳型にあるのではなく、家族の中の誰か、特定の個人の問

題と考えられてしまいやすいのです。当然そう感じられるはずなのに、本当の母親のよう

には感じられず、そのように振る舞えなかったり扱ってもらえなかったりした場合、なぜ

あなたはできないのか、なぜ私はできないのだろうかと、自分や他の誰かを責めやすいの

です。自分は「意地悪な継母」なんじゃないかとか、ダメな母親じゃないかとか、強い自

己否定にいたる場合もあります。一方、自分を親として受け入れない継子の方に問題があ

るんじゃないかというように、子どもの側の問題として追いつめていってしまう場合もあ

るように思います。 
 しかし、これは個人の問題というよりも構造の問題です。なのに、私たちは個人の問題

にすり替えているのです。標準的な家族の型を「当然」のものと思って、疑わないからで

す。この点、個人ではなく、社会制度に目を向けた、先ほどのチャーリンの指摘は画期的

だったのです。1 つのタイプの家族イメージしか用意していない社会の制度状況にこそ目

を向けるべきなのかもしれません。そうすれば、子どもにはすでに母親と父親（および祖

父母など親以外の親的な大人）が存在しており、（曖昧な）喪失経験があり、その後に継親

が登場して子どもと何らかの関わりを持つようになったという構造の家族なのに、比較的

シンプルな初婚家族の構造に無理やり当てはめて、そのように振る舞おうとするところか

ら困難が生じる構図が見えてきます。 
 もちろんこれは継母だけでの問題ではありません。最近、子どもの虐待死事件が起きる

と継父が注目されることが多いです。例えば、『朝日新聞』（2009 年 5 月 22 日大阪版夕刊）

の記事の中には「子連れ婚の虐待、防げ」「『実父以外の父』検挙者の 37％」「家族の実感

乏しく攻撃」というような見出しが並んでいます。継父のような「実父以外の父」は危険

な存在であると言わんばかりの認識が、新聞の見出しに表れています。暗黙の内に、「実父

以外の父（継親）」も父であるという前提に立ち、父親なのにちゃんとできない（ダメな？）

父親と見なす視線がそこにあります。このような報道によって、継母と同じように継父も、

当然家族（親）になるべきでありながら劣った家族（親）でしかないというレッテル貼り

に巻き込まれる危険性があります。 
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表１ 離婚した両親と子どもの関係
新しい社会規範の形成？

夫婦が離婚した後も子どもは両方の親と接
する方がよいか？

1986年 支持40.8%／不支持14.2％
「家庭・家族に関する世論調査」総理府 全国20歳以上男女

↓ ↓

2006年 支持72.0%／不支持5.2%
「JGSS-2006調査」 全国20-89歳男女

出典：菊地（2008）

「連鎖・拡張するネットワーク型」家族の課題 

 一方、ネットワーク型の家族、つまり両親の離婚後も両方の親と子どもの関係が続くパ

ターンもあります。両親の離婚後、祖父母などの親族の関わりも維持されたり、増えたり

する一方、親の再婚によって継親やステップのきょうだいなど、新たな関係がそこに加わ

っていくというかたちでステップファミリーが作られるパターンです。 
 菊地さんの数年前の論文によれば 7、日本でも「夫婦が離婚した後も子どもは両方の親

と接する方がよい」という考え方が広まってきていると思われます（表１参照）。現在では、

この意見を支持する人の割合が 70％を超えているとするならば、もしかするとそれが多数

派の考え方、社会の新しい規範になっているのかなとさえ思えます。 
 こういう状況においては、しかし、誰が

誰のケアをするべきなのか、ケアの権利義

務関係はどうなっているのかという問題に

ついてはさらに曖昧な状態が生じます 9。

先ほどの「スクラップ＆ビルド型」でした

ら、その世帯内にいる継親が親の役割を肩

代わりしていくということが暗黙の前提な

のですが、ネットワーク型の場合は必ずし

もそうではない。いろんな大人が関わる可

能性があるわけです。それをどのように調整してうまくやっていくかという難しい問題が

新たに浮上します。再婚後も両方の親との交流を続けるという原則を維持するのは簡単で

はないことが、インタビュー事例からも示唆されました。 
 インタビューした、あるお母さんは、娘を（離婚した元夫である）父親に会わせたいと

思っていました。しかし、面会して帰ってくると、娘が昔を思い出して落ち込んだり、継

父に対して冷たくしたりすることを気にしているんですね。継父のほうも「会わせないほ

うがいいんじゃないか」と言っていた。けれども母親は、ヴィッシャー夫妻のステップフ

ァミリーに関する本 10 を夫に読ませて、アメリカの事情を知ってもらい、日本でもやっぱ

り親に会わせた方がいいと、夫を説得して実施しているという例でした。 
 一方、別居している父親（自分自身も元妻も再婚している）へのインタビュー事例では、

再婚した元妻の世帯で暮らしている子どもたちから電話で「会いたい」と言ってくるけれ

ども、あちらの「家族」にも「お父さん（継父）」がいるわけですから、そっちに首を突っ

込むのはどうなのかなと、子どもたちと会うことを遠慮していました。「今はなるべく遠ざ

けるようなかたちでなるべく向こうへ、向こうへ」と距離を置くようにしていると言って

いました。子どもたちの要望にあわせて面会交流を実施していても、父親は継父（新しい

お父さん）と競合しないように、あえて子どもたちと距離を置こうとしていました。これ

は、「スクラップ＆ビルド型」と「連鎖・拡張するネットワーク型」という２つの家族モデ

ルが葛藤をもたらしている状況の典型例と言えるかもしれません。 
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家族境界の曖昧さに耐える 

 もうひとつのインタビュー事例は、これは継母さんですけど、長年義母（夫の母）、つま

り継子たちのおばあちゃんとも同居していた方です。意識的にあまり母親役割を引き受け

すぎないようにと心理的には継子たちと距離を置きながらも、継子たちの日常的ケア役割

を担うという立場で暮らしてきた方です。そのおばあちゃんがつねに自分に対して批判的

であることも知っていました。自分の悪口を継子たちがいつも聞かされていたはずなので、

継子たちは自分のことをあまりよく思っていないだろうと思っていた。けれども、継子た

ちが成人した後に改めて話をする機会があって、「おばあちゃんが四六時中文句言ってい

た」ことについて、「○○さん（継母の呼び名）はどう思っているんだろう」とずっと気に

なっていたという言葉を聞いたんですね。それで、やっぱり子どもたちはそれなりの関係

を作っていけば自分のことをわかってくれるものだと実感したそうです。その出来事を契

機に、継子たちとも仲よくなったと語っていました。このケースでは、継母が無理に母親

になろうとせず、義母（継子たちの祖母）と競合しないように心理的に距離を置いた関係

を続けてきたのに、継子が成長したときには、ある種の信頼関係が結果的にできあがって

いたことに気づいたわけです。時間の流れの中で継母子関係がいつの間にか成熟していた

のです。内容は様々ですが、時間の流れの中で、継親子関係が予想外に変化したという例

はいくつもありました。 
 さて、もう時間が来てしまいました（笑）。最後の事例にも出てきたような、子どもの祖

父母世代と親・継親世代との間の「世代間の家族境界」をどのように維持するかが日本の

ステップファミリーにおいては重要な問題になりやすいようです。その境界が曖昧である

ことが問題化しやすいということです。さらに、今後は「世代内の家族境界」、つまり離婚

後に父と母が作る家族間の境界が前面に出てくるかもしれません。面会交流が一般化すれ

ば、この二人の親の二つの家族の境界をどのように設定するかが問題化します。子どもは

どちらの家族に所属しているのかをめぐる問題です。先ほどの、子どもと面会交流をした

いが、子どもを遠ざけるべきだと感じていた父親のジレンマがその一例です。 
 おそらく、今後の日本のステップファミリーにとって重要になってくることは、世帯単

位で家族の境界をきっちり区切って「スクラップ＆ビルド型」を続けていくのではなくて、

境界の曖昧さに耐えながら子どもの

所属の流動性をある程度高めていく

ことかもしれないと思っています。

境界線をある程度曖昧にしながら、

世帯を超えるつながりを維持してい

くスタイルもひとつの家族のあり方

だと社会に受け入れられれば、先ほ

どお話しした「構造的な困難」を和

らげられるかもしれません。具体的
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に、どうやればそんなことが可能なのか、が最大の課題になります。ひとつの方策は、SAJ
がこれまでやってきたように、ほかの家族は一体どうやっているのかについての情報やア

イディアを交換し、共有し合うことです。多様な実例、具体例を知ることが重要です。例

えば、最近、漫画家の赤塚不二夫の娘さんが自分の家族経験を書いた本が出版されました。

その本の中には、離婚した両親との関係、継父・継母との関係をすべて密に育んだ事例が

書かれています 11。そういう試みの事例、つまり家族モデルを次第に増やしていくことに

よって、唯一のパターンである標準型の家族を再建するだけではない、多様なステップフ

ァミリーの家族形成がしやすくなると思います。SAJ の活動に参加したことによって、そ

ういう方向に意識が変化したというインタビュー事例を、お配りした資料に少し詳しく紹

介しておきましたので、そちらを見ていただけると幸いです。 
 完全に時間がなくなりました。これで私の話を終わります。 
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４.継母の役割アイデンティティ 

－多様性と変化 

Role-Identities of Stepmothers in Japan: Their Diversity and Changes over Time 

菊地真理（大阪産業大学） 

Mari Kikuchi (Osaka Sangyo University) 
 

なぜ、継母になることが難しいのかー母親の代わりか、意地悪なまま母？ 

皆さま、こんにちは。大阪産業大学の菊地真理と

申します。私は「継母の役割アイデンティティ－多

様性と変化」というタイトルで報告させていただき

ます。私はこれまで、インタビュー調査を継続しな

がら、ステップファミリーのなかでも特に継母に着

目して、継母の経験とは一体どういうものなのかを

明らかにしていく研究を続けてきました。その結果

について今日はご報告させて頂きます。 
継母になることの難しさについては、米国でもそして日本でも､よく指摘されています 1。

継母は継子の母親の代わり、母親の代役になるということが当然視されてしまうというの

があります。また、継子をかわいいと思えない、そういった悩みを打ち明けたときに、当

事者でない、継母ではない立場の人に打ち明けたときに、なかなか共感してもらえない。

逆に、「それは継子がかわいそうじゃない？」というふうに非難されてしまうこともある。

それを恐れて、悩みを誰にも打ち明けられず孤立してしまう。というのも、先ほど野沢先

生が指摘されていましたが、いま日本のなかで、継親の役割モデルが曖昧な状況にある。

つまり、継母が継子に対してどういう存在になるべきなのか、どのような役割を担うべき

なのかということについて、役割モデルがない。そのように非常に曖昧な立ち位置にある

継母に対して向けられるイメージというのは、おとぎ話にあるような意地悪なまま母か、

子どもを献身的に世話をする、優しくて愛情深い母親という、両極端なものです。その相

反するふたつのイメージのはざまで、継母はステップマザーとしてのアイデンティティを

形成していかなくてはならない、そういう状況にあるのではないかと思っています。 
 
いろんな家族経験のなかでも、高いストレスを抱えやすい継母 

継母が高いストレスを抱えやすいというのは、アンケート調査による結果からも読み取

ることができます 2。これは日本家族社会学会が行っている全国家族調査の結果です。こ

れは役割ストレーン（家族内で自分の負担が大き過ぎると感じたこと）について、「ふたり

親」・「ひとり親」・「ステップリレーション（継関係）にある親」といった家族類型の、そ

れぞれのカテゴリーごとに「男性」「女性」を比べて出した結果をグラフにしたものです。

点線の○でかこったカテゴリーに注目していただきたいのですが、「ステップリレーション

にある親」、なかでも「女性」が最も高い役割ストレーンを抱えている、家族内で抱える負
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担感が大きいと感じている、という結果が出ています。さらに、「ステップリレーションに

ある親」の場合、「男性」と「女性」の役割ストレーンの差に、他の家族類型よりも大きな

開きがあるというのも特徴です。ただ、この「ステップリレーションにある親」で「女性」

の立場にある人には、継母だけでなく実母も含まれています。なので、厳密には継母だけ

ではないのですが、他の家族のタイプと比較したときに、ステップリレーションにある実

母・継母というのは、最も高い役割ストレーンを抱えている、家族内で負担を感じている、

ということが示されています。これは統計的にも有意な差が表れていました。 
 
インタビュー調査から明らかになったことー継母役割アイデンティティのマトリックス 

こういったアンケート調査の結果をふまえて、私は、なぜ継母が非常に高い負担感を抱

えているのか、役割モデルの無いなかで継母は継子とどういった関係を築いていくのかと

いうことをリサーチクエスチョンとして、継母に対するインタビュー調査を行ってきまし

た。その際にふたつの概念に注目しています。ひとつは役割アイデンティティ Role 
Identity3（継母が継子に対してどういう存在と思っているのか、どういう役割だと考えて

いるのか）、もうひとつは家族境界 Family Boundary4（家族の範囲、特に継子や別居の実

母をどのような存在と考えているのか）です。これらをどのように定義していくのか、そ

の定義が変容するとしたらそれはなぜなのか、継母の役割アイデンティティ形成のプロセ

スからステップファミリーの家族形成を分析しています。 
 インタビュー調査にあたっては、これまでのべ 34 人の継母さんにご協力をいただきま

した。34 人のなかには、再インタビューにご協力をいただいた継母さんも含まれます。今

日これから紹介するのはそのなかから 6 ケースの継母さんの語りです。インタビューさせ

ていただいた 34 人の継母さんは、いずれも継子と同居しているという共通点があります。

調査によって何が明らかになったかということを初めに示したいと思います。先ほど、役

割アイデンティティと家族境界というふたつの概念を使って分析を進めていったと言いま
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したが、このふたつを軸として交差させて作ったマトリックス（上の図）で、私がインタ

ビューしたデータを整理できると考えています 5。 
このマトリックスの横軸となる役割アイデンティティは、継母さん自身が継子の「母親」

だというふうに感じているか、思っているかどうか（「母親」アイデンティティ）、あるい

は母親とは異なる、別の何者かと感じているのか（脱「母親」アイデンティティ）。そして

縦軸となる家族境界は、夫婦とその子からなる核家族境界を保持しているのか、それとも

そこにこだわらず比較的柔軟な家族境界を設定しているのか。この２軸を組み合わせてで

きる４つのタイプ（受容、後退、離脱、回帰）を用いて、それぞれの事例を整理したのが

次のスライド（次ページ図）です。そして継母がもつ役割アイデンティティが変化してい

くパターンを 5 つ（①「受容」⇒「後退」、②「受容」⇒「後退」⇒「離脱」、③「離脱」

（変化なし）、④「離脱」⇒「後退」、⑤「離脱」⇒「回帰」）見出しました。 
 
母親からの後退－パターン①「受容」⇒「後退」 

ここからは役割アイデンティティの変容パターン順に説明させて頂きます。報告時間の

都合上、特にパターン①、パターン②、パターン③を中心にお話させていただきます。 
ひとつめの変容パターンは、「受容」から「後退」へと変化するパターンです。「受容」

というタイプは、継母が継子の母親代わりとなり、自分たちのステップファミリーが初婚

のような核家族になったと思い込む。先ほど野沢先生がおっしゃったスクラップ＆ビルド

型に当てはまるものです。私は継親の立場からみた家族形成のタイプをいくつか分類しよ

うとしているのですが、継親がいなくなった実親の代役となることによって初婚のような

核家族を再現していくような家族形成のあり方を「代替家族モデル」と呼んでいます 6。 
継母が「母親」アイデンティティを構築していくきっかけとなるのが、夫や継子の祖父

母から向けられる非常に強い母親役割期待です。その期待の中身というのも、家事や育児

をこなすというだけでなく、継子に愛情をかけかわいがって欲しいというような、非常に
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情緒的な側面が強調された役割を期待される。そういった期待を受容するかたちで、継母

さん自身も積極的に、いいお母さんと認められなくては、という思いを強めていく。イン

タビューさせていただいた継母さんのなかに、結婚するまでキャリアウーマンとしてバリ

バリと仕事をされていたというような方もいたのですが、結婚と同時に母親にならなきゃ

ということで、結婚を機に仕事を辞めて主婦業・母親業に専念するという方も多く見られ

ました。とくに結婚初期段階には、そういったかたちで、仕事を辞め母親になろうと家事・

育児に専念していくというケースが多いようです。 
けれども、ステップファミリー生活がスタートしてから、継子のしつけ・教育というも

のをめぐって、継母子間で衝突が起こってくる。（スライドに）事例をあげましたが、かい

つまんで説明させていただきます。既に継母さんが結婚した時点で、継子はある程度成長

しているわけです。継子はすでに生活のルールであるとか生活習慣をある程度身につけて

いる。それを継母の方針でもってしつけ直していくということが行われていくわけです。

継子からすれば、それまでに身につけてきた生活習慣を、継母によって直されることにな

る。それに強い反発心を抱くようになる。徐々に継母子関係が悪化してしまうということ

があります。「母親でもないくせに」と言われた継母さんもいましたが、いい母親になろう

とするあまりに、厳しくなるしつけや母親としての振る舞いを継子が受け入れてくれない。

継子からの反発や反抗的な態度は、母親として認めてくれていないがゆえのものと感じら

れる。そうなると、母親になろうと思っていた、すなわち継母の「母親」アイデンティテ

ィが大きく揺らがされていく。にもかかわらず、夫からは変わらず母親になって欲しいと

いうような役割を期待され続けていると、子育ての悩みを夫に相談出来ない。それでスト

レスを徐々に強めていってしまう。 
例えば A さん（結婚 3 年 4 ヶ月、継娘 10 歳、現夫婦の女子 2 歳・第 1 回インタビュー
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時）のように、夫と結婚するまでに子育ての経験がない初婚の継母さんの場合には、初め

て実子を出産するという出来事が、この「母親」アイデンティティを大きく変容させてい

くきっかけになっていました。それは、実子を初めて出産して子育てを経験していくなか

で、実子に対して感じられる愛情が、継子には感じられない・・というように、実子と継

子を差別化していく。そういったなかで、「やっぱり自分は継子の母親じゃない。母親には

なれない・・。」と、アイデンティティを変容させていく。A さん自身は、継子に対して「母

親ではなくて、同居人だ」とアイデンティティを変容させていく。母親となって初婚のよ

うな核家族を目指していた A さんの家族境界も変化し、A さん夫妻と A さんが出産した現

夫婦間の女の子のみの核家族メンバーが含まれ、継子は家族境界のなかから排除されてい

く。このような役割アイデンティティと家族境界のタイプを「後退」としています。 
（私がインタビューしたなかでですけれども）結婚初期段階におけるほとんどの継母さ

んが、こういった「受容」から「後退」へというようなアイデンティティの変化を経験し

ていました。 
 
母親からの離脱－パターン②「受容」⇒「後退」⇒「離脱」 

さらにその後、継母子関係が大きく転換していくのがこのパターン②です。「受容」か

ら「後退」、そして「離脱」へと変化するパターンです。「離脱」というのは、別居の実母

が「母親」であって、継母は「母親以外の存在」としてアイデンティティ形成する。つま

り、子どもとひと組の両親（夫妻）という核家族境界に固執せず、実母の存在も当然視し

て緩やかに家族境界を設定し、継母は母親ではない存在として脱「母親」アイデンティテ

ィを形成することができるようになる。 
A さん（結婚 8 年 4 ヶ月、継娘 15 歳、現夫婦の女子 7 歳・第 2 回インタビュー時）の

ケースでは、実母の話題あるいは実母の存在というのが、家族のなかには「いないもの／

いなかったもの」というふうに隠されてしまう、隠れた存在になっていた。A さんのステ

ップファミリーのなかで、実母のことはいっさい語らない、ずっと語れない状況にあった

そうです。これを、「ステップファミリーのタブー」だと（スライドに）書きましたが、A
さんの夫は「家族のなかに母親は A さんひとりだけ」と考えている。けれども、A さん自

身は「母親的なポジションにあるのは自分だけではない」と考えている。家族モデルが夫

婦間でズレているわけです。そういう状況のなかで、A さんが自分は継子にとって「ただ

の同居人」だと言っていた、脱「母親」アイデンティティをどのように変容させていくの

か、ということなんですけれども。さらに変容させていくきっかけとなったのは、成長し

た継子、この時点で継子さんは 15 歳になっていましたけれども、継子との関わり合いの

なかで、継子からの役割期待をくみとり、アイデンティティを変容させていくわけです。 
たとえば、A さんの実子に対する振る舞いをみて、「私が子どものときには、そんなふう

に優しくしてくれなかったじゃない、そんなことしてくれなかった・・」と、継子が A さ

んに対して気持ちをぶつけてくるようになった。そうなって初めてＡさんが、「あの子（継
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子）のときにはしてあげられなかったことがたくさんあったんだ。（継子から）言われてみ

て改めて気づいて、そういう風にやってあげればよかったって、反省点が今すごく出てき

た」と（言っていた）。そして継子に謝罪した。「『ゴメンね』と謝った」ということもあり

ました。 
このことは A さんにとってとても重要な出来事になっていて、というのも、継子が気持

ちをぶつけてくる、そういうやり取り・ぶつかり合いを繰り返すなかで、実は継子が自分

（A さん）に「母親」を求めているというような、継子からの役割期待を初めて認知した

出来事であったわけです。けれども、A さん自身は「母親」は離れて暮らす実母であるか

ら、「母親」を目指すことはしない。自分にとって実現することができそうで、自分たちの

関係にとって適当な、「友達のような親子」を目指していきたいというように、自ら選択し

た役割アイデンティティへと変容させていくのです。 
 
意図的に母親以外の存在になろうとする継母－パターン③「離脱」 

A さんのように、成長した継子との相互交渉

を通じて、だんだんと「離脱」タイプの脱「母

親」アイデンティティを獲得していく、という

ケースもあったんですが、一方で結婚初期段階

からこういった脱「母親」アイデンティティを

すでに獲得していて、そうであるがゆえに、比

較的継子との関係も安定しているというケース

もありました。それがパターン③です。 
このパターンは継母の役割アイデンティティ

が変化しないという特徴があり、非常に家族間で合意形成、継母がどういった存在なのか

ということに対する合意の程度が高いとみています。結婚８年目になる C さん（継息子

17 歳、継娘 15 歳）の場合でしたら、とてもまれなことですが、継子の実母の話題、実母

の存在を家族のなかで隠すことはしない。一切交流のない実母を探して会いに行きたいか、

何年も前に別れたきりの実母のどんなことを覚えているかといった話題を、継子との間で

非常にオープンに話し合うというようなことを繰り返してきている。自分たちにとっての

実母の位置づけ、実母との関係性をはっきりさせているわけです。C さんのステップファ

ミリーでは、実母というのは、たとえ交流がなかったとしても、未だに存在し続けている、

家族的関係が継続している。家族の境界線は、夫妻と継子だけという核家族に固執してい

ない。だから C さんが実母と「母親」のポジションを競い合うということにもならない。

継子の「母親」は実母であって、C さん自身は（継子たちの）「一番近くにいる大人」だと

して、「母親」アイデンティティからも意図的に距離を置いているのです。  

日本の場合は、別居実母との交流というのが非常に少ない。私がインタビューしたなか

でも 4 ケースしかいなかったんですが、その 4 ケースのうちのひとりが D さん（結婚７年、
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継息子 14 歳、実息子 15 歳、実娘 12 歳）です。D さんの場合は、実母との交流が継続して

いるために、その存在は初めからはっきりしている。実母は定期的で頻繁な交流を通じて

継息子の成長に深く関与していて、継息子の部活動や運動会などの学校行事にも、別々で

だけれども実母も継母も参加する。離れて暮らしている実母を含めた家族形成というもの

がみられているわけです。だから、同居しているあいだは「責任を持って面倒をみる保護

者」であって、「母親」は実母だと D さんは考えている。  

D さんは夫妻双方が子連れで再婚したステップファミリーなんですけれども、お互いに

別居実親との関係が継続しているというケースです。C さんと同じように、別居実父や別

居実母の存在を隠さず、継子にとって今でも（離婚・再婚後も）重要な存在としてあり続

けると認識し、むしろその関係が継続していけるように尊重（サポート）しようとしてい

る。C さんと D さんに共通するのは、継子が実母を失った喪失感と実母への思慕を抱えて

いることを察知しているがゆえに、あえて「母親」のポジションを奪わず、「母親以外の存

在」としてのアイデンティティを選択的に形成していった。実母か継母のどちらかひとり

を継子の母親と限定しようとする「代替家族モデル」とは違って、「離脱」のケースにみら

れるような、継母と実母が継子の成長に関わり子育ての役割を分担するような家族形成の

タイプを「継続家族モデル」と呼んでいます。  

 
母親のポジションを競合しあう実母と継母－パターン④「離脱」⇒「後退」 

継子が離れて暮らす実母と交流を継続していた場合、別居実母と同居継母のあいだで、

継子のしつけや教育をする役割・責任の分担というのがうまくいかないと、どちらがよい

「母親」かをめぐって実母と競い合わなくてはならず、アイデンティティが揺らいでしま

うというケースもありました。乱れた生活習慣を正そうとする継母のしつけは厳しいが、

実母はうるさいことは言わずに何でも許してくれる。だから、継子は実父や継母に対する

反発心を抱えて家出をし、実母の家に引っ越してしまう。このような継子の行動は、たと

え継母が脱「母親」アイデンティティをもっていたとしてもこれを傷つけ、深刻な自己否

定に陥らせ、継母は家族境界から継子を排除せざるをえなくなるケースもありました。 
 
家族のなかにふたりの母親がいる－パターン⑤「離脱」⇒「回帰」 

最後のパターン⑤ですけれども、「離脱」→「回帰」というパターンです。Ｅさんの事

例を挙げていますが、Ｅさん（結婚６年４ヶ月、継息子 23 歳、継息子 20 歳、実娘 24 歳、

実息子 21 歳）は子どもが 10 代、中高生と少し大きくなってから夫妻がお互いに子連れ同

士で再婚したステップファミリーの継母さんです。子どもがちょっと大きくなっているの

で、生活習慣のルールなどを子どもたちにも参加させるようなかたちで家族会議を何回も

開いて、お小遣いの額やテレビ視聴時間などひとつひとつ生活のなかの決まりごと、生活

習慣のルールをステップファミリーの家族メンバー全員で相談して決めていったそうです。

年中行事や長期休暇中の家族旅行なんかも必ず開催して、現在のステップファミリーとし
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ての共有経験を積み重ね、現在のステップファミリーの家族メンバーに連帯感・所属感を

作り出していった。 
E さんは結婚当初には脱「母親」アイデンティティをもっていたのですが、かつ、実母

の存在も家族境界から完全に排除しているというような境界の設定の仕方ではなかったん

ですけれども、継子からの母親役割期待というものも受容して、ふたりの母親が存在する

家族のなかで「もうひとりの母親」という役割アイデンティティを持つパターンです。 
 
ストレスへの対処戦略としての役割アイデンティティの変容 

まとめに入ります。いくつかのパターンを比較して見えてきたのは、継母の役割アイデ

ンティティには、「母親」か「意地悪なまま母」かというだけではない、多様性があるとい

うこと。もうひとつは、再調査インタビューを行って５、６年後、継母の経験がどのよう

に変化したのか、家族関係がどういうふうに変化したと感じているのかを尋ねたわけなん

ですが、時間の経過によってアイデンティティや家族境界が変化している、可変性がある

ということもわかりました。最後に、継母の役割アイデンティティに多様性があるとか、

変化していくということに、どんな意味があるのかを考えてみたいと思います。  

冒頭で継母に適当な役割モデルがないと言いましたけれども、役割モデルがないからこ

そ、ステップファミリーのメンバー間で継母に対する役割期待や理想とする家族モデルに

ズレが生じてしまう。そしてそのことが、ステップファミリーの家族形成の難しさと関わ

ってくるわけです。夫から期待される母親役割を引き受け、継母は「母親」としてふるま

おうとするけれども、継子からは拒否されてしまう･･･といった役割期待のズレが、継母に

葛藤やストレスを引き起こす要因となっています。継母は「同居人」とか「保護者」、「友

だち」などへと役割アイデンティティを変容させることによって、そのズレに対処しよう

とする。役割アイデンティティの変容とは、夫や継子からの役割期待を認知し、それを受

け入れたりあるいは否定したり、状況に応じて柔軟に変更させながら、それぞれのステッ

プファミリーのなかで、継母自身にとって最適のアイデンティティを探索していくプロセ

スであるわけです。そういった意味で、継母の役割アイデンティティは、ステップファミ

リーメンバーとの相互交渉のなかで作り出されるものといえます。  

その役割アイデンティティ形成のプロセスからは、「母親」アイデンティティと核家族

境界を設定する、これを私は初婚の核家族を再現した「代替モデル」と呼んでいるんです

けれども。そういったところから、核家族に固執せず複数の親の存在を包括した家族境界

を設定し、「母親」アイデンティティから距離をとっていく、これを「継続モデル」と呼ん

でいますが、「代替モデル」から「継続モデル」へのシフトというのが見られるのではない

かと思います。「継続モデル」を安定させていくためには、家族間の合意形成が重要となり

ますが、その家族間の合意形成を阻むのは、実母の話題・実母の存在をタブー視する、隠

れた存在にしてしまうこと。実母をタブー視するというのは、母親は家族のなかでひとり

だけ、ふたり以上いるというのはあり得ないという、一対性の親子規範に支えられた「代
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替モデル」を象徴しているからです。継子にしても、誰が自分の母親なのか？ 実母はも

う母親ではないのか？という曖昧な状況を引きずったままでは、継子は継母をどのように

受け入れたらよいのか困惑してしまいます。そうなると継母が役割アイデンティティを形

成していくための（継子との）相互交渉を開始できない障害となってしまう。ただ同時に、

別居実親のことを子どもに伝えるべきか、伝えるとしてもどのように伝えればよいかとい

う問題も同時に孕む非常にデリケートな問題です。  

継母のストレスの背景を探っていくと、伝統的な家族規範、つまり初婚の核家族モデル

の根強さが浮かび上がってきます。家族が多様化していると言われていますが、（「受容」

タイプで見られたように）ステップファミリーの家族形成でモデルとされるのは初婚の核

家族であり、性別役割分業と母性愛規範にもとづく母親役割を継母は求められる。そうい

ったなかで、伝統的な（初婚の）核家族モデルを乗り越えて、独創的に自分たちの家族を

つくっていくというのはとても困難な挑戦ですし、当事者の努力だけに委ねられるもので

はありません。このような家族モデルの根強さは、単独親権制という日本の現行法制度と

無関係ではありません。現行の法制度や家族規範が、ステップファミリーのような多様な

家族の実態とのあいだにどのようなジレンマを生じさせているのか、そして多様な家族を

許容する社会のあり方とは何なのか、ステップファミリーの挑戦は私たちにこのような課

題を投げかけています。私はこの課題に今後も挑戦し続けていきたいと思っています。  
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５．日本のステップファミリーをめぐる法制度の現状と課題 

An Overview of the Legal Systems Regarding Stepfamilies in Japan 

早野俊明（白鷗大学） 

Toshiaki Hayano (Hakuoh University) 

 

ステップファミリーとは 

ステップファミリーをめぐる法律上の問題として、どのような問題があるのか、その問

題に対し法あるいは裁判所はどのように応えているのか、また、法または裁判所の対応の

ほかにどのような考え方があるのかということを紹介し、最後に今後のステップファミリ

ーをめぐる法制度のあり方について私見を述べたいと思います。 

まず、ステップファミリーの定義についてですが、本

報告では、「親の再婚によって子どもと親の配偶者との間

に、継親子関係が生じた家族」とし、再婚を法律婚、子

どもを未成年者に、原則として継親子関係に養子縁組が

ない場合に限定し、とくに継親子の法律関係に注目し説

明していきたいと思います。ステップファミリーの定義

については、社会学等からの定義からすると狭いのです

が 1、法律関係が複雑になり説明が煩雑となりますので 2、

このように限定いたします。 

 

現行民法の基本的立場 

 結局、「継親子関係を含んだ再婚家族」をステップファミリーと定義づけますが、このス

テップファミリーについて、親子関係を規律する日本民法は、何も規定しておりません。

しかし、父母が協議離婚をする場合に、子の監護について必要な事項を協議して定め（民

法 766 条）、父母の一方を親権者と定めなければならない（同 819 条）として、民法は子

連れ離婚を認めていることになり、また、女性は離婚後 6 ヵ月を経過しなければ再婚でき

ない（同 733 条）と定めていますので、子連れ再婚の可能性を予定していることになりま

す。このように日本民法は、継親子関係の存在ひいてはステップファミリーの存在を容認

していることになります。 
 

しかし一方で、現在の民法は、法律上の親子関係について、法定親子関係、現在では養

親子関係ということになりますが、この養親子関係のほかに、血縁的（生物学的、遺伝的）

な親子関係が存在することによって成立するとされています。そして法律上の親子関係が

成立すると、親権・監護権、扶養（養育）義務、相続権等の法律上の効果が包括的に発生

するという法形式を採っています。したがって、継親子関係においては、社会的には実親
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子と同様の関係にあり、扶養・監護教育など緊密な親子としての生活実態があっても、養

子縁組の届出や審判がない限り、血縁関係がありませんので法律上の親子関係にはなく、

親権・監護権、扶養（養育）義務、相続権等といった法律上の親子関係から発生する権利

義務関係は、原則、発生しないということになります。継親子関係は、法律上、赤の他人

同士といってよいのかも知れません。 

 

ステップファミリーをめぐる法状況と課題 

 次に、ステップファミリーをめぐる法状況について説明し、また、その問題点を指摘し

ていきます。まず、養子縁組 3 とくに普通養子縁組（以下、「養子縁組」とします）につい

てです。前述しましたように、継親子間には法律上の親子関係がありませんから、法律上

の親子関係が成立することで発生する親権・監護権、扶養（養育）義務、相続権等の法律

上の効果（権利義務関係）は発生しません。継親子関係において、法律上の親子としての

効果を発生させようとするならば、すなわち、法律上の親子関係を成立させようとするな

らば、現在の法制度では養子縁組によるしかありません。日本の場合、養子縁組の中でも

継子の養子縁組を成立させるための要件は緩く、未成年養子縁組のほとんどを占めている

といわれています。民法は、継親子が事実上の親子的生活関係を形成することが少なくな

いため、これを法律上の親子関係に転化させやすくしているといってよいと思います。例

えば、未成年者を養子とする場合に必要とされる家庭裁判所の許可は、「自己又は配偶者の

直系卑属を養子とする場合」には免除されます（民法 798 条ただし書）。また、15 歳未満

の子を養子とする場合には、その法定代理人が代わって承諾をしなければならないのです

が（同 797 条 1 項）、代わって承諾（代諾）をする法定代理人のほかに、養子となる者の

監護すべき者（監護者）と定められた父母がいるときには、法定代理人が代諾をするにつ

き監護者である父母の同意を得なければならないと定められています（同 797 条 2 項）。

日本では、母親が親権者すなわち法定代理人となって子を連れて離婚する場合が多く、ま

た、親権者のほかに監護者を定めることが少ないことから、監護者の同意を得なければな

らない場合は少なく、親権者である法定代理人だけの承諾によって養子縁組がなされるこ

とがほとんどです。したがって、母親が親権者となって 15 歳未満の子を連れて離婚し再

婚したような場合、再婚相手（継親）と継子との間で養子縁組をするときには、母親の承

諾だけで養子縁組ができることとなり、親権者でも監護者でもない別居している父親の関

与がなくとも養子縁組ができるということになります。父親の知らないうちに自分の子が

他人（継親）の子どもになってしまうという状況が多いということになります。このよう

に、継親と継子の養子縁組は容易にすることができます。 
 

しかし、一方で、このような現在の法律のあり方は必ずしも子の利益を図るものではな

く、子のもう一方の別居している実親の権利をあまりに蔑ろにするものではないかとの批
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判があります。配偶者の未成年の子を養子とする場合には家庭裁判所の許可を要しないと

する民法 798 条ただし書きの趣旨については、配偶者の子を養子とする場合にはおよそ養

子の福祉を害することはありえないとの判断に基づくとされていますが、この判断がすべ

ての場合に妥当するとは限らないとして、家庭裁判所の許可をすべての未成年養子の場合

に及ぼすべきである 4 とか、あるいは、法定代理人のほかに監護者がいる場合にはその同

意を得なければならないとする民法 797 条 2 項については、離婚後に親権者である父母の

一方がその再婚配偶者との継子養子縁組を代諾する場合には父母の他方がこれをチェック

できることを認める必要があるとして、監護者が実際に監護していない場合や親権者でな

い場合でも縁組同意権を認めるべきである、すなわち、父母であれば監護者・親権者でな

くともその者の同意を必要とすべきである 5 との議論が有力に主張されています。おそら

く将来そのような方向で立法作業が進むと思われますし、そういうことなれば、将来、継

親と継子との養子縁組が現在よりも難しくなってくるだろうと想像されます。 
もっとも、今までの話は、継親子関係を養親子関係に取り込むこと、すなわち、養子縁

組によって継親と継子との間に法律上の親子関係を成立させることが子の利益となりその

家族に安定性をもたらすであろうとの前提

での話ですが、そもそもその前提が適切な

のかどうか、養子縁組をすることが果たし

ていつでも子の利益となるのかどうか、家

族に安定性がもたらされることになるのか

どうかを考えなければならないと思います。

この点につきましては、また後で触れたい

と思います。 
 
第２に、継子の養育費についてです。継親は継子に対し扶養義務を負うのかどうか、別

の言い方をすれば、継親は継子の養育費を負担すべきなのかどうかということです。婚姻

生活のために必要な費用、これを法律用語では「婚姻費用」（同 760 条）といいますが、

例えば、衣食住の費用・交際費・医療費等のほか、子の養育費・教育費等を指すのですが、

この中に継子の養育費が含まれるのかどうかという問題です。この「子」を「（夫婦）共通

の子」と限定する見解もあり、それによれば、継子の養育費の問題は、本来扶養法のレベ

ルの問題であり、継親子間において扶養義務が課されるのは、特別な事情がある場合に家

庭裁判所の審判があるときに限られるから（同 877 条 2 項）、婚姻し共同生活をしている

という理由だけで、継子の養育費を婚姻費用の中に含めるのは、扶養法の原則を変更する

ものである 6 と批判します。しかし、他方で、継子がその夫婦を中心とする家族共同体の

一員となることは社会的に相応な生活形態であり、かつ婚姻費用分担は扶養義務と直結す

るものではない 7 との理由から、あるいは、双方の協力で継子を養育する合意があった以
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上、夫婦の一方がその養育責任を放棄して他方にのみ責任を委ねることが許されてよいわ

けではない 8 との理由から、婚姻費用の中に継子の養育費を含める見解もあり、この見解

に立つ裁判例もあります 9。 
 
第３に、親権・監護権についてです。親権とは、子に対する監護教育権・居所指定権・

懲戒権・職業許可権など子の世話や教育をしたり、しつけをしたりする権限、これを身上

監護権といいますが、これと、子の財産を管理したり、子に代わって契約などの法律行為

をする権限、これを財産管理権といいますが、この２つから成ります。監護権は一般に前

者の身上監護権を指します。前述しましたように、継親子関係にあっては、養子縁組がな

い限り法律上の親子関係が成立しませんので、継親は継子に対する親権・監護権を原則持

ちません。社会的には実親子同様の関係にあり、緊密な親子としての生活実態があったと

してもそうです。果たしてこれでよいのか、議論の余地が十分にあります。また、監護権

については、婚姻関係が別居または離婚に至った場合に、民法 766 条 10 に基づいて継親を

含めた第三者を（ちなみに継親は父母以外の者として法律上「第三者」とされている点に

も注目する必要があります）監護者とすることができるのかどうか、また、継親を含めた

第三者が同条の監護者指定の申立権を有するのかどうかといった法律上の争点があります。

前者の問題については、継子の実親が監護不能や監護不適切な場合もあり、父母以外の第

三者を監護者と定めて子の実質的保護をはかる必要があるとして、また、民法 766 条での

監護者は父母の協議または家庭裁判所の審判がなければ変更・終了が許されず、子のため

に安定した監護養育関係を形成できるメリットがある 11 などとして、第三者も監護者にな

れるというのが通説および実務です。養護施設や祖父母等を監護者とする裁判例 12 があり

ますが、継親を監護者とする公表裁判例は現在のところありません。後者の問題について

は、裁判所・学説の見解は対立しています。継親を含めた第三者からの申立てを認めるこ

とは民法 766 条の文言からは無理があること、親権者や監護者に対する第三者からの不当

な干渉となりうる余地があることを理由に第三者の申立権を否定するもの 13 と、民法 766
条は育ての親としての最適任者を選任したりする積極的な権限を家庭裁判所に付与した趣

旨の規定であるとの理由から、あるいは、第三者からも申立権を認めないとすれば、法規

が欠落していることによる不利益を結果的に子に及ぼすことにもなり、子の福祉の実現が

形式的資格や権限の有無によって阻まれるという不幸な事態ともなりかねないとの理由か

ら、第三者からの申立権を肯定するもの 14 とに分かれます。一審の家庭裁判所は肯定、二

審の高等裁判所は否定する傾向にあります。一般に、自分を監護者にしてもらいたいとい

うことで申立てをすることが多いのですから、継親を含めた第三者も監護者になれるとし

ながら、監護者指定の申立権者になれないとするならば、第三者は監護者になれないとす

ることに等しいと思います。継親を含めた第三者にも申立権を認めるべきだと考えます。

もっとも、どのような場合に申立権を認めるべきかについては検討の余地があります。 
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第４に、面会交流についてです。面会交流とは、一般に、離婚後、親権者または監護者

とならなかった親が、子と会って一緒に時間を過ごしたり、手紙や電話で交流をもつこと

をいいます。面会交流についてもステップファミリーをめぐり２つの法律上の問題があり

ます。１つは、継子の別居している実親（非親権者・非監護者）が、その子に対して面会

交流を求めてきたときに、「新たに形成された再婚家庭における安定性」という要素を面会

交流の可否にあたり考慮すべきかどうかという点です。この点ついては、ａ．面会交流の

障害事由に当たらないとするもの 15、ｂ．まずは新しい家庭の安定、新しい家庭に子が馴

染むことを優先すべきとするもの 16、ｃ．子の現在の安定した家庭を尊重しつつ、実親と

の面会交流の可能性を探る姿勢を失ってはならないとするもの 17、の３つの考え方があり

ます。裁判例は基本的にｂ説に立ち 18、原則として非親権者（非監護者）からの面会交流

を認めないという傾向にあります。ｂ説・ｃ説に対し、ａ説からは、子は現実に監護して

いる親との関係とそうでない親との関係を個別に持つことができるのであり、また、再婚

相手に気兼ねして別れた夫（妻）に会いたくないとか、子を動揺させたくないといった程

度で面会交流が制限されることになり妥当ではない 19 といった批判がなされています。も

う１つは、監護権の場合と同様に、婚姻関係が別居または離婚に至った場合に、継親を含

めた第三者は民法 766 条に基づいて面会交流を申し立てることができるのか、また、第三

者の面会交流は認められるのかどうかという点です。この点につき、第三者の面会交流に

関する規定がないことからいずれも否定する見解と、第三者にも子の利益となる限りいず

れも認めるべきであるとして肯定する見解に分かれています 20。継親からの面会交流の申

立てにつき、公表された裁判例は一件ありますが、血縁関係がないことを理由に面会交流

を認めませんでした 21。もっとも、この裁判例は古いものですので、現在も、同じ理由づ

けで同じ判断が下されることはないと思います。 
 

展望（法制度のあり方） 
 以上、継親子の法律関係・法的地位について説明してきました。この法律上の関係・地

位を一言で述べれば、「曖昧」の一言に尽きると思います。一方で、継親子関係・ステップ

ファミリーの存在を容認しながら、他方で、その法的地位については法律に明確に規定す

ることをせず、すべて解釈に委ね、そしてその解釈も多様です。ステップファミリーをめ

ぐる法制度はまさに「不完全な制度」です。 
このような法制度のあり方に対しては、前述しましたように、継親子関係を養親子関係

に取り込む、すなわち、継親と継子が養子縁組をすることで法律上の親子として地位を包

括的に与えるという方法が考えられます。養子縁組によって継親子間の権利義務関係を明

確にするということです。しかし、養子縁組が果たしていつでも子の利益となるのか、家

族に安定性をもたらすことになるのかは慎重に検討されなければならないように思います。
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養子縁組後離婚問題を生ずる場合には、同時に養親子関係も解消されることが多く、その

意味で養親子関係は婚姻関係に従属しており、養子縁組による継子のステップファミリー

への適応を困難なものとしているとの指摘もあります 22。また、前述しましたように、現

行養子縁組制度は相続権を含めた実親子と同様の法律効果を包括的に発生させることから、

それゆえに養子縁組に躊躇している継親子関係が存在しているという現実にも注目しなけ

ればなりません 23。継親子関係の親子としての生活関係に鑑みれば、法律効果は必ずしも

百である必要もなく、また、ゼロとすることもバランスを欠いているように思います。し

たがって、法律上の親子関係の成立をもって包括的な親子としての法律効果を付与する現

行法のほかに、継親子関係にあっては、その実態ないし実質的関係に着目して当該関係を

実親子に準ずる関係として法的効果を個別に付与する新たな立法の可能性を模索する必要

があるように思います。時間がきました。ご清聴ありがとうございました。 
 
 

注 

1 全米ステップファミリー協会の創設者ヴィッシャー夫妻の定義によれば、ステップファミリーとは、

「一対の成人男女が共に暮らしていて、少なくともどちらか一方に、前の結婚でもうけた子どもがい

る家族」（エミリー＆ジョン・ヴィッシャー『ステップファミリー』［原題 How to Win as a Stepfamilies］
春名ひろこ監修＝高橋朋子翻訳〔WAVE 出版、2001 年〕16 頁）とされ、現在および過去のカップル

関係が事実婚や同棲関係である場合や現在のカップルが同性同士である場合、また以前のカップル関

係に生まれた子どもとその親とが同居している場合だけでなく別居している場合など、現代の多様な

家族状況を幅広く含めようと意図した定義であるとされる（野沢慎司「ステップファミリーとはどの

ような家族なのか―アメリカとの比較を軸として」生活経済政策 124 号〔2007 年〕10 頁）。   
2  本報告以外のステップファミリーの法律関係については、野沢慎司＝茨木尚子＝早野俊明＝SAJ 編

著『Q＆A ステップファミリーの基礎知識―子連れ再婚家族とその支援者のために』（明石書店、2006
年）42 頁以下を参照。  

3 日本の養子縁組には、普通養子縁組のほかに特別養子縁組がある。両養子縁組制度の内容については、

野沢＝茨木＝早野＝SAJ・前掲注（2）218 頁以下を参照。  
4 山本正憲『先例判例  養子法』（日本加除出版、1996 年）73 頁。  
5 石川稔「監護者または非親権者たる父母の同意を得ない代諾養子縁組の効力」沼邊愛一＝太田武男＝

久貴忠彦編『家事審判事件の研究（1）』（一粒社、1988 年）216 頁、223 頁。  
6 松川正毅「婚姻費用と再婚家族の連れ子」判例タイムズ 1100 号（2002 年）43 頁など。  
7 島津一郎『基本法コンメンタール親族［第三版］』［深谷松男］（日本評論社、1989 年）60 頁。  
8 青山道夫＝有地亨編『新版  注釈民法（21）親族（1）』［伊藤昌司・松嶋道夫］（有斐閣、1989 年）

432 頁。  
9 東京家審昭和 35 年 1 月 18 日家庭裁判月報 12 巻 5 号 153 頁、東京家審昭和 49 年 11 月 15 日家庭裁

判月報 27 巻 10 号 55 頁など。  
10 現行民法第 766 条は、「①父母が協議上の離婚をするときは、子の監護をすべき者その他監護につ

いて必要な事項は、その協議で定める。協議が調わないとき、又は協議をすることができないときは、

家庭裁判所が、これを定める。②子の利益のため必要があると認めるときは、家庭裁判所は、子の監

護をすべき者を変更し、その他監護について相当な処分を命ずることができる。③前二項の規定によ

っては、監護の範囲外では、父母の権利義務に変更を生じない。」と規定するが、同条は、「民法等の



 59

一部を改正する法律」（平成 23 年 5 月 27 日成立、同年 6 月 3 日公布。本法は、児童福祉法に係る改

正の一部を除き、公布の日から起算して 1 年を超えない範囲内［平成 24 年 6 月 2 日までの間］にお

いて政令で定める日から施行される。したがって、報告時においては施行されていない。）によって、

次のように改正される。「①父母が協議上の離婚をするときは、子の監護をすべき者、父または母と子

との面会及びその他の交流、子の監護に要する費用の分担その他の子の監護について必要な事項は、

その協議で定める。この場合においては、子の利益を最も優先して考慮しなければならない。②前項

の協議が調わないとき、又は協議をすることができないときは、家庭裁判所が、同項の事項を定める。

③家庭裁判所は、必要があると認めるときは、前二項の規定による定めを変更し、その他子の監護に

ついて相当な処分を命ずるこいとができる。④前三項の規定によっては、監護の範囲外では、父母の

権利義務に変更を生じない。」（下線部分が改正部分）  
11 棚村政行「祖父母の監護権」判例タイムズ 1100 号（2002 年）148 頁。  
12 養護施設を監護者に指定した広島家呉支審昭和 33 年 7 月 28 日家庭裁判月報 10 巻 9 号 91 頁、祖

父を監護者と指定した大阪家審昭和 57 年 4 月 12 日家庭裁判月報 35 巻 8 号 118 頁、祖母を監護者に

指定した福岡高決平成 14 年 9 月 13 日家庭裁判月報 55 巻 2 号 163 頁、金沢家七尾支審平成 17 年 3
月 11 日家庭裁判月報 57 巻 9 号 47 頁など。  

13 元里親からの申立てにつき仙台高決平成 12 年 6 月 22 日家庭裁判月報 54 巻 5 号 125 頁、祖父母か

らの申立てにつき東京高決平成 20 年 1 月 30 日家庭裁判月報 60 巻 8 号 59 頁、島津一郎編『注釈民法

（21）親族（2）』［神谷笑子］（有斐閣、1980 年）157 頁など。  
14 元里親からの申立てにつき山形家審平成 12 年 3 月 10 日家庭裁判月報 54 巻 5 号 139 頁、棚村・前

掲注（11）149 頁、二宮周平「父母以外の者を子の監護者に指定することの可否」判例タイムズ 1119
号（2003 年）113 頁など。  

15 二宮周平『家族法［第 3 版］』（新世社、2009 年）126 頁。  
16 岡部喜代子＝三谷忠之『実務  家族法講義』（民事法研究会、2006 年）207 頁。  
17 善元貞彦「面接交渉とその制限―事例分析を中心として」右近健男＝小田八重子＝辻朗編『家事事

件の現況と課題』（判例タイムズ社、2006 年）165 頁。  
18 東京高決昭和 40 年 12 月 8 日家庭裁判月報 18 巻 7 号 31 頁、大阪家審昭和 43 年 5 月 28 日家庭裁

月報 20 巻 10 号 68 頁、大阪高決昭和 43 年 12 月 24 日家庭裁判月報 21 巻 6 号 39 頁、横浜家審平成

8 年 4 月 30 日家庭裁判月報 49 巻 3 号 75 頁、京都家審平成 18 年 3 月 31 日家庭裁判月報 58 巻 11 号

62 頁など。  
19 二宮周平「子の年齢、心身の成長状況と面接交渉の可否」判例タイムズ 940 号（1997 年）95 頁以

下。  
20 学説の整理については、棚村政行「祖父母の面接交渉」判例タイムズ 1100 号（2002 年）193 頁を

参照。  
21 東京家審昭和 49 年 11 月 15 日家庭裁判月報 27 巻 10 号 55 頁。  
22 大村敦志「『再構成家族』に関する一考察」民事研修 500 号（1998 年）37 頁。  
23 継子養子縁組を行わない理由を分析・検討したものとして、駒村絢子「継子養子縁組の一素描―養

子縁組を行わないステップファミリー当事者による語りを紹介しながら―」法学政治学論究 91 号

（2011 年）33 頁以下が参考となる。  
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６．継親子間の養子縁組の締結をめぐる実情 1 
－インタビュー調査の知見をもとに 

Interviews with Parents and Stepparents on the Adoption of Stepchildren 
駒村絢子（慶應義塾大学大学院） 

Ayako Komamura (Keio University) 

 
「ステップファミリー実態調査」－法的検討の基礎資料を求めて 

 ステップファミリーで育つ子ども達をめぐ

って、法制度はどのようにあるべきか。法的

な観点から子どもの利益を目指した検討を進

めるためには、まず前提として、子ども達の

実情を理解しなければならないのではないか。

そのような考えの下、私は、SAJ さま（以下、

敬称略とします）の協力を得て、「ステップフ

ァミリー実態調査｣と称する調査を実施致し

ました。本調査は 2010 年 8 月～11 月に実施

したものですが、予備調査を同年 2 月に行う等、準備作業に長い時間をかけ、SAJ には、

その間も含めて多大なご支援を頂きました。本稿では、SAJ へのお礼も兼ねて、その成果

の一端についてご紹介します。 
まず、本調査の概容ですが、調査回答者は、ステップファミリー（夫婦（事実婚含む）

の一方または両方に以前の結婚（事実婚含む）で生まれた子どもがいるご家庭）のご夫婦

の一方または双方とし、前婚でもうけた子の年齢、その子との同別居、及び、前婚の解消

理由（離別か死別か）は問わないとしました。回答者募集に際しては、SAJ に加え女性・

子ども支援団体の Wink さまにも協力を頂きました。その結果、全部で 46 名の方から、

99 件の継親子関係を含む 46 世帯のステップファミリーに関する回答を頂きました。 
調査方法は、筆記アンケート（郵送またはインターネット上の調査票回答）とインタビ

ュー（電話または直接対面）の二部構成で行いました。特にインタビューでは、ステップ

ファミリーにおける子の養育について、実親継親夫婦、及び、もう片方の実親の関わり方

をうかがいました。質問事項が盛り沢山になってしまい、所要時間は平均約 1 時間 10 分

にもわたりました。ご協力くださった回答者の皆さまには、心よりお礼申し上げます。 
 
本調査の意義と限界 

わが国では、ステップファミリーの法的側面に焦点を当てた調査は、従来ほとんどあり

ませんでした 2。本調査における回答者の語りは、これまで公に知られていなかったステ

ップファミリーの法的実情を示す手がかりとして、非常に貴重な資料となります。現在、

わが国の家族法（民法）をめぐっては、法改正を目指した研究が活発に行われています。
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検討対象となっている規定の中には、継親子関係に関わるものも含まれています。本調査

の成果は、私自身の研究はもちろん、広く家族法研究全般における基礎資料としても意義

のあるものになるのではないかと考えています。 
ただし、本調査の成果の意義に関しては、回答者層（サンプリング）の偏り故に、限界

もあるということをご承知おき頂かなければなりません。例えば、SAJ や Wink を通じて

回答者を募集したということは、これら団体の支援サービスの利用経験がある回答者が多

く含まれることを示唆します。また、回答者の性別について、男性（継父・実父）の回答

者が 7 名に対して、女性（継母・実母）の回答者が 39 名と圧倒的に多い点も特徴的です。

このように、本調査の成果として獲得されたデータは、決して我が国のステップファミリ

ー一般の姿を正確に代表するものではないということ、ご理解の程をお願い致します。な

お、本調査の回答者・対象ケースに関する基本的なデータは、次の表の通りです。 
 

継子養子縁組をめぐる制度及び議論状況 

継親と子の間の法的関係は、早野報告で

紹介されたように、継親子が養子縁組を結

んでいるか否かによって大きく異なります。

早野報告の繰り返しになりますが、わが国

の現行民法上、「継親子」という法概念は存

在しません。戦前のように、実親継親夫婦

の結婚によって継親子が自動的に法的な親

子になるということもありません 3。継親

子は、たとえ実際には密接な監護養育関係を築いていても、法的には監護・扶養・相続に

関する権利義務を生じないのが原則です。ただし、継親子は、養子縁組を結ぶことによっ

て法的な親子（養親子）になることができます（民法 792 条～。以下、継親子間の養子縁

組を指して「継子養子縁組」とします）。継子養子縁組を結ぶか否かは、当事者の意思に委

ねられています。縁組の成立のためには、ごく簡単に言うと、子が 15 歳以上であれば、

養親子となる継親子同士が縁組を意欲すること、子が 15 歳未満であれば、子にかわって

その法定代理人－典型的には親権者－が縁組を承諾することが求められます（民法 797 条

1 項）。このような縁組を結ぼうという意思は「縁組意思」と呼ばれており、縁組意思の合

致の下で縁組届出が行われ、届出が受理されることにより縁組は成立します。 
 この継子養子縁組に関する規定をめぐっては、家族法改正に関する研究においても関心

が寄せられています。例えば、現行法上の継子養子縁組成立の仕組みは、大雑把に言って

しまうと、子が 15 歳未満の場合、子の親権者として監護にあたる実親とその配偶者であ

る継親という夫婦二人が望みさえすれば、あとは縁組届出を行うだけで縁組が成立すると

いうものです。そこで、このような緩やかな手続に対して、もう片方の実親や家庭裁判所

のチェックを及ばせることにより、縁組が本当に子の利益に適うか否かを検討するための



62 
 

ワンステップを付け加えるべきではないか､ということが議論・検討されているのです 4。 
しかし、現在、継子養子縁組は原則として、継親子間に監護・扶養・相続等に関する権

利義務を包括的に生じさせる唯一の手段であり、正確な実数の統計こそないものの、広く

活用されていることが推測されています。故に、継子養子縁組の成立手続を改めるにして

も、それが実際の当事者に及ぼし得る影響を意識しながら検討を進めるべきであり、その

前提として、そもそも現行法上において、実際の当事者が継子養子縁組とどのように向き

合っているかを理解することが必要であると思われます。 
このような観点から、本実態調査においては、回答者の皆さまが、実際にどのようなプ

ロセスを経て、継子養子縁組を結んだのか、或いは、逆に結んでいないという状況に至っ

たのか、という点を重点的に質問しました。本稿では、この点について回答者の皆さまの

語りが示す多様な実情を眺めます（以下、回答者・当事者の皆さまの敬称等を省略します）。 
 

調査データ－継子養子縁組の締結の有無 

第一に、回答者のそれぞれの家庭では、実際に継子養子縁組を結んでいるのでしょうか。

数字をまとめると、次のようになりました。 
・継父子間で縁組を結んだケース‥18 世帯 27 件（全 27 世帯 46 件中） 
・継母子間で縁組を結んだケース‥12 世帯 16 件（全 30 世帯 53 件中） 
縁組を結んだ継親子は皆、縁組当時同居していました。これに対して、一度も同居した

経験のない継親子はいずれも縁組を結んでおらず、そもそも縁組の締結を検討したことさ

えないとのことでした。そこで、以下、本稿で扱うケースは、縁組を結んだ／結んでいな

いケースのいずれについても、継親子が同居している、或いは同居した経験のあるケース

に限定するものとします。 
 

調査データ－縁組締結に関する検討及び届出の時期 

 次に、縁組を結ぶか否かを検討したり、縁組届出を行ったりといった作業は、どのよう

なタイミングで行われているのでしょうか。特に継親実親夫婦の婚姻の時期との関係で見

ると、継父子ケースと継母子ケースとでは、そのタイミングが大きく異なることが推察さ

れました。 
 まず、縁組締結に関する検討の時期ですが、継父子ケースでは、ほぼ全てのケースで、

継父実母夫婦の婚姻届出に際して、縁組に関する何らかの検討を行っていました。そして、

結果的に縁組を結んだケースでは、夫婦の婚姻届出と（ほぼ）同時に縁組届出も行ったケ

ースが 16 世帯 22 件（全 18 世帯 27 件中）と圧倒的多数を占めていました。これに対して、

継母子ケースは二つのタイプに大きく分かれていました。一つは、夫婦が共に前婚でもう

けた子を連れて同居しているタイプです。このタイプでは、継父子間で夫婦の婚姻届出と

（ほぼ）同時に縁組届出を行うことから、それと合わせて継母子間でも縁組届出を行うケ

ースが目立ちました。対して、夫のみが前婚の子を連れて同居しているタイプでは、婚姻
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届出時に縁組に関する検討を行うとは限らず、縁組を結んだ場合は婚姻届出から相当期間

経過（3 ヶ月～12 年）後に縁組届出を行っていました。このように縁組締結や縁組に関す

る検討の時期は様々ですが、それは、各ケースがどのような考えの下で養子縁組を結んだ

のかという問題と密接に関わっています。詳細は後述します。 
 また、縁組を結んだケースにおける縁組時点の子の年齢を見ると、子の成年後（20 歳以

上）に縁組届出を行ったケースが 1 世帯 2 件あった他は、全て未成年養子でした。また、

未成年養子の中でも、子が自身の意思で縁組できる年齢である 15 歳以上の時点で縁組を

結んだケースが 4 世帯 5 件あった他は、全て 15 歳未満のケースでした。 
 
調査データ－縁組締結をめぐる判断・検討の主体 

ここまで、縁組締結に関する検討や縁組届出の時期をケース単位で確認しました。次に、

ケース単位よりも詳細に、各ケースを構成するメンバーがそれぞれ縁組締結をめぐる作業

にどのように関わっていたかを見て参ります。継子養子縁組と実質的な関わりを持つ主な

メンバーとしては、子自身、継親、実の両親が浮上します。ただし法的には、先程見たと

おり全員の賛成が必要という訳ではありません。本調査の聴き取り対象は基本的に継親実

親夫婦の一方のみであった（夫婦そろっての参加は 3 組でした）ことから、メンバー全員

の関わり方を正確に把握するには限界があったものの、回答者の語りからは次のような傾

向が推察されました。 
第一に、縁組締結を検討したことがあるというケースの大多数は、継親実親夫婦間で何

らかの話し合いを行っていました。具体的には、まず妻側が書籍やインターネットを通じ

て養子縁組に関する情報を収集し、それをもとに夫に相談するというパターンが目立って

いたように思います。そして、結果として縁組を結んだケースでは、多少の温度差はあれ

夫婦両方が縁組に賛成したのに対して、縁組を結んでいないケースでは、夫婦の一方は縁

組を希望していたが他方が反対したというケースも幾つか見られました。 
第二に、子自身の関わり方について、子の年齢が年長になる程、子自身の意見－特に縁

組に反対する意見－が重視されていました。逆に、子が学齢期前～小学校低学年と幼いケ

ースでは、子の意見確認をせずに大人達だけで判断するケースが目立ちました。ただし、

特に継父子ケースの大多数では、縁組により子の氏が変わる点については子の意見を確認

していました。また、法的な知識という点では、子の年齢にかかわらず、調査当時、子は

自身の置かれている法的な立場を正確に理解していないというのが、多くの回答者が推測

するところでした。 
第三に、継親のパートナーでない方の実親、つまり別居実親については、縁組に関する

意見確認を予め行ったケースは 3 世帯 4 件にすぎませんでした。他は全て意見確認を行わ

ず、相当数のケースは事後報告さえ行っていませんでした。意見確認を受けた 3 名の別居

実親はいずれも父親で当時の子の親権者でした。つまり、実父母の離婚時に、母親が監護

権者として子を引き取りながら、別居する父親が親権を持つという措置を取り決めていた
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ものです。いずれのケースも最終的には親権者を父親から母親に変更した上で、母親が親

権者として代諾することで縁組を結ぶに至っていました。しかし、この 3 名の父親のうち

2 名は当初養子縁組に反対し、縁組締結に至るまでに話し合いを重ねたということでした。

なお、この 2 名は共に、単に親権者であっただけでなく、子との面会交流や養育費支払い

も行っていました。 
第四に、継親子が同居しているケースの中にも、ごく少数ながら、縁組について検討し

たことがなかったというケースがありました。これは継母子ケースで、継母子が氏・戸籍

を同じくする以上、縁組を結ばずとも親子としての法的関係が生じるものと考え、縁組を

結ぶという意識をそもそも欠いていたことが理由でした。また、夫婦の結婚当初に同様の

誤解をしており、結婚後相当期間経ってから誤解に気づいたという継母子ケースも散見さ

れました。これらのケースは、本調査の回答においては、縁組の機会をなし崩し的に逸し

ていたと語っていましたが、いずれも調査後に縁組締結に至ったという報告がありました。 
 

「『縁組を結ぶ／結ばない』ということへ向けて抱いた考え」 

以上、継子養子縁組を結んだ／結んでいないという状況

へ至るプロセスについて、いつ、誰が、どのような形で関

わっていたかを確認しました。最後に、なぜ、縁組を結ぶ

／結ばないという判断に至ったかについて、当事者達が

「『縁組を結ぶ／結ばない』ということ」に対してどのよう

な考えを持っていたかという点に焦点を置きながら紹介し

て参ります。 
最初に少し見た通り、継子養子縁組の成立には、養親子

となる継親と子（または親権者である親）の「縁組意思」

の合致が必要です。この縁組意思とは具体的には何かをめぐっては学説・実務において様々

な議論が展開されています。詳細は省略しますが、未成年養子縁組では、養親による監護

養育の実態の存在を前提とした縁組への意思が重視されています。本稿の対象ケースでは、

同居継親は全員、子の監護養育に何らかの形で関与していていたことから、「縁組意思」の

存否は基本的に問題にならないと思われます。しかし、縁組の成立のために必要な縁組意

思の存否の問題よりも詳細に、また、法的な意味での縁組意思の主体に限定せず実質的な

関連を持つその他の主な当事者も含めて、当事者がそれぞれどのような考えの下で、縁組

を結ぶに至ったか、或いは逆に、縁組を結ばないという状況へ向かったか、を知ることは、

ステップファミリーが「縁組を結ぶ／結ばない」ということをどのように捉えているか、

ひいては、実際のステップファミリーにとって養子縁組制度はどのような意味を持ってい

るかを理解する重要な手がかりであると考えます。 

そこで、以下では、回答者の語りをもとに、当事者が「『縁組を結ぶ／結ばない』とい

うことへ向けて抱いた考え」の内容を眺めます。特に、養子縁組によって生じる法的効果
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2

婚姻届出

養子縁組
届出

（氏・戸籍＝前田さん）

（大島さん）

（前田さん）

（大島さん）

（篠田さん） （篠田さん）

婚姻届出

養子縁組
届出

夫婦同氏・同戸籍の原則と継子養子縁組

継父子ケースの養子縁組の例

継母子ケースの養子縁組の例
法的な
親子に

（篠田さん）

実
母

子

継父

実
父

子

継母

は様々ありますが、縁組締結に際して積極的に意欲され、縁組の動機となった効果、或い

は逆に、縁組への抵抗感の理由となった効果として指摘されることの多かった各効果を紹

介します。そして、それと共に、法的効果だけでなく、継親子の関係性をめぐる当事者の

心理が、縁組を結ぶ／結ばないという判断において、どのような意味を持っていたかにつ

いても確認します。なお、繰り返しになりますが、本調査は基本的に夫婦の一方のみの聴

き取りであるため、回答者自身以外の意思、特に子の意向の内容に関しては伝聞によるも

のであることを予めことわっておきます。 
 
氏・戸籍－「氏を同じくする夫婦とその子」家族としてのステップファミリー 

縁組を結ぶ／結ばないという判断をめぐって、特に継父子ケースの当事者が最も重視し

ていたのが、子の氏・戸籍の問題でした。養子縁組の効果として、養子は養親の氏を称し

（民法 809、810 条）、戸籍も同じくすることになるのですが、この効果が実質的に意味を

持つのは主に継父子ケースです。というのも、図を合わせてご覧頂きたいのですが、夫婦

同氏・同戸籍の原則の下、本調査の対象である継親実親夫婦（法律婚夫婦）は、1 組を除

く全組が夫の氏を夫婦の氏とし、妻の方が氏・戸籍を変更していました。しかし、婚姻届

出によって氏・戸籍が変わるのは夫婦のみであり、その効果は子にまで及びません。故に、

継父子ケースでは、継父実母夫婦の婚姻届出後、同一世帯の中で、夫婦と妻の連れ子とで

氏・戸籍が異なるという状況が生じ、家族の氏・戸籍を統一する目的で縁組を結ぼうとい

うことになるのです。先程紹介したように、継父子ケースにおける縁組届出の大多数が夫

婦の婚姻届出と（ほぼ）同時に行われていたのは、まさにこの理由によるものです（なお、

婚姻届出前の実母子の氏・戸籍は必ずしも、

本図のように同じとは限りません。例えば、

実父母の離婚に際し、実母が旧氏に復する

一方、子は実父と同じ氏を維持したケース

も相当数ありました）。 
それでは、何故、夫婦と子とで氏・戸籍

を揃えたいと考えるのでしょうか。回答者

達は次のように語っていました（（）内は回

答者の立場）。 
 

「子の戸籍が独りになるのは可哀相」（実母） 

「普通の家（と言う形を整えたかった）、新しいお父さんとか‥いちいち説明するのも

‥珍しい目で見られていたのも嫌で、だから早く籍を入れて早く統一した（かった）」

（実母） 

「自分の戸籍に子どもと一緒に三人入って、新しい『家』を作るんだ」（継父） 
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このように、氏・戸籍の統一に込められた想いは様々です。しかし、その背景に共通し

て見られるのは、「氏を同じくする夫婦とその子」というまとまりが家族の単位として、当

事者の心理において大きな意味を持っているということです。先行きに多少とも不安を抱

える出来たてのステップファミリーの多くにとって、氏・戸籍を揃えることは一つの家族

としてのまとまりを整えるための重要な、もしくは、当然のステップになっています。氏・

戸籍上に表現される「夫婦とその子」からなる婚姻家族の枠組みが社会に深く浸透し、ス

テップファミリーの在り方にも影響を及ぼしていることが、ここに示唆されているように

も思われます。 
 とはいえ、全ての継父子ケースで子の氏の変更が意欲されていた訳ではありません。逆

に、継父子間で縁組を結んでいないケースの多くは、その理由として氏の変更の効果を挙

げていました。特に目立っていたのが、子が比較的年長（中学～高校生）で、自らの意向

として氏の変更を拒んだケースです。長年使って馴染んでいる氏を、或いは別居実父と同

じ氏を名乗り続けたいと子が訴え、そうした一個人としての子の気持ちを尊重して縁組を

結ばないという判断がなされているのです。ただし、この時、継父実母側では縁組を希望

するケースもありました。養子縁組は氏・戸籍の統一だけではなく、次に見るように、子

の生活保障の強化につながる側面もあるからです。しかし、そうはいっても、これらの子

達にとって氏の変更は苦痛であり、この点では、縁組による親子同氏の効果は、縁組によ

る継親子関係の法的強化の障害になってしまっているとも言えそうです。 
以上は、継父子ケースにおける氏・戸籍の問題でした。これに対して、継母子ケースで

は氏・戸籍の問題は全く別の意味を持っています。つまり、継母実父夫婦が結婚に際して

夫（実父）の氏を夫婦の氏に選ぶ結果、夫婦と夫の連れ子の氏・戸籍は揃うことになり、

縁組による氏・戸籍の統一はそもそも問題とならないのです。故に、縁組を結ぶとしても、

婚姻届出と同時に行う必要性はそれ程意識されません。むしろ反対に、継母子は氏・戸籍

が同じであることから既に法的親子としての関係にあると誤解し、故に縁組締結について

検討する機会を長らく持たなかったケースがあったということは、既に紹介した通りです。 
 

子の経済的受益－扶養・相続 

養子縁組の法的効果としては、氏の変更はむしろ派生的な効果に過ぎません。法的によ

り実体的な意味を持つ効果として、継親は親として未成年の子を養育するための権利義務

－具体的には、親権及び扶養義務を担うことになります。更に、子の成年後も存続する効

果として、継親子間に親子としての相続関係も生じます。これらの効果の中では、扶養・

相続等の経済面にかかわる効果について（特に継父子ケースの大多数では氏・戸籍の問題

と並行して）意識するケースが目立ちました。そして、これらの問題についても、氏・戸

籍の問題と同様に、継父子ケースと継母子ケースとでは当事者の姿勢は大きく異なると共

に、やはり、各法的効果が縁組締結の動機になっていた側面と障害になっていた側面との

両方が見られました。 
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 まず、継父子ケースでは、とりわけ子が継父を相続する権利の発生を積極的に意欲して

縁組を結ぶケースが目立っていました。その意欲の内容を分析すると、主に二つの要素が

現れます。一つは万一の場合の子の生活保障の強化への意欲、もう一つは継父自身の前婚

での実子（同別居は問わない）と子との立場の平等化への意欲です。ある実母は、再婚に

伴う転居を機に仕事を辞めたとしつつ、次のように語っていました。  
 

「（夫急死）時の生活保障‥‥を考えると、（夫の前妻の許）に前婚の子どももいるの

で、遺言も結構その後の調停とかで色々変わって行くし、調停自体もすごく大変（な

ので）、子どもという部分では同じ権利を与えて欲しいと（夫と話し合って縁組しまし

た）」 
 

他方、扶養義務の発生への意欲は、縁組締結の動機としてはそれ程指摘されませんでし

た。ただし、それは継父子間の扶養関係それ自体を意欲しないという訳ではなく、むしろ

継父が子の経済的な面倒を見るということを、（縁組ではなく）結婚及び同居の当然の結果

として捉えていることによるものと思われます。また、一部の継父は、後述するように、

家族の在り方の問題として、そのような経済的責任の負担を縁組によって明確に示すとい

う点に意義を見出していたようです。 
このような継父子ケースにおける扶養・相続等での子の経済的受益をめぐる意識の背景

にあるのが、夫婦の性別役割分業の実態です。先程紹介した実母のケースのように、多く

の場合、妻が専業主婦またはパート主婦で、夫が一家の経済的な大黒柱となっています。

とはいえ、妻がフルタイムで勤務するケースもあり、そのようなケースでは、継子養子縁

組を結んでいても、妻（実母）が遠慮して、実際の子の扶養から継父を除外する傾向が見

られました。 
以上に対して、継母子ケースでは、扶養・相続関係の発生に対する抵抗感故に縁組を結

ばない、というケースが幾つかありました。ある継母はフルタイムで勤務していて、実際

に実父と分担して子の経済的な面倒を見ていながら、法的な扶養義務を負うとなると別問

題であると語っていました。継母が責任の負担とそれによる子の受益を拒否する背景には、

菊地報告において紹介されているような、継母子の関係性をめぐる複雑困難な状況がうか

がわれました。詳細は、後程紹介します。 
 

別居実親の存在－養育費支払いをめぐって 

本調査の対象ケースは、子の実父母夫婦が死別しているケースと離別しているケースの

両方があり、後者のケースの中には、別居実親による面会交流や養育費支払いが続いてい

るケースもありました。この時、養子縁組の効果をめぐる問題としては、子の扶養義務の

順位について、養親となった継親は別居実親に優越すると解され、故に、別居実親からの

養育費支払いが減額・消滅するということがあります。この点について、特に継父子ケー
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スで、実父からの養育費支払いを維持するために養子縁組を結んでいないというケースが

幾つか見られました。ある継父は、別居実父からの養育費減額申立を受けて争っている最

中で、実際には実父から支払われた養育費を子の将来のために貯蓄し、日常的な支出はほ

とんど継父が担っているが、養育費支払いは別居実父による「愛情表現」かつ「子どもの

権利」として守らなければならないものと捉えていると語っていました。ただし、このケ

ースでは、特に実母が、縁組を結んでいないことによる不安として、万一実母が死亡した

場合の子の処遇について、現在の継父の許での安定した生活が守られるのかという懸念を

訴えてもいました。 
また、これに対しては、別居実父から養育費支払いを受けていたとしても、養子縁組を

結ぶケースは数多く、結果的に養育費支払いが減額・消滅したケースも少なくありません

でした。それらケースの実母達は、新たな家庭の在り方を重視し、縁組による実父の支払

後退はやむを得ないものと受け止めていました。 
以上に対して、継母子ケースでは、別居実母による養育費支払いを受けているケースは

ほとんどありませんでした。しかし、面会交流を継続しているケースは相当数あり、その

中には、法的効果よりも継親子の関係性をめぐる気持ちの問題として、継母にとって別居

実母の存在が縁組の障害となっていたケースが見られました。詳細は後で紹介します。 
 

継親子の関係性をめぐる心理①－「親になるということ」の意味 

ここまで、縁組に伴う法的効果への当事者の意欲及び抵抗感を眺めました。しかし、当

事者が縁組について考える際に、法的効果の問題の背景において、或いは、ケースによっ

てはむしろ前面において、意味を持っていたのが、継親子の関係性をめぐる気持ちです。

この気持ちの問題が縁組をめぐって持つ意味についても、やはり継父子ケースと継母子ケ

ースとで大きく異なる傾向が見られました。 
 まず、継父子の「親子」という立場を整えることにより、継父子ひいては家族全体の絆

を強固にしたいという、継父及び／または実母の気持ちから縁組を結んだケースが幾つか

ありました。この時、氏の統一や継父の経済的責任の負担といった法的効果は、関係性強

化の手段の一端として位置づけられます。また、この点について、ある実母は次のように

語って、継親子の関係性を「親子」という枠で示すことのハードルの低さを示唆しました。 
 
「（継親子が、夫婦の婚姻に際して）一緒に暮らして行く上で、『親でもないのに』と

いう一線をわざわざ作っておく必要もないというのもありました」 
 
継子養子縁組の意義として、まさに野沢報告において紹介された、ステップファミリー

を標準的な「両親夫婦とその子」という初婚両親家族の鋳型へはめ込みがちな意識の受け

皿としての側面がうかがわれます。 
他方、継父子ケースにおいても、養子縁組はあくまで氏・経済面の問題を整えるための
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便宜的な手段に過ぎず、家族の関係性をめぐる気持ちにかかわるものではない、という回

答者もいました。故に、たとえ継父子が当初より縁組を結んで「親子」を称してはいても、

実際には「親子」とは異なる独自の関係性を志向・実践しているケースもあります。反対

に、継父子が縁組を結んでおらず、故に法的な親子ではないが、実態としては「親子」同

然の気持ちでいるというケースもあります。例えば、先程紹介した、別居実父による養育

支払いの問題を理由に縁組を結んでいないという継父は、次のように語っていました。 
 

「（縁組よりも）子どもとの直接な人間的な信頼関係を築く方が大事だと思っています。

…今は一緒の時間を過ごすとか、一緒の思い出を作るとか、子どもの教育のために何

が出来るかとか、サポートすることの方が重要…（縁組したから親子になるというも

のでは）ない…親は（なろうと思って）なるもんだし、と（思います）」 

 
 対して、継母子ケースでは、継母における母親としての意識が、縁組を結ぶ／結ばない

ということに直接的に結びつく傾向がありました。つまり、継母達は、実際の子育ての作

業の大半を担う中で、時間をかけて子の養育者、更には、子の母親としての自分の在り方

を次第に固めて行きます。そうして育まれた「この子の母親になる」という決意・覚悟を、

法的な親子関係を整えることによって表明したい。それは継母だけでなく、子にとっても

支えになることである。そのような想いから縁組へ向かったという回答が、複数の継母達

から寄せられました。ここに、そのうちの一人の語りを紹介します。 
 
「継親子は実親子ではなく‥‥血がつながらない‥‥から、紙の上だけでも安心させ

てあげたいんですよね。親子だよ、一人じゃないよって」 
  
 以上とは対照的に、継母が継子を自分の子として想うことができない点を主たる理由と

して、縁組を結んでいないと語る継母達も相当数見られました。 
 

「縁組すると‥‥一生親子として行かなければならない（のは）プレッシャー」 
 「養子縁組しちゃうと、戸籍上親子になるわけだから、所詮は人の子だからって言えな

くなっちゃう」 
 
これらの継母達は、結婚・同居から日が浅く、様々な背景事情の下で子の養育をめぐる

葛藤を抱えている傾向がありました。先程紹介した、経済的責任の負担への抵抗感を合わ

せて訴えるケースも目立ちました。他方、主に結婚・同居から相当期間が経過しているケ

ースで、子に対する愛着を欠くというよりは子の別居実母に対する思慕を尊重する故に、

縁組を結んで自分が母親を名乗ることを躊躇してしまっていたと語る継母も見られました。 
このように、縁組を結ぶにせよ結ばないにせよ、養育者としての「母親」という立場を
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具体的にイメージし、かつこれを縁組という形で表現することが大きな意味を持つという

意識は、性別役割分業の下、子の養育に密接に関わる継母ならではの視点と言えるでしょ

う。また、継母子ケースでは夫婦の婚姻届出に伴う氏・戸籍の統一の問題を生じないため

に、結婚と同時に急いで縁組を結ぶ必要がありません。じっくり時間をかけて慎重に縁組

を結ぶか否かを検討できるということも、このような母親意識と縁組締結の問題とを結び

つけているのかもしれません。 
 

継親子の関係性をめぐる心理②－夫婦関係のための縁組？ 

以上のように、継母達は、子と正面から向き合いながら縁組について考えています。対

して、継父子ケースでは、先程見た「夫婦と子との氏・戸籍の統一」への志向が示唆する

ように、継父子の一対一の関係それ自体というよりは、それを含む「夫婦とその子」とい

う家族全体の在り方の問題として縁組をとらえる傾向があるようにも思います。更に、よ

り極端なタイプとして、継父達の焦点は子よりも妻に置かれているという指摘が複数の実

母達から寄せられています。縁組締結により子への責任感をアピールすることが、その母

親である妻の信頼や愛情を獲得することにつながると、夫（継父）は考えているというの

です。ある実母は、夫（継父）から、子に関する覚悟・誠意を自分に対して示すための縁

組締結であると告げられたとのことでした。 
 
継親子の関係性をめぐる心理③－大きくなるまで待って 

最後に、継父子・継母子ケース両方に共通して見られたのが、子の視点に立って、特に

まだ幼い子の意思を確認する前に縁組を結んで、継親＝「親」と決めつけてしまうことに

ためらいを覚えるというケースでした。その多くは、継親が子の養育責任を実質上負担す

ることに抵抗はないということ、また、子が 15 歳、あるいは成年に達してから縁組につ

いて改めて検討する具体的な予定があるとのことでした。これらは、子自身の意思を尊重

することこそが「子の利益」に適うというスタンスを示す回答と言えるでしょうか。もち

ろん、子が幼いうちに縁組を結ぶというのも「子の利益」を考えてのひとつの選択でしょ

う。「子の利益」の捉え方・位置付けは、各家庭・当事者によって様々です。 
 
終わりに 

以上、大変雑薄ながら、本調査対象の各ケースにおいて、継子養子縁組を結んだ／結ん

でいないという状況に至ったプロセスを紹介しました。特に縁組に対する当事者の考えに

ついて、本稿では項目毎に分解して眺めましたが、実際には、各項目に関する意識が重層

的に組み合わさって、各ケースにおけるひとつの複雑な思考内容を形作ります。縁組を結

ぶ／結ばないとひと口にいっても、そこに至るまでのプロセスは実に多様であること、し

かし、その中でも継父子ケースと継母子ケースとで異なる特徴が現れること、そして、そ

の背景には、我が国の家族の制度的・実際的特徴である「夫婦の同氏同戸籍の原則」及び
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「性別役割分業」の影響が見られること等を、今回のデータからご理解頂けたかと思いま

す。更に、当事者にとって継子養子縁組は、単なる法的効果だけの問題ではなく、家族の

関係性をめぐる気持ちに大きく関わる問題でもあること、それは継親子一対一だけの問題

ではなく、婚姻家族としてのステップファミリーの在り方や実親継親夫婦の関係性にかか

わる問題、更には、別居実親と子との関わり方をめぐる問題でもあること、そして、その

中で各当事者が考える「子の利益」の形や位置付けは様々であること等も示されています。

これらのことは、「法的な親子」になるということはどのような意味を持つのか、親子関係

と夫婦関係との関連性を法的にどのように位置づけるべきか、法が追究するべき「子の利

益」とは何か、そして、それをどのように実現していくべきか、といった、ステップファ

ミリーだけでなく、およそ親子・家族をめぐる法制度全体の在り方を考える上できわめて

重要な根本問題に対する、一つの手がかりを授けてくれるようにも思います。 
本稿で紹介したのは今回調査の成果の断片に過ぎませんし、私の研究もまだ始まったば

かりです。しかし、法制度の在り方を研究する上では、法制度が個々の家族にとってどの

ような意味を持つかという視点や、各家族の多彩な実情を踏まえ、その自主性を尊重しな

がら子の利益を図るという姿勢が重要であるということ－今回の調査を経て私が一層強く

実感したことを、本稿を通じて皆さまに感じ取って頂けたら幸いです。継子養子縁組の締

結への発言権を誰に与えるべきか、縁組成立を認める基準はどうあるべきか、そして、縁

組を結ばない場合の継親子の法的関係はどうあるべきか等、ステップファミリーに関する

法制度の在り方をめぐる検討事項は山積みです。ステップファミリーの在り方に大きな影

響を及ぼし得るこれらの問題に取り組むにあたり、本調査における回答者の語りは貴重な

基礎資料になると思います。今後とも、当事者の皆さまのご指導・ご協力の下で研究に取

り組んで参りたいと存じますので、お力添えを賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
 
 
注 

1 本稿は、拙補充報告「法学的観点からの『ステップファミリー実態調査について』－継親子間の縁

組締結プロセスに関するデータを中心に」の報告内容に、同報告後に刊行した論文の内容を追加する

などして大幅な加筆修正を加えたものです。本稿にて紹介の調査データの詳細に関しては、拙「継子

養子縁組の締結プロセスについて―ステップファミリー当事者を対象としたインタビュー調査の知見

から―」法政論究 89 号（2011 年）95 頁以下、及び、拙「継子養子縁組の一素描―養子縁組を行わな

いステップファミリー当事者の語りを紹介しながら－」法政論究 91 号（2011 年）33 頁以下をご参照

ください。また、法学を専門とする筆者が本実態調査に挑戦するにあたっては、その準備段階から実

施に至るまで、野沢慎司教授に詳細なご指導を頂いたことを改めて感謝申し上げます。  
2 他に、質的調査をもとに法制度への示唆を示すものとして、菊地真理・野沢慎司「ステップファミリ

ーにおける継親子間の養子縁組と別居実親子関係」日本家族社会学第 20 回大会報告（2010 年）。  
3 ただし、解釈上、所謂「家附き」の子とその「家」に入る妻に限るとされた。  
4 床谷文雄「四  養子法」『家族法改正  婚姻・親子関係を中心に』中田裕康編（有斐閣、2010 年）89

頁、石川稔『子ども法の課題と展開』（有斐閣、2000 年）265 頁等多数。 
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７．コメントおよび質疑応答Ⅰ 

Discussion I 
 コメンテーター：マリリン・コールマン、ローレンス・ギャノン  

       Discussants: Lawrence Ganong & Marilyn Coleman (University of Missouri) 
（日本語訳：野沢慎司）  

 
マリリン・コールマン：大変興味深い報告でした。私たちは前もってこれらの報告原稿を

読ませていただきました。日本のステップファミリー研究について、強い印象を受けた点

がいくつかあります。  

 ひとつは、日本のステップファミリーにおいては、

祖父母が演じる役割がアメリカの場合よりもはるかに

大きいということです。私自身には、それがつねによ

いことなのか、それともそれほどよい結果をもたらさ

ないこともあるのか、そのあたりの判断は難しいです。

私が理解したところでは、子どもの継母と祖母の関係

がうまくいかなくなることもあるとのことですね。  

 もうひとつの点は、むしろ世界共通のことかもしれ

ませんが、女性が家族に愛情を表現する方法のひとつ

は食べ物を与えること、つまり食事だという点です。私が非常におもしろいと感じたのは、

インタビューの中でひとりの継子が継母の作った食事に対して「こんなの嫌だ」と言った

事例です。それで、継母の気持ちが傷つきました。おそらくその子も継母が傷つくことは

わかっていたのでしょうね。これは、普遍的な、世界共通の現象ではないでしょうか。相

手が母親であれ継母であれ、子どもはそのようなひどい振る舞いをすることがあります。 

 

ラリー・ギャノン：次は僕の番です。どの報告も非常に興味深い内容でした。日本とアメ

リカのステップファミリーが経験することには多くの共通点があることがわかりました。

両国のステップファミリーの相違点は、家族内部に影響を及ぼす家族外部の環境、つまり

社会的・文化的なものであると思います。家族の内部はむしろ似ているように感じます。 

 もちろん社会的・文化的な面でも類似点があります。先ほど野沢さんは、ステップファ

ミリーの「不完全な制度」という側面について明確に説明してくれました。ステップファ

ミリーの継親や親がどのような役割を演じたらよいのかについての規範やガイドライン

が社会の中に存在しないことなどは、日米両国に共通する点だと思います。  

 しかしながら相違点としては、アメリカではすでに制度化が進んでいることが挙げられ

ます。それは法律に関わる問題です。アメリカ合衆国のほとんどの州において、裁判所は

共同法的監護（ joint or shared legal custody）を優先的に命じます。共同法的監護とは、

別居親も子どもについて重要な決定をする権利を有することを意味します。これによって、

ステップファミリーのメンバーは、野沢さんが論じていた「連鎖・拡張するネットワーク
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型」の家族モデルに沿って家族を作らざるをえなくなります。なぜなら、ステップファミ

リー世帯のメンバーは、別のところに住んでいる親があたかも存在しないかのように生活

することはもはや不可能になるからです。自分の世帯の中にいる子どもの生活に関して、

別の世帯にいる父親あるいは母親も法的な決定権を持っているからです。  

 

マリリン：継親による養子縁組の理由は、アメリカでも日本の場合と同じです。アメリカ

でも継親子間の養子縁組は、他のどの形態の養子縁組よりも多いのです。それでも継親に

よる養子縁組はあまり一般的であるとは言えません。なぜかと言えば、継親子が養子縁組

するためには、もう一人の血縁の親が子どもに対する〔親としての〕法的権利を放棄する

必要があるからです。たいていの別居親（そしてそれはたいていの場合父親ですが）は、

その権利を手放したくないと思うからです。  

 もう一度核家族を作りたいという願望から養子縁組するのだとすると、それは単純なか

たちの家族を作りたいからということになるでしょう。しかし、実際にステップファミリ

ーを築いていらっしゃる方ならわかると思いますが、ステップファミリーは単純であると

はとても言えません。にもかかわらず、事前にものごとを単純化しておきたいという願望

がどうしてもつきまといます。ステップファミリーは、核家族のようになりたいという考

えを抜きにして家族づくりができるようになる必要があります。  

 

ラリー：先ほどのすべての報告を貫くテーマは「曖昧さ」ではないかと思います。日本で

もアメリカでも、継親の役割は不明確であり、曖昧です。友人の心理学者に言わせれば、

「曖昧さ」こそが私たちにストレス状態をもたらす、ということです。  

 先ほど〔菊地さんが〕継母について報告をしてくれましたが、継父も同様に、この子の

生活や人生にとって「自分は何者か？」「自分の役割は何か？」という疑問に悩まされま

す。母親や父親も、新しいステップファミリーという状況における自分の役割が何なのか

と悩みます。  

 また、法律上の曖昧さもあると思います。日本とアメリカの法制度はかなり違った点が

あります。しかし、どちらの法制度も〔継親の〕権利の柔軟性について明瞭に規定してい

ません。とくに、二度目の離婚においてどうなるかという問題について、興味深い〔早野

さんの〕研究報告を聞かせていただきました。 

 

マリリン：ステップファミリーという家族を築くための苦労や負担は女性の上にのしかか

っています。〔菊地さんの〕継母に関する報告に示されていたように、女性たちは苦闘を

続けています。彼女たちはどうすべきかわからずにいます。ときに後悔に苛まれたりしま

す。子どもが大きくなった後で、もっと別のやりかたがあったのではないかと考えたりし

ます。昨日の講演会でも、「私〔継母〕がやったことは正しかったのでしょうか」という

質問が出ていました。先ほどラリーが言っていた「曖昧さ」がつねにつきまとうために、
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唯一の正解など存在しません。ステップファミリーの女性たちはいつでもこの「曖昧さ」

とともに生きていかなければなりません。それは実にストレスに満ちた生活です。  

 あ、私はあなた〔通訳者〕にストレスを与えてしまっているかも…（笑）。  

 

ラリー：〔ステップファミリーにとっての〕明確な

ガイドラインや規範が存在しないために、ほかの家

族はどこも「うちはよい家族だ」と思っているよう

に見えるのに、ステップファミリーの人たちにとっ

てはどうやれば家族関係がうまくいくのかの答え

が見つからないと感じられます。「うちはすごくう

まくいっている」と感じているステップファミリー

もあるかもしれませんが、たとえどんなに努力してもうまくいっているように感じられな

いステップファミリーもあります。別居の親からの要求があり、子ども・継子の欲求もあ

り、さらに同じ世帯に住む親や継親のそれぞれの欲求もあります。〔これらをうまく調整

することは当然ながら非常に難しいです。〕ですから、ステップファミリーの家族全員が

「まあまあうちもそれなりにはうまくいっているかも」と思える程度の状態を模索するだ

けでも大いなるチャレンジだと思います。  

 

永井（司会）：貴重なコメントをいただきました。野沢先生のほうから、今のコメントに

対して何かお話いただければと思います。  

 

野沢：時間があれば他の皆さんからもぜひ発言をいただきたいです。  

 大変貴重なコメントをいただきました。我々日本の研究者が研究してきたことを、我々

が参照してきたアメリカの研究者の側からはどのように見えるのだろうと思っていまし

た。日米の間に類似点もあり、また違いもあるというお話でした。先ほど早野先生や駒村

さんからの報告にもありましたが、私の印象でも、両国の一番の違いは制度上の違い、法

律上の違いだと思います。その制度上の違いに、実際の個々の家族がどのように対応して

いるかという部分が非常に大きいように見えます。共同監護・共同養育というものを前提

にしているアメリカの制度の中で作られるアメリカのステップファミリーと、単独親権の

制度下で作られる日本のステップファミリーでは悩む部分が違ってくることが多いのだ

と思いました。  
 にもかかわらず、どちらにも「曖昧さ=ambiguity」がある点では共通であると。また、

ステップファミリーが「不完全な制度」であり続けているところも共通であるというご指

摘がありました。その点を最後に確認できたことも非常によかったです。  
 法律以外の点に関して、逆にお訊きしてみたいことがあります。昨日の講演の中でも、

日本のステップファミリーに関わる変化はアメリカより 20 年くらい遅れて進行している



75 
 

というご指摘がありました。確かに、アメリカのステップファミリー研究、そして SAJ
のモデルとなった SAA というステップファミリー支援団体の活動はかなり以前から活発

な展開を見せていました。ステップファミリーに関する社会の中のイメージとか情報とい

うものは、例えばステップファミリーに関する書籍、ドラマ、映画などは、現時点で日本

よりもアメリカのほうがかなり豊富にあるだろうと思います。そういう意味での制度の

「不完全性」にも違いがあるのかなと日ごろ感じていました。その点については、お二人

の先生はどのように考えるのか、コメントいただけるとありがたいです。  
 

ラリー：20 年前には、アメリカでもほとんどの離婚が単独監護権〔日本で言えば単独親

権〕でした。アメリカには２種類の監護権があって、子どもに関する決定権が法的監護権

（legal custody）であり、子どもの世話が身上監護（physical custody）ですが、母親が

子どもの身上監護権と法的監護権の両方を単独で得ていました。〔それは現在の日本に〕

似ていますよね。  
 それ以降、アメリカでは法制度も社会的な価値観も、離婚後には共同養育を行うべきだ

という傾向が強まりました。そのことは、ステップファミリーにおける子育てにも大きな

影響をもたらしました。1980 年代から 90 年代の初頭にかけて、父親の権利団体ができ、

離婚後、父親も母親とともに子どもの養育を担うべきであると主張しました。一方フェミ

ニストたちも、同様のことを主張しました。この 20 年間、アメリカの社会科学者たちの

研究では、離婚後も両方の親が子育てに関わり続ける場合、〔そうでない場合よりも〕子

どもの学業成績もよいし、心理的・情緒的状態もよいという調査結果が増加しました。そ

うした社会科学者たちの研究成果も制度の変化に影響を与えたと思います。  
 
マリリン：父母が共同して子どもの身上監護を行うことが急速に増加したわけですが、そ

れによって問題に直面する家族も出てきました。なぜなら、もう一人の親の許可が得られ

ない限り、引っ越したくてもできないからです。母親が再婚し、その夫が別の都市や国に

転勤になったとしても、別居している父親が同意しなければ彼らは転居することができな

いのです。  
 
ラリー：再婚しようとする人あるいはカップルは、血縁のある父母が子どもに関わる決定

を共同で行っているような家族状況の中に入っていくことになります。そのような状況に

おいて継親はどのような役割を果たすべきか、が問題になります。さらには、子どもが１

週間のうち 4 日間はこちらの親の世帯で過ごし、3 日間は別の親の世帯で過ごすという場

合もあります。そこでは、継親はどんな役割を演じればよいのでしょうか。このようなや

り方によって、事態はますます複雑になりました。しかしそれによって、私たち〔アメリ

カのステップファミリー〕は〔野沢さんが提示した〕「スクラップ＆ビルド型」の家族モ

デルから離脱していったのです。  
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 日本に来て以来、皆さんから何度かお聞きしたことですが、日本政府は初婚家族におい

て父親の子育てを推奨しているそうですね。それは、女性がもっと多くの子どもを産むよ

うにするため、つまり少子化対策だということです。マリリンと私は、このような動向は

離婚後の共同養育の増加につながると予測しています。なぜならば、ひとたび育児に関わ

った父親は子どもとの関わりを簡単には手放さないはずです。アメリカで起きたことから

すると、日本でも同じようなことが起こりそうだと思っています。  
 

マリリン：アメリカの法制度は子どもにとって何が最善かを考慮して策定されています。

しかし、子どもの最善の利益を考慮することは、ときに両親、大人にとっては難しい状況

を生み出すことがあります。両者のバランスを取ることは簡単ではありません。  

 

ラリー：〔残念ながらアメリカでも〕共同養育が子どもによい結果をもたらすのかどうか

についての研究はほとんど行われていません。こういう場合、アメリカのことわざでは“a 

fly in the ointment”（玉
た ま

に瑕
き ず

）と言うのですが、日本語では何と言うのかな。〔通訳者に

向かって〕ごめんなさい（笑）。  
 〔離婚した〕両親が協力し合えれば、共同養育がうまくいきます。それは子どもにとっ

て素晴らしいことです。そして継親にとっても望ましいことです。しかし、離婚後ですか

ら父母が敵対していることも珍しくありません。敵対状況がある場合、共同監護と共同養

育がうまくいかず、子どもを傷つけることにもなります。その点については、まだ十分な

調査研究が行われていません。それを行うには、〔共同養育が導入されてから〕まだ十分

な時間が経っていないからでもあります。  

 

野沢：実は私は先ほど法制度以外の点についての質問をしたのですが、時間がないのでそ

の点についての回答は省略して、聴衆の皆さんからも質問を受けてはいかがでしょうか。 

 

永井（司会）：ほかの登壇者の方も発言したいことがあるかと思いますが、せっかくの機

会ですのでフロアのほうからもご質問いただければと思います。  

 

質問者１：本日は非常に興味深いお話をいただ

きました。共同養育についての質問です。私も、

離婚後に別れた父親と子どもの関係を続けた

ほうが子どもの成長にとってよいと思ってい

ます。両親の離婚理由は性格の不一致や教育の

考え方の違いなどが多いと思いますが、もっと

深刻な場合、たとえば日本でも増えているドメ

スティック・バイオレンス、ギャンブル癖、借



77 
 

金、アルコール依存、精神疾患、あるいは父親が働かずやむなく離婚をするなどの場合も

あると思います。こうした場合、離婚した父親が母親や子どもと接触を続けることは子ど

もにとって危険であり、よくないケースがあるのではないでしょうか。共同養育よりも、

〔父親との〕関係を絶ち、単独養育のほうがむしろ子どもによい場合もあるのではないか

と思います。この点についてギャノン先生、コールマン先生、日本の先生方にご意見を伺

いたいと思います。  

 

マリリン：親にアルコール依存の問題や精神疾患の問題がある場合、〔アメリカでは〕も

う一人の親が単独で監護権を行使することがふつうです。しかし、多くのセラピストは、

たとえそのような問題がある場合でも、子どもは親に会う必要があると感じています。そ

の場合、「監督者つきの面会交流（supervised visitation）」と呼ばれるものを行います。

それは、子どもが親と面会交流を行う際に、セラピストかミディエーター〔仲介専門家〕

が子どもに付き添うのです。親が刑務所に入っている場合でさえ、子どもは親に会う必要

があると主張するセラピストが多いです。理由のひとつは、昨日も話がありましたが、子

どもが親にまったく会わない場合、親は完璧な存在になってしまう可能性があるからです。

その親は子どもに「そんなことをしてはダメ」と言うこともないし、「出された料理はち

ゃんと食べなさい」と言うこともありません。子どもは、その親がいたなら自分の人生は

完璧になるのに、と考えてしまいます。子どもは自分の親が実際どんな人なのかを知る必

要があるのです。  

 

質問者２：児童福祉施設の施設長をしています。訊きたいことが２つあります。１点目は、

アメリカの面会交流の件です。一昨年にバンクーバーとシアトルに行った際に、面会交流

権というのは産みの親の基本的人権であって、子どもの観点というよりも親の観点からス

ーパーバイズ〔面会交流の監督〕をされているということでした。そこでは「別居親の見

解ばかりが優先されているので困っています」という話を聞きました。〔面会交流は〕子

どものためなのか、産みの親のためなのかというところがわからなくなっているので教え

ていただければと思います。  

 もうひとつは、私の現場の話ですが、再婚した家族で今まで〔子どもは〕別居している

お父さんに興味がなかったのに、新しいお父さん〔継父〕ができたために、産みのお父さ

んってどんな人なのだろうと思って、「会いたい、会いたい」という要望がチャイルドサ

ポートセンターのほうに来ているのですが、実際に別居のお父さんに言ってみると断られ

ているということです。何かよい方法はないか、ヒントをいただければと思います。  

 

ラリー：たとえ父親と母親が互いに憎み合っているとしても、一般的にアメリカの子ども

たちはどちらの親も愛しています。どちらの親にも会いたいのです。奇妙に聞こえるかも

しれませんが、虐待するような親であっても子どもはその親を愛しています。少なくとも
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アメリカの場合はそうです。面会交流は、もちろん子どものためではありますが、同時に

子どもを愛している親のためでもあります。離婚したい相手は自分の配偶者であって、自

分の子どもではありません。ですから、面会交流は誰かだけのためというより、全員のた

めだと思います。少なくともアメリカではそうです。  

 ２つめの質問は、再婚が子ども（の利益）に与える影響についてだったかと思います。

一般的には、親の再婚は、別居親の子どもへの関わりに影響を与えます。この点に関して

は、そのような結果を示す調査研究がたくさんあります。たいていの場合は、〔再婚によ

って〕別居親との交流が減少してしまうという結果を示しています。質問者のお話の例で

は、子どもは〔親の再婚によって〕父親にもっと会いたいと思うようになったということ

でしたね。そのようなことがあったとしても不思議ではないです。というのも、再婚によ

って家族動態が変化するからです。新たに継親が登場します。場合によっては、継きょう

だいができる場合もあるでしょう。〔親の再婚によって〕いろいろなことが変化します。

これが、ステップファミリー生活における挑戦の一部でもあるわけです。シングルマザー

が現在の生活でとくに問題ないと思ってやってきたのに、突然好きな人ができてしまって、

皆が一緒に暮らすことになってしまうのですからね。  

 

マリリン：私が言いたいことは、もしかすると通訳が難しいかもしれません（笑）。発達

論的に見れば、子どもというのは思春期・青年期に達するとものごとを抽象的に考えられ

るようになると言われています。ステップファミリーで生活している子どもが、幼いとき

から血縁の父親との接触がまったくなく、何の問題もなく幸せに育つことがあります。し

かし、抽象的な思考ができる年齢になると、両親が離婚しなかったら自分の人生はどうな

っていたのだろう、と考え始めます。そして、父親と会ってみたいと考えるようになりま

す。なかには、父親と一緒に暮らそうと決心する子どももいます。父親がどんな人なのか

を知りたいからです。  

 このような出来事はステップファミリーを動揺させることになります。それまではすべ

てうまく行っていた〔のになぜ〕と思うからです。しかし、これは子どもの発達上の変化

に関わる出来事なのです。ステップファミリー生活に何か間違ったところがあったという

ことではありません。〔ステップファミリーがどんなにうまく行っていても〕子どもの発

達段階に現れる変化なのです。  

 

永井（司会）：まだいくつかほかにも質問があるとは思いますが、時間が来てしまいまし

た。これでパートⅠを終わりにさせていただきます。ありがとうございました。  
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８．ＳＡＪの 10 年と今後の展望 

－継親・実親支援を中心として 

 SAJ’s First Decade and Beyond: Support for Stepparents and Biological Parents 

緒倉珠巳（SAJ 代表） 

Tamami Ogura (President of SAJ) 

 

最初に… 

 SAJ の現在の代表をしております、緒倉と申します。私はステップファミリーの当事

者で、子供を一人連れて再婚しました。再婚したのは６年ほど前になります。SAJ に参

加し活動しはじめましたのは、離婚をした翌年で、2001 年のマージョリーさん招聘イベ

ントの年からです。  
 離婚をした翌年に再婚をしたわけではなく

て、私の離婚のスタイルがちょっと珍しい、

親権の分属スタイルで、元夫に親権を渡し、

私が監護権を持ってという、両親が親として

の関わりを維持するのを目的とした離婚のス

タイルを選びました。  
 実際に親権の分属というものは、日本の離

婚の１パーセントくらいと聞きますが、私自

身、特に珍しいスタイルをとった自覚はありませんでした。ただ、元夫にも親権を持っ

てもらった中で、その後の家族形成について、どうしたらいいのだろう？と凄く考えま

した。当時の私は 30 歳と若かったので、絶対に再婚をするだろうな…と思いまして、や

はり幸せな再婚をしたいと考えたことから、そういった家族がどういった形成をしてい

くのかを調べたくて、インターネットなどでいろいろと調べていたのですが、最初にテ

レビで、たまたま NHK スペシャル『世紀を超えて』という番組を見て、その中でステッ

プファミリーという言葉を初めて知りました。  
 離婚後の家族が面会交流をしながら、新しい家族を築いていく姿がそこに映し出され

ていました。そしてインターネットでは、知り得たステップファミリーという言葉を検

索して、設立準備を始めていた SAJ に出会いました。その時、ちょうど SAA 代表のマー

ジョリーさんをお招きしてのイベントの準備をしておりまして、私もそこに参加させて

頂いて、その頃からずっと活動をさせて頂いて

おります。  
 スライド（左図）にありますのは私の家庭の

関係図です。赤い（○の I）ところが私で、パー

トナーも私も前の結婚で子どもがいて、私の子

どもを連れ再婚し、今２歳になる新しい夫婦の



81 
 

ミューチュアル・チャイルドが居ます。 

 この画像（右図）ですが、NHK スペシャ

ルの写真を抜き出しました。10年前当時、

ステップファミリーという言葉のニュアン

スについて、継母とか継子、継ぐという字

が、わりとネガティブで切実な言葉のよう

に感じるようですが、ステップファミリー

という言葉は、私も初めホップステップジ

ャンプとか、ワンツーステップとか、前向きな印象を受けました。お友達関係でもステ

ップファミリーというと、良い感じな言葉で新しい家族を捉えることができていた様子

が今でも印象深く残っています。ですが実際は、マージョリーさんのお話やその後のプ

ログラムを教えていただく中で、そういうことではないという

ことを学びました。（英語の「STEP」も「継」と同じ意味や感

覚があるとのこと）  
 当時、インターネットでステップファミリーを検索しました

ら、宮部みゆきさんの『ステップファザーステップ』という小

説などがありました。でもあまり数はヒットしなかったのです

が、今現在、ステップファミリーという言葉を検索しますと、

ステップファミリーでは 73 万件、ステップマザーと検索する

と 221 万という数字が出ました。如何にステップファミリー、

ステップマザーに関心があるかが分かります。特にブログ等で

多く、当事者の方々が多いように思いました。 

 

SAA との出会い 

 SAA と SAJ の出会いから生まれたものをお話しさせていただきます。マージョリーさ

んの講演は、日本で初めてステップファミリーという言葉を広める機会となりました。

その時の、マージョリーさんが伝えて下さって私が得たもの、それは今の SAJ や日本の

ステップファミリーを支える為の基礎になっています。  
ひとつは「ひとりではない」ということ。この言葉の感じ方は、当事者の方々でも個々

に様々です。例えば、ステップマザーのある人にとっては、母になろうとしてなれない

苦悩は自分だけじゃないのだ。あるいは、母ではな

いと別の存在である事を開き直っていいのだろう

か？と悩んでいたり。私でしたら、こんな複雑な家

族はうちくらいかも？というのがありました。でも

アメリカでは既にこういった情報は提供されていて、

急に親になれるわけではないんだよとか、子どもが
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他に暮らす親と交流しつつも、新しく家族を築いているという様子を伺って、自分だけ

が特殊な問題を抱えているわけではないと思う事ができました。自分の悩んでいる事は、

ステップファミリーとしてはごく当たり前で、自分はノーマルなんだと気づく事が、ス

テップファミリーの問題に向き合う時に大切だという事も伝えて下さいました。そして

その家族を築く困難さや感情の戸惑い、葛藤は、日本もアメリカも同じなんだと気付く

事ができました。昨日、今日とお話を伺っていても、人としての気持ちがやはり凄く似

ているな…という事を感じさせて頂きました。  
 またステップファミリ

ーならではの家族の広が

り方、その家族の多様性

と重要性といった指針も

頂 きま し た 。例 え ば 、

SAJ のリーブスのテキス

トにも出てくるジョンと

メアリーの図 (左図 )があ

るのですが初婚家庭の構

造図で、ジョンとメアリ

ーの子どもがいて、ジョ

ンとメアリーのそれぞれ

のご両親が描かれていま

す。この夫婦が離婚して、

メアリーの方に子どもがいて、メアリーが再婚をした時にジョンとメアリーの子どもか

らみると新しいお父さんがいて、そのお父さんの両親（継祖父、継祖母）がいて、ジョン

とメアリーの子どもには、お父さんが二人いて、そのまたオジイちゃんオバアちゃんも

三人ずついるという形になっています。そして、今度はジョンが再婚した時ジョンとメ

アリーの子どもからみると、ステップの兄弟がいて、お父さんお母さんは二人ずつにな

って、オジイちゃんオバアちゃんは更に増えるという形になっています。ステップファ

ミリーというのは、こうやって人数が増えて、複雑化していって拡大していくという特

徴を持っているということで、こういった視覚的な解説などもいただけて凄く分かりや

すく理解できました。  
 そして、ステップの親の立ち位置を表す「アディショナル・ペアレント」という言葉も

頂きました。新しく加わった親という意味なのですが、この考え方をもって自分が何者

かというステップの親の混乱が紐解かれ、自分達なりの関係性を育むという視点を与え

てくれました。例えば母ではなく親、もしくは、親ではなく信頼できる大人なんだ、ま

たその人それぞれの新しい関係性というのも考えるきっかけになりました。  
 その視点を得られた事は、日本のステップファミリー、私の家族の発達にもとても大
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きな事でした。継父である夫が新しく加わった親として、実父と争う必要もなく、彼な

りの子どもとの関係性を構築する事ができたのは、まさにこの考えに基づいているよう

に感じます。ここにいる SAJ のスタッフの中にもアディショナルペアレントとして、自

身の価値、アイデンティティを確立しよう、確立させようとして頑張っている人たちが

沢山います。  
 

SAJ 活動の三本柱 

 SAJ の 10 年間をすこし振り返っていきたいと思います。2001 年から始まった活動な

のですが、ステップファミリーの情報「インフォメーション」、そしてサポートグループ

の運営「サポート」、社会への提言「アド

ボカシー」の３つを柱に活動してまいりま

した。ステップファミリーの情報につきま

しては、先ほどのジョンとメアリーの図で

ありますとか、サポートグループで使うプ

ログラム、発達段階であったり、ダイアグ

ラムワークなど、そういった情報をテキス

ト化したものや、会員向けの情報をまとめ

たものを冊子にしました。  
 そして、SAJ のもっとも大きな特色といえるのが、当事者の為の対面サポートグルー

プで、「LEAVES（リーブス）ペアレンツ」というグループになります。LEAVES ペア

レンツは、先ほど述べましたように自分がステップファミリーとしてノーマルな事を知

って、ステップファミリーの特徴や専門の情報を得ることで、同じような課題を様々な

工夫と努力で取り組む「仲間」を得ることが大きな目的であり、メリットそのものとなり

ます。2002 年の横浜での開催に始まり、東京、埼玉、といった関東首都圏、大阪周辺、

名古屋、仙台、松江、福岡といった地域、現在、開催していない地域もあるのですが、

10 年間のこれまでに約 100 回開催してまいりました。  
 しかし、その過程は、実は簡単な事ではなく、地方地域では、こういったグループに

参加するという事に対し敷居が高いようで、参加者が多く集まる安定した開催というの

は、東京に限られているように思えます。それでも、東海地区は継続できていますし、

一番長く開催しているのは、大阪になり細々とした活動になっています。それでも、常

に新しくメンバーに加わったり、去っていく方がいたりするのですが、やはりまずそこ

にあるという事が、10 年間やってきて、当事者の方々の励みになってきたのではないか

なと思いました。なかなかその継続が難しいという理由ですが、東北地域などですと、

祖父母との同居で家を留守にし難いとか、そういったグループに参加する事で、自分の

家庭内の悩みなどを話す事がとてもネガティブに感じられやすく、またそういった話を

する事で、自分の住んでいる地域に個人の情報が漏れていって、変な噂になってしまう
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のではないかという不安があげられます。 

 SAJ の参加メンバーは、その部分をそこそこクリアして活動に参加してきているので

すが、サポートグループの運営や開催を継続していく中で、全くの他人同士である自分

達が、共同作業を通して、ステップファミリーについてのねぎらいや分かち合いの経験

を積んでいきます。そして、自分とはまったく違ったケースにも出会い、自分と同じ立

場の人の気持ちを自分に重ねて聞くこともできますし、逆にパートナーと同じ立場の気

持ちを客観的に聞く機会を得られてきました。自分の家族だけじゃなく、他人の家族の

経験を通して、見聞きする事で、ステップファミリーとして自身の成長過程を何度も繰

り返しなぞるような確認をして、その中で、新たな選択肢を見出していき、賢く強いス

テップファミリーに成長しているなぁという姿をいくつも見て実感しております。  
 キッズリーブスでは、ステップファミリーの子

ども達が、自分達がステップファミリーの子ども

であることに気兼ねせず、それが当たり前でいら

れる経験を得られる場として提供してまいりまし

た。私の息子も 2006 年の「個別ワーク」、2007
年の「キッズリーブスキャンプ」、2010 年の「集

まれステっち」というイベントをやりました。

2010 年の「集まれステっち」に関しましては、う

ちの息子がやりたいからやろうよという事で、協力しあって開催する事ができました。

ステップファミリーの子ども達同士で、自分達がこれで普通なんだなと感じること、ま

た親の離婚や再婚の過程に様々な思いが伴ってきたけれど、それもそれでいいんだと受

け止められる機会として、息子は大切に思っているようで、ちょっとラクになった面な

どもあったようで、とてもいい思い出として残っています。またそういった機会があっ

たらいいなと言っています。 

 次に SAJ の三本柱の最後のひとつであるアドボカシーについてお話していきたいと思

います。 

 

アドボカシー 

 ステップファミリーの課題を前向きに

捉えていくためには、ステップファミリ

ー個人の努力の他に多々あるように感じ

ています。前述のお話でも外部的要因に

左右されるというお話があったのですが、

やはりそれを何度も何度も感じていま

す。 

 ステップファミリーの課題のひとつで
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もあるのですが、「個人の問題」と「社会の問題」と「ステップファミリー特有の課題」

があるという事を、10 年前のマージョリーさんのイベントで解説してもらいました。特

に社会の問題について明確に知られていないというところがあるので、少しお話をさせ

ていただきます。 

 例えば、日本の場合、子連れの実母と継父の再婚の場合、養子縁組を行う事が実務的

（法律の弁護士など）にもわりと当たり前だと思われがちで、そのことに対してのデメリ

ットを言われることがあまりありません。逆に子どものいない継父と継子が縁組をしな

い再婚の場合、継父にもしもの時があった場合、継子は継父の遺族基礎年金が支払われ

る対象にはなりません。養子縁組ありは支給で、養子縁組なしは対象外です。 

 最近は、そのリスクを知らないで、実父からの養育費を継続して支払って貰うために

養子縁組をあえてしない、養子縁組をしてしまうと法律的に一義的には、養父に養育義

務があって、実父の義務はなくならないけれども二義的なものとなり、家裁の調停など

では養育費が減免されたり、なくなったりすることが多くあります。その為に養子縁組を

しないケースが増えているのですが、その養父の遺族基礎年金が支払われないというリ

スクを認識していない場合も多いです。逆に、継母さんと実父の場合、養子縁組をして

いなくても、遺族基礎年金が出

るという形があるので、そこで

養子縁組がどういった意義であ

るかの疑問が出てきたりもしま

す。離婚した実父から養育費を

貰っている子どもは、実父が亡

くなった時に遺族基礎年金を貰

う資格があるのですが、実母と

住んでいると停止になります。

実父から養育費を貰っていない

子どもは、そもそも受給の資格

がありません。 

 共同親権化していく可能性がある中で、再婚の連れ子養子縁組も厳格化するといわれ

ているのですが、養子縁組が厳格化された中で、両親との遺族補償もなくなり、養育費

を貰っていなければ、実父からの補償もなくなるというところで、社会的補償の対象か

ら外れてしまう可能性がステップファミリーにはあるのではないかと少し心配です。 

 そして、５～６年くらい前に中学校の家庭科の教科書に SAJ とステップファミリーの

紹介が載っています。このステップファミリーという家族があり、こういった活動があ

るという事が教科書には載っているのですが、教育現場ではなかなか紹介されないとい

う現状もあります。  
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今後の展望 

 10 年経過しましたが、やはり状況はまだまだこれからかな？と感じます。私達は、

SAA の情報を元にステップファミリー支援の指針を保ってこれまでやってこれました。

でも、他にもステップマザー向けのグループなどもあったりもしましたが、継続ができ

ていないところが目立っていました。やはり SAJ は、SAA で蓄積されて来た膨大な研究

成果によって、活動をしてきたという事が私達にとってとても重要な事なんだと思いま

す。いろいろお話を伺って、社会状況や制度的な違いがある中で、SAA の情報をトレー

スしつつ、日本での調査や研究の拡大もやはり必要だと思いますので、一当事者であり

ますが、微力ながらそういった研究に協力していきたいと思っております。SAJ として

当事者の暮らしの面で、できる工夫として、ステップファミリーが健やかにすごせる工

夫をしてまいりたいと思います。  
 直近の事業として「ステップファ

ミリーデイ」という事業を企画しま

した。2011 年度は、キリン福祉財

団様からの助成を受けて開催させ

ていただきます。ステップファミ

リーデイとは、1998 年にアメリカ

で提唱され、ステップファミリー

のお祝いの日として開催されてき

ました。今の日本の状況的にステ

ップファミリーをお祝いするとい

うと、そんな風に思えないなど、

戸惑いが当然のようにあると思われます。そして、児童虐待等のハイリスク要因といわ

れるほど、ネガティブなイメージが付きまとうのが実情かもしれません。ですが、ステ

ップファミリーの家庭で育つ子ども達にとっても、子育てに励む親にとっても、その家

族形態によって、社会的に後ろ向きになることは、決して健全ではないと思います。  
 家族が多様である事を認め、そのことを多くの家族と分かち合い、健康を取り戻すこ

とは、家族の発達に非常に重要な影響を与えます。家族とは何だろうと私たちの常識を

揺るがす課題に取り組み、自分達ならではのアイデンティティを確立して、オリジナル

の家庭を築く事が、ステップファミリー発達に必要な過程や目標といえるかもしれませ

ん。そういった努力をする家族同士のアイデンティティ、行動にプラスに働きかける交

流をステップファミリーデイを通して提示し、社会におけるステップファミリーのアイ

デンティティの形成をはかっていきたいと思っております。 

 SAJ は、SAA から習った取り組みに倣って、ステップファミリーが暮らしやすい社会

を実現する為にステップファミリーデイ、アドボカシー活動、サポートグループの活動、

情報やプログラムの拡充に取り組んでいきたいと思っております。  
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９．親の離婚・再婚を経験した子どもへの支援 

Support for Children of Divorced and/or Remarried Parents 

桑田道子（女性ライフサイクル研究所） 

Michiko Kuwata (Feminine Life Cycle Institute) 

 

はじめに  

皆さん、こんにちは。女性ライフサイクル研究所の桑田と申します。女性ライフサイ

クル研究所と申しましても皆さんご存じないと思いますので、一言だけ自己紹介させて

いただきたいと思います。女性ライフサイクル研究

所は、大阪と京都にカウンセリングルームを置いて

います、民間の心理相談機関です。私はスタッフの

一人ですが、大学病院の心療内科でストレスケア外

来、大阪市の虐待予防のための保護者グループを担

当したり、メンタルヘルスやコミュニケーションと

いったテーマで企業や自治体の職員研修などの講師

をしています。SAJ との出会いは先ほど茨木先生が

ご紹介下さったように、私が大学院生だった 2001 年の設立準備の頃よりお手伝いさせて

いただいて、SAJ の中で出会った子どもたち、それからまたその出会いをきっかけに

NPO 法人内に Vi-Project という離婚後の家族支援プロジェクトを立ち上げました。今日

はその 2 つの活動、SAJ と Vi-Project の活動から、離婚再婚後の子どもたちの支援とい

うことで、お話させていただきたいと思います。  
 

キッズサポートのきっかけ  

 そもそも SAJ でキッズ、子どもたちのためのサポートを検討することとなった背景か

らお話したいと思います。きっかけは、ある小学生の女の子の日記です。2001 年、SAJ
をこれから立ち上げようという時に、スタッフ候補の３家族がまず合宿を行ったんですね。

その参加家族の一人の女の子が、合宿に参加した他の家族を見て、「○○ちゃんの家族が

ステップファミリーだとは見ただけではわから

なかった。ウチもそうだったらうれしい」と日

記に書いたんですね。その子とはその後も会っ

て色々お話をしましたが、小学生の子なりに“は

たからどう見えているんだろうか”“自分の家族

ってどんなものなんだろうか”といろんな疑問

だったり感じることがあったんだと思います。

それがひとつ。また、ある 10 代の女の子ですが、

その子が「離婚はいいねん。うまくいかないの
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に無理しててもしょうがないから。でも再婚はせんといてほしかった」と言ったんですね。

それを聞くと私としては離婚と再婚は子どもにとってどんな違いが生じるのだろうかと

いう疑問はありますが、いずれにせよ、家族の中でうまくいかなさを感じている子どもが

少なからずいるというのを実感しました。そこで、SAJ の活動の一環として、子どもた

ちのために支援が出来ないか、そういう風に思ったんですけれども、当時（2001 年）、子

ども向けのプログラムを実施していくことについては、SAJ のスタッフからもちょっと

それはどうかな、という声が届いてきました。というのは、その中には、子どもに知恵を

つけてほしくないという意見もありましたし、ちょっとこれは勘違いですが「SAJ では

子どもよりも夫婦の関係が大事と教えているのだから、その教えの上に立った子どもへの

支援なんかしては、それは子どもにとってプラスじゃないんじゃないか」という、SAJ
が伝えようとしていることからは外れますが、そんな声が届いたり、親への支援と子ども

への支援、そこは何かこう、利害が対立するような話

がその場では出てきました。  
 

時期尚早との判断  

 ようやくステップファミリーへの支援というもの

が日本で初めて生まれ、今まで誰にも相談できなかっ

たステップの親たちが初めて SAJ にコンタクトを取

って仲間を見つけた。そんな状況でしたから、それは

まず SAJ にアクセスしてくる親たちへのサポートが第一で、まだ子どもへの支援の段階

ではない、時期尚早かなと判断しました。それからは親グループのお手伝いをしながら、

翌 2002 年には、昨日からも何度かお話に出ていますがアメリカ、SAA のスマートステッ

プという子どものためのプログラムの指導を受けるなどしつつ、タイミングを待つことに

しました。タイミングを待ちながら SAA の知識と情報を日本向けのプログラムにリライ

トしていく作業をお手伝いしたことは、まずはステップファミリーを理解するために、そ

して、これから子どもたちのためにプログラムを実施していくことはできないか、そんな

風に考えている私にとって、とても貴重で役立つ経験となりました。  
 

日本のステップファミリーと面会交流  
 そして、先ほど緒倉さんからもありましたが、

10 年前のマージョリーさんのイベントでは、や

はり、昨日今日と、先生方の話を聞いて、私た

ちが感じるのと同じように、日本とアメリカと

国は違い、文化的背景、社会的背景は違うけれ

ども、それでも多くのステップファミリーが辿

る感情の変遷である“混乱”というのは共通す
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るものだし、これは混乱のままで終わるわけではなく、次につながるステップがある、と

力づけられるものでした。励まされるイベントであったと同時に、1 つだけ、ステップフ

ァミリーの親たちがとても抵抗を示したものがあったんですね。それは、元配偶者と子ど

もとの面会でした。マージョリーさんが、「離婚後も関わりを持つ」そういったことを言

葉に出されました。今回のイベントでも何度もお話に出ていますように、アメリカでは離

婚後、離れて暮らす親子の交流が尊重されているわけですが、日本には会わない方が良い

とされていた期間が長くありました。現在でも法律に明文化されているわけではありませ

ん。それから、年間約 25 万組の離婚がありますが、そのうちの約 8 割は裁判所を使わず

協議離婚していますから、そもそも離婚をするからといって、その後について取り決めを

している人たちというのが限られているわけです。そうすると、マージョリーさんから、

離婚後も離れて暮らす親と子どもが交流を持ちますという話を聞いた時に、「なぜ交流を

持たないといけないのか、会わせないといけないのか。養育費ももらってないのに。元配

偶者と一切関わりなんか持たない、持ちたくない」と、それはちょっと受け入れられない

という声が大きくあったんですね。先ほど、SAA のプログラムを土台として日本向けに

リライトしてきたことに触れましたが、その中でも、やはり最初は面会に関するテーマは

省くなどして、SAJ でも非常に慎重に扱ってきたテーマではあります。けれども、SAJ
を通して出会う子どもたちの中から、親に話せずにいる気持ちや、離れて暮らす親への思

い、そういったものを色んな場面で耳にすることになりました。同時に、大半が交流につ

いて抵抗を示されましたが、少数ながら実際に面会交流を行っている方もいらっしゃった

ので、そういった方から実際の苦労を聞くにつれて、何か、離れて暮らす親子の交流に第

三者的なサポートがあることで交流がスムーズにならないか、何かそのために出来ないか、

そう思うようになり、2004 年に Vi-Project を立ち上げました。  
 

Vi-Project のサポート 

 Vi-Project は離婚後、離れて暮らす家族の面会交流のサポートをしています。別れた夫

婦が直接やり取りしないで、親子の面会交流を実施できるようにというものですが、スラ

イドの一番左に事前カウンセリングと書

いています。これは、インテークです。

実際にそのケースをこちらがお引き受け

できるかどうか、お父さん、お母さんか

ら個別に話を聞き、必要に応じて子ども

さんにも、としています。これまでの家

族の経緯、面会についての希望、そうい

ったことを聞きとりながら、私たちがお

手伝いできるかどうかアセスメントしま

す。実際に、じゃあやっていきましょう
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という話になりましたら、右横のコーディネイト。ここでは面会の内容や日時、場所、そ

れからルールですね。どういう風なルールに則って面会を実施していくのか、そういった

ことの調整を私たちスタッフがお父さん、お母さんと個別に話し合って決めていきます。

そして面会が設定されましたら実施となりますが、面会当日には、私たちはトランスファ

ーと呼んでいるお子さんの受け渡し、お父さんお母さんが直接顔を合わせることなく、子

どもが移動できるよう私たちスタッフが、たとえばお母さんからお子さんを預かってお父

さんの元へお連れする。そういったことを行っています。そして、このコーディネイトと

面会実施、当日のトランスファーを、何度も何度も繰り返して、面会を重ねることによっ

て、当事者間で直接連絡を取ったり、調整しあい、子どもの受け渡しも可能になる。そん

な風に第三者の支援が必要なくなれば、サポート終結としています。  
 現在私たちがお手伝いしている子どもたちというのは、

一番小さい時が１歳 1 カ月、今一番大きなお子さんで 5 年

生です。コーディネイトと面会を繰り返してサポート終結

までいくケースはどういうものかというと、実際には子ど

もは成長していきますので、いつも何々駅のどこどこにパ

パが待ってくれていると、ここでママとはバイバイしてパ

パの方へ行くんだとか、そういうことに慣れていくと子ど

もたちが自分で動けるようにもなりますし、小学校高学年

になってくると自分で電話やメールで連絡を取り合うこと

も出来るようになるなど、私たちは卒業ケースと呼んでいますが、サポート終結となって

います。今現在、年間 100 件ほどのサポートを行っています。サポート内容は、このス

ライド一枚に入る、限られた狭い部分のサポートですが、一番大切なことは、とにかく会

いさえすればいいとか、離婚した家族がみんな面会すべきだ、そういったことではありま

せん。子どもにとって面会が良い時間、良い交流、良い機会となるために、私たちのプロ

ジェクトは存在していますので、まずは、子どもたちが安心して交流を持てるために、お

父さんお母さんがどういったことが出来るか、一緒に考えていきましょうと伝え続ける。

そういった気持ち、一緒に考えていきましょうと伝え続けることが、私たちの一番やらな

いといけないことだと思っています。  
 実際には、夫婦間に未解決の問題や葛藤がある場合には、その感情は面会に投影されて

いきます。離婚した夫婦ですからコミュニケーションがうまく取れるなんてことはなかな

かありませんので、ちょっとした話の擦り合わせも難しく、悪いように悪いようにとって

誤解しあって全然話が進まない、そんなこともあります。不信感を持っている者同士、た

だ日にちを設定するだけでも揉めます。一方から「こうしてほしい」と希望を伝えたとし

て、相手方はどんなことを言われても OK と言いたくない気持ちだったりするわけですよ

ね。何を言われたとしても、いいよと承諾するには抵抗がある。  
私たちがサポートする家族は、全員調停で争ってきた方ばかり、中には裁判、審判まで
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いったケースの方が全てですから、「ここでいいよと言ってしまうと相手がつけ込んでく

る」と思う気持ちが養われていることもあります。そうすると、やはりなかなか話は進み

ません。そういった感情を抱くこともわからないではないですが、それを続けても話は進

まないので、それは昨日の話にもありましたように、ビジネスライクに物事を進めていき

ましょうということで、第三者が介入していくわけなんですね。そうすると、第三者に主

張するのであれば、それは夫婦間で意見を交わしあって決めていくよりかは少し交渉の余

地が生じるところがあります。元配偶者相手ではなく、第三者が相手なので多少冷静にな

れたり、勝ち負けではないからと引き際をご自分で見極めて見つけることが出来たり、そ

ういう面があります。今日は時間に限りがありますので、プロジェクトの詳細や、利用す

る家族にどんなことが起きていくかをお話する場ではないですが、ひとつ言えることは、

私たちが 2004 年から Vi-Project をやってきて、非常に葛藤が高く、対立していた元夫婦

であっても、実際に交流を持って、面会に出かける子どもの顔を見て、子どものことを考

えた時に、ご両親が良い協力を示すように変わっていかれる、それを私たちは実感してい

ます。離婚後の、より良い子どもの養育環境を一緒に考えていきましょうと両親に関わり、

親の離婚を経験してきた子どもたちには、子どもの家族を応援する者として、私たちは関

わっています。  
 

キッズリーブス  

 という具合に 2004 年から Vi-Project の活動をしていますが、その一方で前代表の吉本

さんと現代表の緒倉さんのお二人に応援いただいて、2006 年に SAJ でも子どもへのサポ

ート、プログラムを実施しようという運びに

なりました。「キッズリーブス」という名前で

プログラムを初めて行いましたが、個人ワー

クとグループワークの二本立てにしました。

簡単にご紹介しますと、個人ワークでは、“ぼ

くの、わたしの家族”ということで積み木の

ようなもので家族を表したり（スライドに写

真（右）を載せています）、家族の絵を描いた

り、ぼくの、わたしの家族の家族紹介をしま

した。お配りしたレジュメは絵の印刷が薄くなってしまいましたが、すごく可愛い絵を子

どもたちが描いてくれているんですね。スライドでご覧いただけるかと思います。それか

ら“どんな気持ち？”は、気持ちや感情を知ろうというもの。次のワークは“かわったこ

と”と書いてありますが、離婚再婚を経験している子どもたちというのは必ず変化と喪失

とを経験してきています。そういったものを表現するワーク。そして、“怒りのマネジメ

ント”ですね。これらを個人ワークとして行って、その後、グループワークです。これは

一泊二日のキャンプスタイルで行いました。個人ワーク同様、まずはグループ皆で家族紹
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介をしあう。次に“恐竜の離婚”。これは皆さんもご存じの方がいらっしゃると思います

が、絵本です。ステップファミリーってどんな家族なんだろう、とステップファミリーに

ついて学びながら、自分たちの気持ちを絵本の恐竜にてらしあわせて確認してみたり、そ

の気持ちを安心できる場で表現して、表現したものをみんなで共有できる、とてもいい絵

本ですので、これを使ってワークを行いました。その後、下に書いてあります“家族対抗

ウォークラリー”ですね。先ほどご報告があった菊地さんと私とで暑い最中に山の中をか

なり歩き回って準備しました、ポイント毎にミッションのあるステップファミリー対抗の

ウォークラリーです。それから“バーベキュー”という風に、学んだり、表現したり、楽

しいことをしたり、とプログラムを組み立てました。  
 
親の離婚と子ども、子どもたちへのサポート  

 ここで、子どもにとっての親の離婚を少しまとめておきたいと思います。１つ目は“自

分の誕生・存在への疑問”です。子どもの多くは、自分の誕生は両親が愛し合ったその証

だと知っています。だけれどもそのうえで、今、離婚ということが起き、現在は両親が愛

し合っていない事実に直面する時に、自分が生まれたことは間違いじゃなかったのか、と

考える子どもたちがいます。「そうではない、

あなたの誕生は私たちが望んだことだから」

と本気で子どもに伝えてあげられるのは親し

かいません。なかには残念なことに「産まな

かったら良かった」とか、「顔があいつに似て

いて腹が立つ」「あなたの嫌なところはあの人

の DNA そのまんまだ」という風に、親からも

う一方の親への悪意をこめた言葉をかけられ

る子どももいますが、多くの親は自分の離婚

と子どもとは分けて考えているんですよね。それでもなお、親の想像以上に、大人の想像

以上に、子どもは自分の誕生に疑問を抱いて傷ついている、そういうことはあります。  
2 つ目には“自分のルーツへの忠誠と葛藤”と書きました。これも、先ほど先生のお話、

ディスカッションの時間にもありましたが、

やはり成長段階で多くの子どもはある一定の

年齢に達すると、自分のルーツについて思い

を馳せるようなところがあります。一方の親

や身内が、もう一方の親の悪口を言うのを聞

くたびに、自分も否定されているように感じ

たり、自分のルーツは、今、辛辣に批判され

ている人にあるんだと、それは現実ですから、

それがある以上切り離して考えるのはやっぱ
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り難しいんですね。自分も成長したら同じようになるかもしれない、そういう悪いところ

が自分の中にもあるんだなと同化して考えやすいこともあります。そのように一方の親、

別居親と自分とのつながりに思いを馳せ、同時に、別居親へ思いを寄せることは同居親へ

の裏切りなのかと葛藤を経験することもあるのです。ですから、自分のルーツへの忠誠と

葛藤ということを挙げておきたいと思います。  
3 つ目は“親の離婚は自分のせいだという自責”です。これも大人が子どもから聞いて

驚くようなことですが、自分がいい子じゃなかったから両親がケンカして、一方の親が出

て行ったと親の離婚を自分のせいだと胸を痛めていることもあるんですね。「僕が泣いて

ばかりだったからパパが怒って出て行った」「私がパパにママの悪口を言ってしまったか

らあかんかった」と、自分に非があるようなストーリーで親の離婚を納得しているような

こともあります。  
4 つ目は“愛情を土台とした関係性への不安”です。愛情を土台とした関係というのが

崩壊する、離婚によって崩壊する、それを身を持って知っている子どもたち、その中には

自分が他人との関係を築くときに、相手の気持ちを信じることに難しさを感じる子どもも

います。もしかすると相手の気持ちどころか自分自身の気持ちすら信じられないような思

いを抱いていることもあります。離婚により、別居親との一

切の関わりが絶たれた場合にはなおさら、人とのつながり、

家族とのつながりも一瞬にして断絶されるものとの認識を持

つ可能性もあります。  
最後は“親が離婚した自分というアイデンティティとマイ

ノリティ”ですが、これは、自分がどういう人間か、どんな

場面でどう振る舞うかを考える時に、「親が離婚している」こ

とが良くも悪くもついてまわることがよくあるのですね。進

路の際には、母はどんな仕事に就いていたのか、何を専門に

学んでいたのか考えてみたり、結婚式に別居親を呼んでいいのか、自分の親が離婚してい

ることを結婚相手の家族はどう思うだろうかと心配したり、お葬式に自分が参列していい

のかと考えたり。人生の重要な岐路、進学、就職、結婚、出産、子育て、身内の死、そう

いった時にいつも親の離婚という事情が浮かんでくることがあります。離婚の有無にかか

わらず、人生の岐路に両親の存在が影響を与えることは自然なことです。重要な局面で表

に出てきて、子どもの人生に影響を与えることがありますが、なかには、親と自分との関

係を考えると、喜ばしいことが素直に喜べないようなこともあります。  
さらには、親の離婚・再婚を受け入れられない子どもの中には、他人から「失敗」と見

られたくないと思っている子どもたちもいます。自分のことではなく、親が為した選択で

あっても傍から批判的にみられるときには子どもが劣等感を感じ、胸を痛めるのです。こ

の痛みゆえ、自分のアイデンティティには「親が離婚した」ことが外せないものとなり、

「親が離婚した自分」は「親が離婚していない人」とは別カテゴリーに属する、つまり「親
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が離婚していない人」のコミュニティが世間一般のメインであり、そうでない自分はメイ

ンから外れたものとして孤立感や疎外感をおぼえているようなこともあるのです。  
以上、親の離婚という経験が子どもとってどのような影響を与えることがあるか、ご紹

介させていただきましたが、これはなにも「だから親が離婚した子どもは問題を抱えてい

る」、そういったことを言いたいわけでは決してありません。離婚再婚はどうあれ、その

後の親を含めた周囲が子どもの環境をどう支えていけるかが大切であることを改めてお

伝えしたいと思います。子どもたちをどう支えるか、ということでスライドの右側をご覧

ください。どのようなことが出来るか。1 つ目、「いろんな家族が存在し、違いは違いで

あって決して優劣ではなく、その多様性を子どもたち自身が知ること」。2 つ目、「仲間と

出会い」、「安心して自由に気持を表現できる機会や場所」が提供されること。そして、「楽

しい家族の思い出作り」を積み重ねていくこと、これらを挙げたいと思います。  
 

さいごに  

先ほどご紹介させていただいたキッズ

リーブスでは、子どもへのサポートにあ

たり、これらのポイント（スライド右

側）・目的、ねらいの達成を念頭に置いて、

企画してきました。緒倉さんからもあり

ましたように、2006 年、2007 年のキッ

ズリーブスに参加してくれた当時小学生

だった息子さんが、次は、「またこういう

ことをしたい」と自ら考えて、中学生になった 2010 年には、キッズリーブスのバーベキ

ューと『恐竜の離婚』を使ったプログラムを実施する、「集まれステっち」というのを開

催してくれました。こんな風に、SAJ の中で成長してきた子どもたちと一緒に、また、

新たに子どもたちのためのプログラムを実施していけることは、私にとっても非常に楽し

みでもあり、喜びであり、これからも続けていきたいと思っています。最後、駆け足にな

ってしまいましたが、以上とさせていただきます。ありがとうございました。  
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10．コメントおよび質疑応答Ⅱ 

Discussion II 
 コメンテーター：ローレンス・ギャノン、マリリン・コールマン  

       Discussants: Lawrence Ganong & Marilyn Coleman (University of Missouri) 
（日本語訳：野沢慎司）  

 

質問者１：SAJ の会員です。昨日、今日と両日参加

して、とても意味のあるお話をうかがいました。私

の立場は、夫が離婚を経験しておりまして、同居し

ていない継母、面会を受け入れている継母です。先

ほどの面会交流の話は、とても興味深くうかがいま

した。離婚した両親の関係はとても難しくて、継子

の面会交流の日程を決めるのにもストレスが結構

大きいので、こういった支援がもっと増えるといい

なと本当に思いました。同居していない継母の立場がどういうものなのかについて研究が

増えていったらいいなと思いました。〔面会交流では〕いろんな過ごし方をしていると思

うのですが、面会日のパターンなどをもう少し知りたいなと個人的には思いました。  

 面会の設定がとても難しいです。子どもの受け渡しをする場合、夫と元配偶者は会わな

いで、短距離なので子どもを一人で行き来させています。また、調停で離婚したので一応

取り決めがあり、向こうの〔子どもの〕正確な現住所を私たちが知らないという状況でも

あるので、法律的なお話も参考になりました。またステップの子どもの面会を受け入れて

いる家族の子どもがどういう家族観やきょうだい観を持って育っていくのかなという点

にも興味があります。そういった情報が充実していくといいなと思っております。今後と

もよろしくお願いします。  

 

茨木（司会）：ありがとうございました。ご自身の状況をお話しいただきました。別居さ

れている継母さんということでしたが、アメリカではそのようなケースが多いかと思いま

す。パートタイムのステップマザーに関して、アメリカでの実践や状況についてお話をお

うかがいできたらと思います。  

 

マリリン・コールマン：私は、このような状況にある女性たち、つまり〔継子と〕別居し

ている継母の調査研究をしたことがあります。その研究論文のタイトルは、“Mothering 
but not a mother role（母親のように子どもの面倒を看るけれど母親役ではない）”とい

うものでした 1。この立場にある継母たちは難しい立場に置かれています。家に子どもが

来るわけですから、子どもの世話をしなければならないのですが、決して母親ではありま

せん。これはとても難しい役割です。  
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 しかしながらこの〔別居している継母の〕役割は重要です。なぜなら別居の継母たちは

夫がその子どもとよい関係を深めることを助ける役割を果たすことが多いからです。  

 

茨木（司会）：何かほかに〔登壇した緒倉さん、桑田さんの〕お二人から、パートタイム

のステップマザーについて、これまでの支援の中で感じていることなどありますか。  

 

緒倉：パートタイムのステップマザーというと、私の場合でいうと、〔私の〕元パートナ

ーの〔現在の〕奥さんになります。私の息子もちょくちょく〔元夫の家を〕訪問していま

すので、すごくお世話になっています。やはり母親ではないし、息子は母親とは認識して

いないのですが、〔元夫の〕パートナーさんがすごく協力してくれます。子どものバスの

チケットを手配してくれるなどいろいろしてくれます。それに対して感謝します。向こう

も努力していることにしっかり自信をもっていると思います。親ではないけれど、一つ一

つその子のためにしていることを評価していってほしいです。  

 元夫が〔妻に〕「マザーリング」を求めないことが本当は大事なんじゃないかなと思い

ます。私の元パートナーの奥さんは、サバサバしていて「母親じゃないし」と言うところ

はあるのですが、元パートナーとその親族は時折〔彼女に対して〕母としての役割を求め

てくることがあったようです。〔私の息子が〕訪問してきたときに一緒に布団を横に並べ

て寝るとか。が、そのようなことについては、〔継母に対して〕母〔役割〕を求めない、

他者としてあることを求める、という点を社会に対して伝えていかなければいけないと思

います。  

 

茨木（司会）：〔継母とは〕違う〔子どもを送り出す実母の〕立場からのお話でした。子育

て連合というか、〔継母は〕お母さんではないけれど、息子さんを間においてサポートし

あえる関係を作っていかれようとしているのかなと思いました。桑田さんは何かあります

か。  

 

桑田：〔別居の継母は、〕面会に来るパートナーの子どもを受け入れる立場なので、すごく

複雑だと思うのは、やはりどこまで口出ししていいのかとすごく迷われると思うんですね。

きっとパートナーさんは、子どもを迎えるのが楽しいことだし、嬉しいことだから、すご

くウキウキして準備されたり、迎えたりっていうのを横で見ているというのもなかなか…。

〔継母が〕一緒に楽しみにして待つというのは非現実的なことだと思います。複雑だと思

います。  

 でも実際には、まったく口出しをしないというのも難しいです。例えば、〔継子が〕自

分たちの家に来るときには、自分たちの生活のスケジュールを調整しないといけないわけ

です。その辺りは、主張しないといけない部分もあります。やはりその線引きが難しい。

どこまで言うと言いすぎになるのか、という点が難しいと思います。  



97 
 

 だけれども、昨日、今日のお話にもあったように、これが正解というものがどの家族も

わからない。パートナーの子どもが来るときには、自分たちが夫婦として子どもを盛大に

迎えないといけないというのが正解でもないし、パパと子どもだけで遊びに行ってもらう

ことにも罪悪感を感じる必要もないと思います。その辺りもご自身がパートナーさんとの

間でどのようにやっていくのが一番よいのか〔話し合って〕、お互い無理しないでできる

面会の方法が見つかるといいなと思います。  

 

質問者２：ステップファミリーのお父さんあるいは

お母さんと子どもとの関係についての情報はある

のですけど、連れ子同士の兄弟姉妹、あるいは別れ

てしまった兄弟姉妹に関する情報はあまりないの

で、何が起こっているのか私は知りたいと思います。 

 

マリリン：アメリカで私たちがインタビューした女

子学生たちの多くは、自分の妹や弟、あるいは半分

血縁のある妹や弟のことが好きだと言っていました。継きょうだい（stepsiblings）につ

いては、きょうだい同様の関係だというケースと喧嘩ばかりしているケースがありました。

どれくらい仲がよいかは、興味関心などがどれくらい似ているかによって違ってくるよう

です。ケースごとにそれぞれずいぶん違うと思います。  

 

ラリー・ギャノン：子どもの年齢、性別、年齢差、どれくらい頻繁に家で顔を合わせるか、

などが違いをもたらす要因です。  

 

茨木（司会）：はい、ありがとうございます。〔緒倉さん、桑田さんの〕お二人から、日本

のステップのきょうだい関係の状況や具体的な事例について何かあればお話しください。 

 

緒倉：解説することまではできないのですが、ケースとしては、きょうだい同士の関係性

の難しさ、子育ての難しさという声はやはりあります。同い歳の継きょうだいは、学力や

発達の面での違いが出てくることが多々あって、その中で実子と継子に個別に対応する際

に、スタンスの違い、気持ちの違いがあるので、その難しさについては身近なところでリ

アルに聞いています。  

同じ年齢の継きょうだいが意外と似ているような例もありまして、一方はバスケットボ

ール、もう一方はサッカーに夢中で、土日は両方の親が交互に入れ替わりで活動を応援し

ているというスタイルをとっている家庭もあります。見ていると〔両方の子どもに〕共通

点があることで、わりと平和に維持されているというケースもあります。  

 



98 
 

桑田：私もひとつだけ。今ちょうど同じ歳の〔継〕きょうだいという話があったのですけ

れども、私がお会いしたケースでは、同じ歳の男の子二人だったのですが、その親御さん

はまず二人に同じ習い事をさせたのですね。サッカーか、野球か。少し様子を見ていると、

片方の男の子は外で元気に走り回るのが好きなのだけれども、もう一人はそうでもないな

ということがわかってきました。片方は向いてないなと思ったのですが、そこでやめさせ

てしまうと、それが継子であれば実子をえこひいきしているように周りから思われるので

はないかと思って心配しました、というお話を聞いたことがありました。  

そのときに、子どもにとってどんなふうに養育環境を整えてあげるのがよいのかを親御

さんとして賢く考えていらっしゃるのだなと思いました。こっちの子は元気に外で走り回

らせて、別の子には結局最終的には英会話を習わせて、その子にはすごくそれがよかった

のです。すごく上手に関わられたなと思いました。が、その場合にも、やはり周りの目が

気になることもあるのだなとも感じました。  

 

茨木（司会）：ありがとうございます。  

野沢先生が中心になってやっているステップファミリーのインタビューを私も一緒に

したときに、子連れ再婚同士の家族でしたが、片方〔の親の子ども〕は私立の学校に通っ

ていろんな習い事をしていて、もう片方〔の親の子ども〕は公立で、ひとり親だったので

いろんなことをさせてあげられなくて結婚をした〔事例がありました〕。家庭の中で２つ

の文化がぶつかりあっていて、とても難しいという話をされていました。その中で新しい

家族文化をつくっていくというか、互いに折り合いをつけていくというのがとても大変だ

というお話でした。〔継〕きょうだいは、違う育ち方をしてきているし、〔それぞれの〕親

御さんの文化を背負っているわけで、どうやっていくのがよいのか難しいけれども、コミ

ュニケーションを図っていくことが必要だと思いながら今のお話を聞いていました。  

 もうお一人かお二人、質問を受け付けたいと思います。  

 

質問者３：SAJ のスタッフです。アメリカからわざわざお越しくださった先生方、昨日今

日と長い時間ご講話いただき、ありがとうございます。  

 昨日も、「セメントベビー」と呼ばれる、再婚後に生まれる赤ちゃんのお話がありまし

た。英語では「ミューチュアル・チャイルド」と呼ぶというお話を昨日おうかがいしまし

たが、日本では新しい家族をつなげてくれるとか、固めてくれるという期待をこめて「セ

メントベビー」という語が使われ、普及しているところがあります。実際セメントベビー

効果はあるのでしょうか。  

 一方、日本では、再婚後に新しい赤ちゃんを設けない方がすでにいる継子の立場の子に

はよいとか、継親が継子〔のことだけ〕をずっと思っていられるとか、家族がまとまって

いられるとか、神話じみたことも世間に広まっています。そういう両極端の意見があるの

ですが、アメリカではどのように考えられているのか、評価されているのか、教えていた
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だきたいと思います。  

 

ラリー：一般論としては、初婚であれ再婚であれ、赤ちゃんが〔悪い状態の〕結婚を救済

することはありません。研究結果によれば、よい関係にある夫婦はたとえ子どもが生まれ

てストレスが増しても別れずに一緒に子育てをやっていけるけれども、関係が悪くなった

夫婦が自分たちの結婚生活の救済手段として子どもを作ると金銭面でも苦しくなったり

してストレスがさらに増して別れる可能性が高まるようです。  

 かく言う私自身がセメントベビーです。私は、私の両親にとってのセメントベビーでし

た（笑）。  

 

マリリン：以前は、ステップファミリーに関

する自己啓発本〔いわゆるハウツー本〕には、

どの本を読んでも、再婚した夫婦は自分たち

ふたりの子ども（ミューチュアル・チャイル

ド）を作るべきだと繰り返し書かれていまし

た。新しい赤ちゃんが家族の絆をセメントの

ように固めてくれるから、と主張されていた

のです。しかし、これは実にひどいアドバイ

スだと思います。今では自己啓発本にもそのような主張は書かれなくなりました。実際、

ある自己啓発本には、「ミューチュアル・チャイルドを持つのもよいでしょう。なぜなら

〔対立しやすい〕妻の子どもたちと夫の子どもたちが互いに一致して憎む対象〔共通の敵〕

ができるから」と書かれていました。新しい赤ちゃんが可哀想です（笑）。  

 

茨木（司会）：最後のオチがちょっと…厳しいですね（笑）。  

 では、あと 10 分くらいあるので、今日報告してくれた日本のお二人に、今後 10 年の

ステップファミリーのサポートについてお考えになっていることを簡単にお話しいただ

けますか。そしてその後に、アメリカからのお二人に２日間を振り返ってのご感想、ある

いは日本のステップファミリー支援あるいは研究についてコメントをいただければと思

います。  
 

緒倉：本当はもう予定の時間を過ぎています（笑）。ですからごく簡単に。  

 先ほどのセメントベビーの話ですが、実はセメントベビーを持ってみると大変なことが

多いなという実感も私たちの中にあって、あえて質問してもらった感じです。もちろんか

わいがる対象を得たことで生じる幸せもあるのですが、やはり人間が増えたことで「この

大変さは何なのだろう」と疑問に思っていたところがあるので、あえて〔SAJ から〕質問

させてもらいました。  
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 これからの 10 年ですが、30 歳で〔SAJ の活動を〕始めて、今 40 歳になりまして、よ

うやく日本のステップファミリーの課題が見えてきたかなと実感しています。私は当事者

として「これからどうしたらいいのだろう」と迷っていたりします。でも、暮らし全般に

関して当事者にしかわからないこともあります。やはり、「大変なんだよ」とか、「そうい

うふうに言ってもらえてよかった」とか、そういう気づきを社会に伝えていかなければ〔問

題が〕改善されていかない。そういうスタンスで、私はこれからもやっていきたいと思っ

ています。  

 昨日と今日ではっきりしてきたことですが、外的要因〔社会的要因〕についての研究を

していっていただきたいということを強く思いました。今は家族社会学と家族法、それに

社会福祉の実践的な面でご協力をいただいていますが、さらに児童の発達や心理の面でも

ご協力をいただきたいなと思っています。SAJ はそのような専門情報をもっと増やしてい

きたいと思っていますので、皆様のご理解とご協力をこれからもさらに賜りたいと思いま

す。どうぞよろしくお願いいたします。  

 

桑田：10 周年ということで、この場所にたくさんの皆さんが集まる会議が開けて、私も

スタッフの一人としてとても嬉しく思いました。そして、昨日、今日を通して皆さんもお

わかりのように、SAJ というのは当事者が中心となった当事者支援組織です。そこに、研

究者の先生方や支援者がすごくうまく有機的につながってこの 10 年やってきたなと思っ

ています。ですからこの循環、つまり当事者のセルフヘルプのよさと、アカデミックな研

究を重ねていっていただくところとを、また実際のサポートにつなぐという意味でのよい

循環を次の 10 年に向けて続けていければと思っています。今後ともどうぞよろしくお願

いします。ありがとうございました。  

 

ラリー：私たちをここにお招きいただいたことに、感謝しています。皆さんと一緒にお話

しし、皆さんから多く学ばせていただいたことを嬉しく思います。本当によい会議でした。

私たちは、野沢慎司さんに心から感謝しています。私たちをここに招いてくれたのは彼で

す。SAJ の皆さんの活躍ぶりにも驚かされました。  

 

マリリン：私もまったく同感です。ここに来るのをわくわくしながら楽しみにしていまし

た。来てみて、皆さん本当によい方ばかりなので感銘を受けました。とくに皆さんからの

質問の質が高かったことに驚いています。すごいことです。お招きいただき光栄です。本

当にありがとうございました。  

 

茨木（司会）：２日間にわたる日米ステップファミリー会議、たくさんの貴重なお話しを

いただきました。アメリカからの新たな情報をお二人の先生方からいただきました。また

日本のこの 10 年の実践についても皆さんに伝わったのではないかと思います。  
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 私も今日は感動して聞いていましたが、SAJ はまだまだ弱小組織です。私などは今日も

なぜ参加費を無料にしちゃったかなと思ったくらいです（笑）。もっと多くの日本のステ

ップファミリーの人たちにメンバーとして SAJ に入っていただいて、より大きな活動、

よりしっかりとした支援ができるようになるといいなと思っています。皆さんからのサポ

ートをよろしくお願いします。  
 では、最後に SAJ 代表の緒倉さんから一言いただいて、２日間の会議を締めたいと思

います。  

 

緒倉：こういった場に慣れていないので上手なことが言えないのですが、このような機会

をいただいたことを嬉しく思っています。また 10 年後にもこういったことができるよう

にがんばっていきますので、どうぞよろしくお願いします。今日はありがとうございまし

た。  

 

茨木（司会）：最後に、日本が大震災という大変な状況にあったにもかかわらず、快く引

き受けてくださって、ここにいらしてくださったギャノン先生とコールマン先生に対する

お礼の拍手をもって終わりとしたいと思います。お二人の先生、どうもありがとうござい

ました。  

 皆さん、ありがとうございました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 

1 次の論文を参照。Weaver, Shannon E., and Coleman, Marilyn, 2005, “A mothering but not a 
mother role: A grounded theory study of the nonresidential stepmother role,” Journal of Social 
and Personal Relationships, 22 (4), 477–497. 
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おわりに 

－INPUT から OUTPUT への 10 年、そしてその先へ 

                         茨木尚子（明治学院大学）  
 
 今回の報告書のその内容の濃さに驚嘆しつつ、目を通させていただきました。おそらく

日本におけるステップファミリーの研究、実践についての最先端の情報が盛り込まれたも

のだと思いました。2001 年に、アメリカから SAA 代表（当時）のマージョリーさんをお

招きして、SAJ として最初の大きなイベントを開催した当時の報告書も読みかえし、こ

の二つの報告書の大きな違いを改めて感じることができました。  
 2001 年の報告書には、アメリカのこれまでの実践と研究の厚みのある実績に基づいて、

ステップファミリーの特徴、課題、支援が掲載されています。それを日本のステップファ

ミリーの当事者や研究者が、熱心に INPUT した成果がそれぞれの感想という形で記載さ

れており、このアメリカの研究や実践をこれから日本でも位置付けていこうという抱負が

熱く語られていました。  
 2011 年、10 年目の報告書はどうでしょうか。再び、今回もアメリカからステップファ

ミリー研究の第一人者であるマリリン・コールマン＆ラリー・ギャノン先生をお招きして、

アメリカのステップファミリー研究の最前線のお話を伺いました。その層の厚い研究蓄積

は、やはりこれからの日本の研究に沢山の示唆をいただくものでした。  
 しかし、今回の報告書はそれだけに留まっていませんでした。それに続いて、これまで

の 10 年の日本のステップファミリー研究の最前線のお話が、社会学、法学の研究者から

報告されました。改めて報告書で、それぞれの方の報告を読み、その研究の意義と成果を

認識することができました。その内容は、アメリカからきたお二人の研究者にとっても、

示唆に富むものであったことがお二人の感想から伺えました。今回、お互いの国における

ステップファミリー研究の内容について交流できたことは、最も大きな成果だったといえ

るでしょう。  
 さらに、この 10 年の歩みをしっかりと感じることができたのは、SAJ の実践からの報

告でした。SAJ が日本のステップファミリーを支援していくための活動組織として育っ

ていってほしいとの思いをこめて、私は 10 年前の報告書に「ステップファミリーの当事

者専門家を育てていこう」と書きました。SAJ からの緒倉さん、桑田さんの報告では、

この 10 年間の実践から生まれた支援プログラムが紹介されました。沢山の困難はありま

したが、当事者グループとして、地域ごとのセルフヘルプグループの開催を地道に続けて

きたこと、そこからステップファミリーの支援プログラムを作ってきたことがこれまでの

実践をもとに綴られています。また、どちらかというと親に限定された交流や支援であっ

た当初の活動から、最近では、子どもたちのためのプログラムへと活動が広がってきてい

ること、また家族全体での交流へと視野が広がってきていることも確認できました。  
 2001 年、ひたすらアメリカからの情報を INPUT する立場だった日本の当事者や研究
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者が、10 年の時を経た今回、しっかりと日本の情報を OUTPUT する立場に立ったこと

に感動を覚えます。その存在さえ確かでなく、呼び名さえなかった日本のステップファミ

リーが、この 10 年で、その存在を社会に根付かせてきたことは、着実な前進だと思いま

す。  
 さて、これからの 10 年を考えていかねばなりません。ステップファミリー研究は、さ

らにその幅と厚みをつけていくことでしょう。特にステップファミリーの実態としては、

時間的経過や変化を追った研究成果が待たれるところです。また、法学では、家族の変化

に対応した新たな法律のあり方が緊急課題となっているようです。ここでもステップファ

ミリーを視野に入れた研究成果が十分に生かされていってほしいと思います。  
 そして、こういった研究に、当事者として SAJ は、これからも積極的に参画し続けて

いくことが求められていくでしょう。誰かがステップファミリーへの支援をゼロから作っ

てくれる社会ではないことを、この 10 年 SAJ は体験してきたと思います。自分たちが当

事者として考え、育んできたプログラムや情報を、どう専門家や公的機関に伝え、新たな

支援を広げていくのか。そのために、SAJ としてさらにどんな力をつけていかねばなら

ないのか。次なる課題も具体的に見えてきました。  
 私は、この 10 年、当事者組織の支援者という立場で、SAJ に微力ながら関わらせてい

ただきました。私自身、これまで障害者福祉研究をする立場で、障害当事者やその組織か

ら学んだこと、教えられたことは計り知れないものがあります。最後に、SAJ が当事者

組織としての新たな 10 年を歩むための羅針盤として、国際障害者運動のスローガンを記

しておきたいと思います。  
 Nothing about us, without us! 
   ―われわれ抜きに、われわれのことを決めるな！  
 ステップファミリーの当事者として、この国の家族支援のあり方を考え、構築していく

営みに積極的に参加し続けていってください。  
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Photo Album 

 

  

 

 
特別公開：日米ステップファミリー会議で紹介した絵本をＳＡＪホームページで限定公開しています。

継子ちゃんからの温かなメッセージに会場は感動の渦となりました。 

URL http://www.saj-stepfamily.org/ 
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